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魔王の花嫁




元敵の最強魔王に溺愛求婚されました!?
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序章












　高い高い天井には、細やかなガラス細工を組み上げて作られた大きなシャンデリアがぶら下がっている。

　ガラス細工の上で小さな灯りがちらちらと揺れているが、それは炎による光源ではない。

　火のように自然の抵抗を受けやすく不安定なものを、空のように高い場所で維持できる技術など、技術大国ユグリアル国の第一王女であるアリス・ユグリアルですら目にしたことはない。

　山のてっぺんほどの高さから降る光が、床に直接手をついたアリスの指先まで照らしているのだ。その光量は図りしれず、やはりこのような灯りを今の人間の手で作ることは不可能であるとアリスは理解している。

「綺麗……」

　周囲を照らすには十分な光にも関わらずそれは目に優しく、まるで夕陽のように柔らかい。

　アリスの長い睫毛が揺れて、形のいい薔薇色の唇が僅かに開かれる。

　焦げ茶色の瞳に、美しいガラス細工周りを覆う小さな光の粒が反射していた。

　ふわりふわりと漂うように光のひとつひとつが踊り、ガラスの周囲で小さなパーティーが開かれているようだ。

　思わず見とれるアリスの前には、もう二度と見ることのなかったはずの大きな赤い椅子が一脚置かれている。

　それは、玉座だ。この世界を統べる者だけが座ることを許された、権力と力の象徴。

　二年前、自分はこの場所で彼と対峙した。

　まるで昨日のことにように思い出しているアリスの視界がぐにゃりと歪み、突如黒い渦が現れた。

「すまない。もっと静かに着地させる予定だったのだが。失敗してしまったようだな」

　突然投げかけられた言葉に、アリスは髪の色と同じ朱色のドレスの裾を掴むと勢い良く地面を蹴り上げ後ろに半歩飛び退く。

　幾重にもドレープが重ねられた美しいドレスや、宝石のついたヒールの高さをものともしない身のこなしは、かつて経験した旅の影響が大きい。

　彼女はたったひとりの姫であり、そして今や人の世界を救った英雄だった。

「この、声は……」

　驚くアリスの声と共に、黒い渦からゆっくりと人の影が現れた。

　美しいシルエットのコートと、細かな草花の刺繍が施されたウエストコート、袖口飾りのついた麻のシャツにクラヴァットを合わせたスタイルは、いかにも貴族らしい服装に思えるが、そのどれもが真夜中のように漆黒で統一されているところに、人との違いを見せつけられる。

　月の光のような銀色の髪も、燃えるような真紅の瞳も、白く透き通るような美しい肌も、柔らかく尖った耳の先も、人のそれとはまるで違う。

　無から有を成す魔術なるものを操り、世界の支配権を巡り長き戦争を続けた、人が畏怖する唯一の夜。それが彼ら魔族であり、その長たる魔王が、今アリスの目の前にいる男、魔界シュトラウス魔国の三代目魔王、カミュ・シュトラウスだ。

「久しいな、アリス。元気だったか」

　ニィと口角を上げて笑う魔王の口元からは、尖った犬歯が白く光っている。

　真っ赤な絨毯の上に膝をついた男は、指先でそっとアリスの顎に触れた。

　先程まで距離があったにも関わらず、瞬時に目前に移動した魔族の姿に、アリスの胸は緊張と隠し続けていた不安の波に押し潰される。

「なん、で……」

　敵であるものの前で、弱さは見せない。そう決めていた。それなのに。

「どうした？　大丈夫か？　転移が失敗したか？　どこかぶつけたか？」

　ぽろぽろと涙を流し始めたアリスに、魔王は驚いている様子だ。

　人の反応に動揺する魔王など、ユグリアルの人間は誰ひとりとして知る者はいないだろう。アリス自身、彼のこの顔を見るのは二度目だ。

「ちが……っ」

　泣いているのは、父との夕食の最中に突然転移させられたことでも、床の上に膝をついていることでも、恐らくここが人間界ではなく魔界であることでも、魔王が目の前にいることでもない。

　泣いてはいけないと、旅の間はずっと気を張っていた。魔王を討つ力を持つ、ただひとりの英雄。その名を背負い城を出て、多くのものを見て来た。辛いことや悲しいことがあっても、決して人前で涙は見せなかった。それが、アリスの決めた旅のルールだ。

　だから、人前で涙を流したことは一度だけ。二年前。戦いの終わりの日、魔王と対峙し約束を交わした、あの瞬間だけだった。

　世界を救った英雄。しかし、その偉業を成し遂げたアリスの内側は、昔も今も変わらない。父と亡くなった母、そして国を愛する民を愛した、ただの十六歳。成人こそしているものの、旅と世界に命を捧げただけの、心優しき少女なのだ。

　すべてが終わったはずだった、終わらせたはずだった。この手で。

　それなのに、ある日突然日常が壊れてしまうその感覚を思い出して、今アリスの胸に蘇ったのは落胆の二文字だけだった。

「魔王の、馬鹿ぁ……」

　言いたいことは色々とあったが、今のアリスが口にできるのはそれだけだった。

　約束したのに、もう二度と人間には手を出さない。互いの民を守るために、協力しようと。そう言ったはずなのに。

　なんの前触れもない強引な転移魔法に、これから始まるであろう戦を思うと心が砕けそうだった。

　けれど自分は、また戦うことを選ぶだろう。

　民を守る力を持つのは、背中に紋章を受けた聖なる英雄。つまり、自分だけなのだ。

　そう理解しているはずなのに。こうして強制転移されたことで、一度は平和になったと、わかりあえたと思った相手からの裏切りが行われたのだと、アリスは感じた。

「俺は、お前を悲しませるようなことをしたんだな。悪かった」

「え……？」

　魔王はこちらがあっけにとられるほどすんなりと、謝罪の言葉を口にした。

　そんな反応は予想外で、アリスはようやくその日初めて魔王の瞳を真っ直ぐに見つめた。

　申し訳なさそうに眉を寄せる男の顔は、あの時と同じように嘘はないと思えた。

「理由を教えて欲しい。なぜアリスは、泣いているんだ？」

　泣いているのはこちらなのに、次は魔王が泣いてしまうのではないかと思った。

　それくらい、魔王の顔は悲しげで純粋な不安を浮かべている。

「ほ、本当は」

　なぜ泣いているのか、その理由を正直に話す必要なんてない。

　相手は魔王だ。今は同盟を結んでいるとはいえ、突然の転移には、罠が潜んでいるかもしれない。そう考えるのが普通だ。

　それでも、この目の前の不安げな顔を違う表情にするために、どうすればいいのかをアリスは考えていた。

「戦いたくなんて、なかった。自分には魔王を封印する力があるから、民のために仕方なくあなたと対峙した。けれど」

　これは、いつの感情なのだろう。

　今の自分のものなのか、旅をしている時にずっと考えていた不安なのか、その境界もわからなくなるほど、アリスはただ混乱していた。

　ずっと考えていたことがあった。これは誰にも、父にさえ聞かせなかったたったひとつのアリスの本音。

「本当は、あなたのことも傷つけたくなかった。誰も傷つけたくなかった。それだけなの」

「……うん」

　魔王は、ただ静かにアリスが吐露する言葉に頷いてくれる。

　その声があまりに優しくて、抑えがきかなくなった。

「だから、魔王が降伏してくれた時。私、本当に……心の底からほっとしたのに。あなたを封印しなくていいと、思っていたのに。やっぱり私は、魔王を封印しなければならないの？　なんで急にこんなところに呼んだの？　また、あなたと戦わなくちゃいけないの？」

　最後の方はもう声にならずぐずぐずと涙に飲まれた声に、ああこれでは英雄などではなく本当にただの子どもみたいだとアリスは思った。

「それは違うぞ、アリス」

「え……？」

　低い、それなのによく通るはっきりとした声で、魔王はアリスの不安を否定した。

　そして。

「ちょ、ちょっと!?　魔王!?」

　しっかりと抱きしめられたぬくもりからは、ほんのりと薔薇の花のような華やかな香りが漂ってくる。

　自分が魔王の腕の中にいるのだと自覚したアリスは抵抗しようと拳を握りしめたが、なぜかすぐに力が抜けてしまう。

　また何か、人には理解できない力を使っているのかもしれない。

　ただ、あたたかな腕の中でぽんぽんと優しく背中を撫でられると、それだけで先ほどまで炎のように燻くすぶっていた戦意が、胸の中から消えてなくなっていくような気がした。

「もう戦わなくていい。そう約束しただろう。俺が、約束を破るような卑劣な男に見えるのか？」

「……わからない、わ。魔王のことなんて、ほとんど知らないもの」

　恐ろしい噂ならば、山ほど耳にしてきた。

　それでも、魔王のことを信じてみようと思ったのは、あの日こうして魔王が自分の話に耳を傾けてくれたからだと、アリスは思い出していた。

「じゃあ、知ってもらおうか。何せお前は、俺の伴侶になるのだからな」

「……ん？」

　何か今、とんでもなく恐ろしいことを言われた気がする。

　魔王でも冗談を言うのだろうかと顔を上げると、先ほどとは打って変わってにこにこと上機嫌な顔が目の前にあった。

「んんぇ？」

　人は、理解の範疇を越えると混乱する。

　アリスの口から出たのは、それを体現するにふさわしい間の抜けた音だった。

















Level 1　始まりの城
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　昔々、あるところに魔族という恐ろしい種族がおりました。

　人の数十倍もの時を生き、魔術という不思議な力を持つ彼らは、人間界の豊かな資源と領地を奪おうと数百年に渡って人と戦を続けて来ました。

　ある時、人の世界に希望の証を背負いし奇跡の子が誕生しました。

　憎き魔族の長である魔王を討つための特別な力を秘めたその子どもは、民を守るために立ち上がり、長い旅を経て、ついに魔王と対峙したのです。

　圧倒的な聖なる力により、魔王は降伏。数百年にも渡る戦争は、ついに終結。

　奇跡の子どもは、誰もが認める英雄となったのです。

　魔王は、英雄に誓いました。

『もう二度と、人と魔族が争うことはない』

　人間界と魔族は同盟関係を結び、世界には平和が戻りました。

　ところが、これでめでたしめでたしとはなりませんでした。

　魔王が倒れると今度は、領地を巡って人と人同士が争いを始めたのです。

　困った国王は、考えました。

　このままでは、人同士の争いで国が滅んでしまう。どうにかして、彼らを抑える手立てを考えなくては。

　そして、思いついたのです。

　人が抗えぬ、絶対的な力。それを持つ、たったひとりの存在を味方につけることを。

　魔王の力を借りるために、より強い協力関係を築き上げようと国王はある提案を魔族の王に持ちかけました。

　世界を救った英雄である自分の娘と、結婚する気はないだろうか、と。
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「いや、だからって急に魔王と結婚って言われても……あ、れ？」

　額に汗を浮かべながら起き上がったアリスは、見知らぬ部屋のベッドの上に自分がいることを認識した。

　天蓋付きの大きなベッドが置かれた部屋には、細く朝日が差し込んでいる。

　足元には、白いヒールの低いルームシューズが床の上に揃えて置かれていた。

　このシューズも、肩の出たレモンイエローのワンピースタイプの寝間着も、アリスの一番のお気に入りだ。

　身につけているもの以外、見慣れたものは何ひとつない。

　部屋の隅に置かれた調度品も、かけられた分厚い真紅のカーテンも、部屋に差し込む光の白さも見に覚えがないものばかりで、ようやくアリスはここがどこなのかを思い出すことに成功した。

「私、本当に魔王の城にいるんだ……」

　着慣れたシルクの寝間着は、魔王が事前に城に運ばせていたものだった。

　最低限の荷物はあった方がいいだろうと、魔王が事前に色々と用意させていたらしい。

「何も、知らなかった……」

　そろそろと窓際に近寄り重たいカーテンを少しだけ持ち上げると、窓の向こうには見慣れない森が広がっていた。

　人間界の木とは違う色の明るい紫色の木々は、昼の光の中で見るとまるで一面の花畑が広がっているように見える。

「やっぱり、魔界だ……」

　改めて自分のいる場所を自覚して、アリスは肩を落とした。

「夕食が終わったら迎えに行くと、国王には伝えてあったはずだが？　聞いていなかったのか？」

　昨日、驚く魔王の前で、アリスはひとつずつ記憶を整理していった。

　自分の城で夕食を終えたあと、父は珍しく歯切れの悪い様子で声をかけて来た。

　確か、最初は亡くなった母の話をしていたように思える。

　色々なことがあったが、アリスという娘と暮らせることが幸せだと。

　改めて、世界を救ってくれたことに感謝され、もう二年も経つのに身内から今更英雄として礼を言われるのは気恥ずかしかったが、父が喜んでくれていることは素直に嬉しかった。

　空気が変わったのは、アリスが食後の紅茶を飲み終わるその頃合いだった。

「お前には本当に感謝をしている。だから、その、魔王が、……と、言ってきてな……悪い話じゃない、と思うのだが……」

（そういえば、妙にごにょごにょ言ってたわね。お父様……）

　なんの話なのか訪ねようとしたその時、城の大時計が夜を告げる鐘を鳴らした。

　その瞬間、アリスの視界はぐにゃりと歪み、気づけばあの玉座の間に転移していたというわけだ。

「去年から書簡や使いを出して準備をさせていたが、それも聞いていないのか？」

　自分よりも困惑している魔王から事情を聞かされた時は、新しい戦争を始めるきっかけを作りそうになったほどだ。

　政略結婚など、そう珍しいことではない。

　特に、アリスの暮らすユグリアル国は、戦果を上げた者が最も尊重される国家ゆえ、戦で勝ってのし上がった軍事貴族も多くいる。

　力を持たない貴族と軍師の結婚は家の存続には必須であり、結婚はそのための道具でしかない。

　貴族の娘というのは、成人すると同時に大抵は家のための結婚をする。

　ただひとり、アリスだけが国王の娘という立場でありながら、成人してからも婚姻の話題が上らなかった。

　しかし、それは決して彼女に価値や魅力がないという話ではない。

　むしろありすぎたのだ。世界を救った英雄を、我が者にしようなどと考える気骨のある男は、人間界には多くなかった。

「失礼致しました、魔王……様」

　嫌々ではあるが、相手は同盟国の最も権威ある王だ。

　事情を理解したアリスは、遅ればせながら敬意を払い、なんとか状況を飲み込んだ。

　魔王城の真っ赤な床の上で、アリスはただ拳を握りしめ頭こうべを垂れている。

　そんな自分の体を、魔王の腕はそっと抱きしめてくれた。

「ひとり娘で、お父上も寂しかったのだろう。言い出せなかったのかもしれない。俺も、アリスのような美しく聡明で素敵な娘がいたら、嫁になど出したくないと願ってしまうだろう」

「魔王、様……？」

　不手際に叱責されることはあっても、こんな風に優しい言葉をかけてもらえるとは思わずアリスは驚いて魔王の目を見つめた。

　魔王は、そんなアリスに臆すること無く視線を重ねる。

「優しいお父上なのだな」

　そう言って笑う魔王の口元からは、やはり少しだけ尖った歯の先が見えた。

　けれど、もうそれを怖いと思う気持ちは、不思議となくなっていた。

「疲れているだろう。詳しい話は明日にしよう。部屋を用意したので今夜は休め」

　そう言って、魔王はメイドを呼びつけた。

　頭に角のあるメイドはアリスににっこりと笑みを浮かべると、この部屋へと案内してくれた。

　壁は桃色と白を合わせた壁紙で囲われており、この部屋にも美しいガラス細工のシャンデリアがかけられている。

　小さなテーブルセットや大きな暖炉も、すべて白を基調にしており、全体的に可愛らしいインテリアだとアリスは思った。

　メイドが用意してくれたのは、いつもアリスが着ている寝間着だった。

　去年から準備をしていた。魔王の言葉は真実で、既に荷物の運び出しも終わっていたということなのだろう。

　気力を失ったように、アリスは着替えを済ませるとそのまま奥の扉を抜け廊下を進み用意されていた広いベッドに潜り込んだ。

　何も考えたくなかった。突然魔界に来たこと、魔王の妻になること、これからの人生のこと。

　少しでも不安が顔を覗かせるだけで、また涙が引きずり出される気がした。

「お父様、どうして仰って下さらなかったの……」

　一度泣いてしまった体は、すっかり泣き虫に変わってしまったらしい。

　石鹸の香りがするシーツの中で、アリスは声を殺して泣いた。

　こうして、最初の夜が終わったのだった。
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「失礼致します。アリス様」

　意識を引き戻したのは、メイドの声だった。

　部屋をノックして入って来たのはアリスと同じくらいの背丈の、少し年上に見える落ち着いた女性だった。

　深々と頭を下げると彼女は、腕を挙げ指をくるりと回して見せた。

　重たいカーテンがゆっくりと自動で開いて行くのを、アリスはぼんやりと眺めている。

「朝食の準備ができております。先に、湯浴みを済ませますか」

　メイドの提案に、アリスは静かに頷いた。

　急にこんなことになってしまったとしても、アリスがユグリアルの娘であることに変わりはない。

　いつかこんな日が、来ることはわかっていた。

　相手が魔王であることは想定外だったが。いくら英雄と謳われたところで、いつか自分も政治的な結婚をする運命であることはわかっている。

（しっかりしないと。私は、アリス・ユグリアル。国王の娘、なのだから）

　背筋を伸ばし、アリスは微笑みを浮かべた。

　新たな戦場へと、向かうために。
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「こ、これは……」

　朝の支度を終えたアリスが案内されたのは、城のダイニングではなく中庭だった。

　美しく手入れされた庭は、薔薇の生け垣に囲まれた迷路のようで、くるくると何度も薔薇の壁を曲がった先には大きく開けた庭園が広がっている。

　薔薇の壁に囲まれた空間の中央には、大きなテーブルセットが用意されていた。

　長机の上には、クッキーやスコーンなどの菓子類が並び、ガラス製のティーカップには、ピンクや紫、青とカラフルな液体が、傍に控える角のある執事たちによって次々に注がれていく。

　焼きたてのパンがどっさり詰まったカートが運ばれて来て、バターの香りとすれ違った瞬間アリスのお腹が限界を迎えたようにぎゅうと鳴った。

「おはよう、アリス。よく眠れたか？」

　長いテーブルの端に陣取っていた魔王は、立ち上がりふふんと不敵に笑っている。

　今朝の魔王は、昨日と違い軽装を纏っていた。濃いブルーの詰め襟が、落ち着いた大人の雰囲気を漂わせている。

　シンプルな作りだが彼が身につけていると妙に様になっており、魔族の貴族服は品があるとアリスは感じた。

「おはようございます。昨夜は、失礼致しました」

「気にしなくていい。ドレス、似合っているな」

　アリスが今身にまとっているのは、パステルブルーの美しい軽装のドレスだった。

　社交場で必要なレースは控えられており動きやすくて軽いドレスには、木々をイメージした白糸の刺繍が散りばめられている。

　丁寧な職人の仕事を感じるドレスは、今朝メイドが持って来てくれた真新しいものだった。

「やはり、俺の見立ては完璧だったようだな」

　斜め前の席の椅子を引いてくれた魔王に、アリスはドレスの裾を摘んで軽く会釈するとそのまま椅子に腰を下ろした。

「このドレスは、魔王様が選んで下さったのですか？」

　目が転がり落ちそうなほど驚くアリスに、魔王は不思議そうな顔をしている。

「当たり前だ。お前が着るものだろう？　そんな楽しいこと、他の連中に譲るわけにはいかない」

　妻になる人に、ドレスを選ぶ。それを当たり前だと、魔王は言う。

　そのことに、アリスはひどく戸惑っていた。

「ありがとう、ございます……」

　動揺を悟られたくなくて、アリスは視線をテーブルの上に向けた。

　目に止まったのは、並べられた色とりどりのカップだった。

「あの、魔王様。これは一体？」

　卵やパンなど朝食らしいものの前に並ぶ、様々なカラーのお茶らしきもの。

　人間界でも、お茶を嗜む習慣はあった。

　しかし、朝からこのように種類豊富なお茶を目にするのは初めてだ。

　何かのお祝いなのだろうか、自分の知らない魔界の習慣は山ほどあるのかもしれないと構えるアリスに、魔王は自分の手元に置かれた水の入ったグラスを口元に近づけた。

「ハーブティーだ。人間界にもあるだろう？」

「あります。けれど、魔界では一度にこんなにたくさんのお茶を用意するのが普通なのですか？」

　驚いているアリスに、魔王はふいと視線を外した。

　何かまずいことでも聞いてしまったかと焦っていると、魔王は自分の頬を掻き始める。

「いや、その……。お前が、何が好きなのかわからなかったから。ひと通りのものを用意してみた」

「え？」

　魔王は、わざとらしく咳払いをしながら気まずそうに視線を逸らした。

「そこの赤いのが、疲れを癒やすもの。こちらの水色のが、魔力を増幅させるもの。緑のは気持ちをリラックスさせてくれるもので、ピンクのは催淫……」

　説明をしていた魔王の顔が、みるみるうちに朱色に染まっていく。

「だ、誰だ！　こんなものを用意したのは！　下げろ！」

　声を荒げる魔王の様子に、メイドたちは怯えるかと思いきや、皆子猫を見るような表情で近づいて来るとポットとカップを片付けていく。

　メイドや執事たちの笑い声なんて、アリスは初めて耳にした。

（なんで皆、こんなに楽しそうなんだろう……）

　このような光景を、アリスは知らない。

　主人が気軽にメイドたちに声をかけるのも、城で働く者たちが皆嬉しそうなのも、伴侶となる女性のことを気にかけてくれることも、どれもアリスの知る人間界の生活とはかけ離れたものであった。

　城とは、働くこととは、もっと苦しく辛い世界だと思っていたのに。

「すまない。まったく、アリスが来て皆浮かれているようだ」

　そう言って咳払いをする魔王に、片眼鏡をかけた短い角を額から生やした初老の執事が小さな皿を運んで来る。

　皿の上には、すみれの砂糖漬けや花の形の砂糖菓子が盛り付けられていた。

「一番浮かれているのは、魔王様なのですよ」

　潜めるようにして声をかけて来た初老の男は、アリスと視線を合わせると片目を軽く閉じウィンクをひとつくれた。

「そう、なんですか？」

　おずおずと声をかけるアリスに、男はうんうんと頷いている。

「長距離の転移魔法は、人の体には大きな影響があります。アリス様のお体に障るやもしれぬと、魔王様は心を砕いておられました。ですので、気持ちを和らげるためにもと、昨夜からご自身でお茶を用意されていたんです」

「魔王……様、が？」

　ただの結婚の道具に目の前の王が心を砕いてくれたことに、アリスはただただ驚くことしかできなくなっていた。

「彼は、ケイビ・ガ・バルストラ。こう見えて、元軍師のやり手だ。今はこうして隠居しているが、今でもこの城の中では俺の次におっかない男だ。何かあったら頼りにするといい」

　にやりと意地悪な笑みを浮かべて紹介した魔王に、ケイビはゆっくりとお辞儀を返す。

「お初にお目にかかります、アリス様。執事長のケイビと申します。ようこそ、魔王城へ。何か困ったことがありましたら、いつでも遠慮なく仰って下さいね」

「ありがとうございます……」

　ケイビはにこりと微笑みを返すと、薔薇の生け垣の中に文字通り溶けるように消えた。

「どうした？」

　呆然と座り込んでいるアリスに、魔王はすぐに声をかけてくれる。

　何と返せばいいのか、まるでわからない。

　アリスは魔王の目を見ることができなくて、視線を自分の拳の上に落とした。

「申し訳ありません。あまりにも人間界とは違うので、混乱してしまって」

　結婚とは、政治の道具である。自分がどう思おうが、関係ない。好きでも嫌いでも、成すべきことを成さねばならない。そう、教えられてきた。

　貴族は、軍人は、妻のために動くことはない。それをするのはメイドや執事の仕事で、贈り物さえ自分では考えない者が多いと聞いている。

　母を大切にしていた父でさえ、誕生日の贈り物はすべて執事長に任せていた。

　母がすみれの花が好きだったことも、きっと彼女が亡くなるまで知らなかっただろう。

　この生き方に疑問を持ったことはないし、当たり前だと思っていた。

　しかし、魔王が。この国で最も偉い人間が、妻になる女性のためにドレスを選び、お茶を用意して、城の中はまるでひとつの家族のようにどこもあたたかく優しい。

　そんな光景は、見たことがなかった。

「アリス」

　魔王は立ち上がるとアリスの椅子の隣に膝をつき、下から覗き込むようにしてこちらを見上げて来た。

　そっと掌を包み込まれたぬくもりに視線を上げると、優しく微笑みかける瞳とぶつかる。

「戸惑うのは当然だ。人間と魔族は違う。世界も違う。だからこそ、俺たちは互いを知らなければならないと考えている」

　ひとつひとつの言葉に、はっきりとした意思を感じる。

　魔王の言葉は、あまりにも毅然としていて、ざらついたアリスの心に染み込んでいく。

「アリス。まずは半年、この城で暮らしてみて欲しい。俺のことを、魔族のことを、そして世界のことを知って欲しい。そして、教えてくれ。お前のことを」

「私のこと？」

　なぜ結婚相手のことを、知りたいなどと思うのだろう。

　アリスがどういう人間なのかなど、結婚にはなんの関係もないはずだ。

　意味がわからないという感情が、そのまま顔に出ているアリスに魔王はニィと口角を上げた。

「好きな人のことは、知りたいと思うのが当然だろう？」

「すっ!?」

　ストレートな言葉に、アリスは耳まで燃え上がるような熱を感じた。

「ははは。アリスは素直でわかりやすいな」

　子どもみたいな顔で笑う魔王に、どうも調子が狂う。

（この人は、こういう風に笑うんだ……）

　長く、魔王を倒すために旅をしていた。

　その時は知らなかった。魔王がこんな顔で笑うことを。目の前の魔王のことを自分は、何も知らないのだと改めて思った。

「アリス、よく聞け。選んでいいんだ。お前が俺と結婚できないと思うなら、それも仕方のないことだ。俺は黙って身を引く」

「身を引くって、結婚しないという選択があるのですか？」

「当然だ。嫌な相手と一緒になっても、お前は笑顔で暮らせないだろう？」

　不思議そうな顔をしている魔王に、アリスは何も言えなくなっていた。

　選択の余地などない。結婚をしなければ、国が滅んでしまうかもしれない。

　そういう気持ちで自分はここにいるはずなのに。

「今のアリスは、俺のことを何も知らない。だから、時間をかけて知って欲しいんだ。お前にとって俺は最高の伴侶になる。その証明を、させて欲しい」

　アリスは戸惑いながらも、彼の言葉にゆっくりと頷いていた。

　どう言えばいいのか、わからなかった。

　ただ、この目の前の魔族のことを、もう少しだけ知りたいと思っている自分が居た。

「ありがとう。じゃあ、朝食にするか。うちのシェフの、パンケーキは最高だぞ？　食べ終わったら、今日は城を案内する」

「ありがとう、ございます」

　アリスの言葉に、自分の椅子に腰を下ろした魔王は人差し指をついとこちらに向けた。

「それから、敬語はなしだ。俺を殺しに来た時は、もっと普通にしゃべっていただろ？」

　物騒な文言とは裏腹に、魔王は柔らかく微笑んでいる。アリスは、静かに頷いた。

「わか、った」

「もっと自然に言え。それから、魔王様もなしだ。カミュでいい」

「善処ぜんしょ、しま、する……」

　ぎこちないアリスに、男はからからと豪快に笑っている。

　運ばれて来たパンケーキは幾重にも重ねられており、顔を隠すほどの高さで盛り付けられている。

　たっぷりの蜂蜜を遠慮なくかけてくれた魔王に、いや、カミュに、アリスの気持ちも流れる蜂蜜のように少しだけ溶けていくような気がした。
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「やはり、俺の見立ては完璧だな。アリスには、白もよく似合う」

　白の綿モリスンのドレスに着替えたアリスの姿を、カミュは当たり前のように褒めてくれた。

　ハイウエストの柔らかな生地は、昼間体を動かすのにもちょうどいい。材質と性能を両立させたものであると、アリスは感じている。襟口にあしらわれたピンクの小花柄が愛らしく表情を明るく見せてくれる気がする。

　このドレスも、彼が選んで用意してくれたものだ。

「魔……カ、ミュも、似合う、ね。それ」

　深い赤のコートを羽織り黒のシャツと合わせたカミュは、いかにも貴族らしく見える。

「お前に褒められると、なんだかくすぐったいな」

　にこにこ笑うカミュに、どういう反応をすればいいかわからずアリスは目を伏せた。

　約束通り、カミュは朝食を終えたアリスに城の敷地を案内してくれた。

「ここは……」

　一番高い塔のてっぺんを、カミュはまず案内してくれた。

　天井まである大きな木製の扉は、触れるより先にゆっくりと開いていく。

　開かれた扉の奥は、真っ暗な闇が広がっていた。

　カミュが一歩前に進み出ると同時に、その両脇を蝋燭の炎が点々と連なり線のように明かりを灯した。

　ぼんやりと光る塔の内部は高い天井と、真っ赤な絨毯以外のものはない。

　広いホールの中で、ぼんやりと光るように浮かび上がるのは大きな二枚の肖像画だった。

　どちらも、カミュと同じ銀の髪の男性だ。

　ひとりは顎髭を蓄えた、お歳を召した魔族の男。もうひとりは、少し若い中年くらいの髪の長い男性の肖像画だ。

「こっちが、初代シュトラウス魔国の魔王。イル・シュトラウス。俺の、祖父だ」

「この方が……」

　肖像画の中の男の目はあまりにも厳しく、この魔界の初代の長を勤め上げた威厳の光をその瞳に讃えている。

「その隣が、俺の父だ。バルジオン・シュトラウス」

　ふたりのためだけに作られたその場所で、アリスは自分がどう振る舞うべきか一瞬思案する。

　やがて、ドレスの裾を摘み床に片膝をつくと、胸元に左手を当て頭を下げた。

「お初にお目にかかります。ユグリアル国、国王グラドニ・リ・ユグリアルが娘。アリス・シシュラ・ユグリアルと申します。人と森との関わりが、ここから未来に向けて継承されていくことを願っております。この地に眠る多くの人の魂と、そして前国王様の祈りが世界の平和と、そしてこの国の発展へ繋がることを祈ります」

　いないはずの相手に、どのような言葉をかけるべきかアリスには正解がわからなかった。

　魔界において、数百年も生きる種族の死後を、遺された者がどう受け止めるのか。その概念や宗教観を学ぶ時間もなかったのだ。

　ただ、自分が国王の娘としてここにいる以上、その誇りを汚すような真似はできなかった。

　例え一度は本気で討ち滅ぼそうとした相手でも、今は違う。

　生者と同じ礼節を尽くすことだけが、今のアリスにできる唯一のことだった。

「ありがとう、アリス」

　カミュは静かにそう呟くと、アリスの隣に同じように膝をついた。

「シュトラウスを預かる三番目の魔王が、ここに明言します。お祖父様、お父様。お久しぶりです。結婚したい相手ができました。彼女の名はアリス。強く、気高く、そして真っ直ぐな心の人間の女性です。この世界に生を受けたこと、彼女と出会わせてくれたことを心より感謝申し上げます」

「カミュ……」

　自分に向けられている言葉ではないとわかっているにも関わらず、アリスは耳まで赤くなってしまう。

　考えたことなどなかった。カミュの、魔王の目に、自分がどんな風に映っているのか。

　それをはっきりと告げられて、胸の内がことことと震えるような気がした。

「アリスが城に来てくれたら、ここへ真っ先に連れて来ようと思っていた」

　カミュは立ち上がると、そっと手を差し伸べてくれる。

　魔王の掌は人のそれよりも少しだけ冷たくて、自分の体温がひどく高すぎることを自覚した。

「カミュは、お祖父様似ね」

　人の世を脅かした魔王たちの肖像を前に、アリスはなぜか穏やかな気持ちになる。

　お父様の肖像画の目は、いかにも魔族らしく厳しくて、少しだけ怖く感じるけれど。お祖父様のその表情には、目の前にいるカミュの気配が確かに感じられたからかもしれない。

「父とは、あまり話をしなかったからな。俺の考え方や生き方は、祖父の影響が大きいかもしれない」

「そう、なんだ」

　カミュは、人と和解の道を選んだ。初代魔王ということは、人との戦を始めた張本人ということになる。

　その人とカミュが、同じ生き方をしているとは到底思えないけれど。

　厳しさの中に光る優しい目の輝きを見ていると、それ以上何も言えなくなっていた。

「さあ、いよいよ本番だぞ。アリス」

「え……？」

　立ち上がったアリスに、カミュはニヤっと笑みを浮かべた。

　何か企んでいる、そう直感したアリスの前で、カミュは再び転移を唱えた。

　足元が柔らかくなって、視界が揺れる。

　何度か経験しているとはいえ、この感覚はあまりに慣れない。

「あ……」

　ふらついた上体を、カミュの腕がそっと支えてくれる。

「目を閉じて、俺から離れるな」

　尊大な言い方に、それでもアリスは言われた通りに目を閉じた。

　彼が自分にとって討つべき相手だった時は、きっとこう言われただけで死を覚悟した。

　けれど、今目の前にいるカミュのことは信じられる。そんな気がした。

「……うん」

　あたたかな胸元に顔を寄せると、音が消えた。こうしていると、浮遊感も悪くないと思えた。

「開けていいぞ」

　足元にしっかりとした感触を取り戻し、アリスはそっと目を開いた。

　そこには。

「わ、あ……！」

　先ほどとは違う、狭い部屋にアリスは立っていた。

　天井は、少しジャンプすればぶつかってしまいそうなほど低く丸いアーチを描いている。石造りのむき出しの壁に囲まれた部屋の中には、木箱や本が乱雑に積み上げられており、古びたソファやランプなど細々とした調度品が所狭しと並んでいた。

　カミュはぎしぎし鳴る木の床板を踏み鳴らして壁際に歩み寄ると、がたがた言わせながら古い窓枠を開く。

　真っ青な空の光が差し込んで、部屋の中を明るく照らしてくれる。

　そこは、どうやら屋根裏のようだ。

　城の上に、こんな隠れたスペースがあるなんて知らなかった。

　窓の外に見える景色の高さから、そこが一番高い塔の上に位置していることが理解できた。

「俺のお気に入りの、秘密基地だ」

　秘密基地。そう表現されて、アリスは納得した。

　この狭い空間には、なんだかドキドキわくわくするような不思議な力がある気がする。

「見ても、いい？」

「もちろん」

　アリスは、早速箱の中を覗き込んでみる。

　美しい紫色の羽ペン、細やかな金の細工が施された望遠鏡、挿絵のたくさん入った分厚い皮の表紙の絵本に、ブリキ製のクッキー缶。

　美しい鳥の絵が描かれたクッキー缶の中には、宝石みたいにぴかぴかのカラフルな丸い石が詰まっている。

「それは、魔界の河原で取れる石だ」

「綺麗……、カミュが集めたの？」

「ああ、子どもの頃の宝物だ」

　アリスは、城を出るまで川に行ったこともなかった。

　幼い姿のカミュが綺麗なものを見つけては集める様子を想像すると、なんだか微笑ましい気持ちになる。

「魔王も、子どもだった時があったのね」

　英雄の皮肉に、カミュはふんと鼻を鳴らしている。

　カミュは、部屋の中のものをひとつずつ丁寧に説明してくれた。

　精霊の水差し、雲のキャンディ缶、妖精の捕まえ方の教科書、雨の雫で書ける万年筆。

　どれも人間界にはないものばかりで、アリスも夢中になって話を聞いてしまう。

　つい先日まで我が敵だった男の声は、とても聞きやすく教え上手だとアリスは思った。

「ここにいるだけで、一日があっという間に終わっちゃいそうね」

　アリスは妖精事典と書かれた分厚い本を手に、玉座のように大きなふかふかの赤い椅子に腰を下ろす。

　カミュは、彼女の後ろに回るとそっと窓枠に手をかけた。

「ああ。だから……母が亡くなった時に、よく来た」

「え……？」

　振り返るとカミュは、こちらに背を向けている。

　遠くを見つめるその背中は、やはり寂しげで。

　そういえば、魔王の母親の話は聞いたことがなかったことを思い出していた。

「母は、強い人だった。父は人間界を滅ぼすため、城を空けることが多かった。俺の思い出の中にあるのは、母と晩年の祖父とこの城で過ごした記憶がほとんどだ」

「……お母様は、いつ？」

「俺が、十の時だ」

　それが、人間の時間で何十年前の話になるのかは、わからない。

　ただ、幼かったカミュが大好きな人を喪うには、あまりにも若すぎたことだけは伝わって来た。

「……お母様の肖像画はないの？」

「ああ。代々、この城には男の肖像画しかない。祖母は離縁して城を出たと聞いている。それもあって、あそこにあるのは父と祖父の肖像画だけだ」

　その寂しげな声に、アリスは胸がちくりと痛むのを感じた。

　魔族に対して魔王に対してこんな気持ちになるなんて、おかしいことなのかもしれない。

　それでも、目の前で傷ついた顔をしている人の力になりたいと思った。

「お母様のお顔がわかるものは、残っていないの？　写真とか」

「ああ、人間界には景色を転写する道具があるんだな。魔界にはないが、同じようなものなら作れる。記憶を紙に焼くことができるが……それが？」

「お母様の肖像画を作らない？」

「母の……？」

　驚くカミュに、アリスは人差し指を立てて笑った。

「だって、お母様の肖像画をかけちゃ駄目なんて法律はないんでしょ？　なら、作っちゃえばいいじゃない。っていうか、カミュは魔王なんでしょ？　駄目だって言う人はいないわよ」

　アリスの言葉に、カミュは目を大きく見開いている。

「家族が一緒の方が、お母様も喜ぶと思うけど。カミュ？　どうしたの？」

　あまりにも無言のカミュに、アリスはその顔を覗き込もうと首をかしげた。

「……くっ、は、ははは！」

　やがて、弾かれたように笑い始めたカミュに、アリスは慌てる。

「えっ、何？　どうしたの？　私、何か変なこと言った？」

「いや……なんでもない。ただ、そうだな。考えたこともなかった」

　くすくす笑うカミュはアリスの前にやって来ると膝をつき、その手を取った。

「ありがとう、アリス。自分が魔王で良かったと思ったのは今日が初めてだ」

「あ……」

　そう言ってカミュは、そっとその手の甲に唇を落とす。

　形式的な挨拶。そうわかっていても、なんだか落ち着かない。

　ただ、ほっとしたような泣きそうな顔で笑いかけてくれるカミュを見ていると、悪い気持ちにはならなかった。

「ほ、ほら！　今日は城を全部案内してもらうんだから。次に行きましょう！」

　どう言葉をかければいいかわからず、ごまかすようにアリスは立ち上がった。

「はいはい、お姫様」

　冗談めかして笑うカミュは、もういつもの意地悪そうな顔に戻っている。

　それでも、何かがさっきまでとは違うような気がして、アリスはカミュの唇を受けた手の甲をそっと自分の掌で握りしめた。
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　広大な敷地は、歩き回るだけで二日はかかりそうな広さだったが、カミュが時折魔法を使って転移させてくれたおかげで、一日で見て回ることができた。

　パーティーホール、食堂、代々受け継がれた秘宝を保存する地下室に、歴代魔王の肖像。

　中でも、天井までぎっしり詰まった書庫は、アリスの心を踊らせた。

　もちろん、案内は城の中だけではない。広い薔薇園、魔界中の花が集められた温室、ハーブや野菜のために用意された農園、クリケットなどを楽しむことができる運動場に、乗馬を楽しむための専用の丘、その向こうには湖も見える。

　外周だけでも遭難しそうな広さにくらくらしていると、さっと指を鳴らしてふかふかのクッションとカウチを用意してくれた。

「魔法って、便利ね……」

　無から有を生む。それは、あまりにも恐ろしい禁術として人間には伝えられて来た。

　実際、戦では魔族の操る魔法の前に多くの人々が倒れて来た。それは、人を傷つける恐ろしい術式という側面を持つ。

　しかしこうして美しい湖眺めながらゆったりと休憩していると、その力に魅力のようなものを感じてしまう。

　武器や道具と同じだ。使う者の意思で、それはまったく違う顔を見せる。

「ああ、だが。俺は人間界の機械技術も素晴らしいと思うぞ」

　隣に座ったカミュに、アリスは腰をずらして少しだけ距離を取る。

　彼が近すぎると、どうにも落ち着かない。

　なぜこんな風に、体温が上がるのだろうか。やはり、未だに魔王の隣にいるということに慣れていないせいだろうか。

　早く慣れなくては、とアリスは焦る。

　そうでなければ、知りたいことが見えなくなると思った。自分が今しなければならないことは、この人の妻になり人間界で起きている争いを終わらせること。そのために、彼が納得する答えを得なければならない。

　選べと言ったその真意を、確かめなくてはならないのだ。

　これは、アリスにとっての政治であり、戦いだった。

「魔力を持たぬ人間が、魔族と渡り歩いて来たのはあの素晴らしい技術発展があったからだ。でかい車、金属パイプが絡み合う巨大な工場、最近では鉄を空に飛ばす実験も行ってるんだろう？　完成が楽しみだ」

　嬉しそうに語り始めるカミュに、アリスはまたひとつ不意を突いたように驚かされる。

「カミュって、人間界のことに詳しいのね？」

　人間は非力だ。その分、機械技術や化学を発展させてきた。

　魔界では、未だに移動手段は馬や馬車、船などが主流だ。

　あんな便利な転移魔法というものがあるのだから、人間界のような発展は必要なかったのかもしれない。

「人間は好きだ。儚い命のきらめきと、爆発力を持っている。ただ寿命が長いだけの種族よりも、強いと思うことがある」

　熱のある言葉の中に、静かな静寂が混じっている。

　人の言葉で表現するならば、それは寂しさという響きに似ている気がしたが、魔王の中にそういう感情があるのかアリスはわからない。

　湖を見つめる魔王の目は、一体どこを見ているのだろう。

　どんな風にこの世界を見ているのだろうかと、ふと思った。

「いつか町を案内しよう。魔族はまだ慣れないかもしれないが、きっと、人間のアリスにとっては面白いものがたくさんあると思うぞ」

「……ありがとう。楽しみに、してるね」

　その言葉に、魔王は一瞬驚いたような顔をした。

「楽しみに、してくれるのか？」

　自分で誘った癖に、意外な顔をしているのがおかしくて、アリスは無意識に笑みを返す。

「知らないと。何もわからないから」

　魔王は、選べと言ってくれた。ならば、きちんと自分の目で判断したい。

　この世界のこと、カミュのことを、もう少しだけ知りたいとアリスは思った。

「城の中は、どこでも自由に出入りして構わない。ただし、あの二番目に高い塔のてっぺんは出入り禁止だ」

　魔王が示したのは、城の上に建つ三つの塔のうちのひとつだった。

　灰色の塔はいかにも魔王の城という威圧的な雰囲気で、最初に目にした時はひどく禍々しく目に映ったことを今でも覚えている。

「二番目の塔には、何があるの？」

　問いかけられた疑問に、カミュは眉を寄せた。

　難しい顔に何かまずいことを聞いてしまったのかと不安に思っていると、カミュはすぐに笑顔を浮かべてくれた。

「……あそこには、古い魔術を施された書物や呪物が封じられている。人間には悪影響があるものも多いので、あまり近寄らない方がいい。アリスに何かあったら、大変だからな」

　カミュの指先が、そっと頬に触れた。

「……っ!?」

　突然の接触に体を強張らせたアリスに、カミュは指の裏を沿わせるようにそっと触れてくる。

　思わずぎゅっと閉じた目を恐る恐る開くと、優しく微笑みかけるカミュと視線がぶつかった。

「今は、信じてくれなくてもいい。ただ、これだけは覚えておけ。俺は、お前のことは絶対に傷つけない」

　カミュの言葉に、アリスはもう一度目を閉じた。

「……うん」

　そう答えたアリスの頬を、カミュは掌で包む。

　ゆっくりと近づいて来た吐息が、頬に触れちゅうと小さく音をたてた。

　頬にキスを落とされたことに驚き目を開けると、困ったような顔で笑うカミュと目が合った。

「忠告だ。こういう時に、男の前で目を閉じるのはやめておけ。俺が悪い奴だったら、今頃食べられてるぞ」

「頭からばりばりって？」

「そこまで下品じゃない。ナイフとフォークを用意させる」

「ええ……」

「真面目に受け取るな。魔王ジョークだ」

　嫌そうな顔で言うカミュに、アリスは思わず吹き出していた。

「ふふっ。恐ろしいのね、魔王ジョークって」

　ナイフとフォークで上品に食べられるところを想像すると、恐ろしさよりもなんだか滑稽さの方が勝ってしまった。

　魔王のことを想像して、こんなに穏やかな気持ちになる時が来るなんて思ってもみなかった。

「三番目の塔は、俺の寝室がある。そこは、いつでも入って来てかまわない。アリスなら、いつでも大歓迎だ」

「それも、魔王ジョークなの？」

　くすくす笑うアリスの肩を、魔王はそっと抱き寄せる。

「さあ、どうだろうな？」

　突然の接触に驚いているアリスの額に、もうひとつ唇が落とされた。

「……ようこそ、アリス。我が城へ」

　抱きしめられた背中が熱く、魔界の風が頬を冷やしてくれる。

　胸元で直接聞く魔王の心臓は、時計の針と同じ数の心音を耳に運んでくれた。
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　夕食は、鴨肉をメインにした野菜たっぷりの贅沢なコースだった。

　甘い人参やマッシュされたポテトはすべてこの城の農園で採れたものを使っており、どれも新鮮で味が濃くて今まで食べた野菜の中で一番美味しいと感じた。

　鴨肉のローストは柔らかく臭みがまったくなくて、これも魔法を使っているのかと尋ねるとカミュはくすくす笑って、料理人の腕がいいと教えてくれた。

（美味しい料理、豊かな資源、優しい魔族の人たち……これも全部、人間との戦いで奪って来たもので築き上げた贅沢なのかな）

　そんな風に考えると、少しだけアリスの胸の中には暗い影が落ちる。

　人と魔族の戦いの歴史は、数百年前から続いていた。

　背中に紋章を持つ者、魔王を封じる力を持つアリスが誕生したことで、事態は急変したらしい。

　生まれた時から英雄として扱われて来たアリスにとって、戦は日常であり魔王は倒すべき存在だった。

　いつか魔王を倒し、人間界に平和をもたらす。ずっとそう心に決めていた。二年前、彼に直接会うまでは。

「アリス様。大丈夫ですか？」

「え？　あ……」

　すぐ後ろから声をかけられ、アリスはようやく今自分がメイドに髪をとかしてもらっていることを思い出した。

「申し訳ありません。どこか、痛みますか？」

　自分と同じ歳くらいのメイドは、心配そうに声をかけてくれる。

「いいえ。とても気持ちがいいわ。ありがとう」

　アリスの声に、メイドはほっと息を吐いて再び髪をとかす作業へ戻って行く。

「素敵な色ですね。アリス様の髪は」

「そうかしら？」

「ええ。真っ赤に燃える夕焼けのようです。美しく、荘厳で、特別な力を秘めた素敵な髪だと思います」

　優しく髪をすくメイドの言葉に、アリスはなんだか胸にじんわりとあたたかいものが込み上がって来る。

「ありが、とう」

　涙ぐみそうになった声に、メイドの手が止まった。

「アリス様!?」

「ごめんなさい……髪のことを、そんな風に言ってもらうことがなかったの。だから、嬉しくて」

　アリスの赤毛は、人間界では奇跡の色と謳われた。

　魔王を封じる聖なる力のおかげで、その髪は力を宿し真っ赤に染まっていると、父が教えてくれたことがある。

　それは、希望の色であり、そして同時に畏怖の対象でもあった。

　幼い頃から、大人たちはこの赤毛をもてはやしたが、茶か黒、金が多い人間の中でアリスの毛色は特殊で目立った。

　その色を、呪いだと口にする者も少なくはなかったことを知っている。

　ずっと背負って来た重い荷物を、ただ美しいと褒めてくれる魔族の少女にアリスは救われたような気持ちになっていた。

「魔族の毛色は、力の象徴なんです。魔力が強ければ強いほど、髪の色は明るく透明感があって美しい輝きを増していきます」

　そういえば、魔王の髪は輝くような銀白色だった。

「アリス様のように、美しい真紅の髪色を私は見たことがありません。アリス様の情熱的で明るい力はまるで太陽のようだと思います。私は、大好きです！」

　少女の明るい声に、嘘はないと思えた。

　人間の城で暮らしているうちに、大人の嘘には敏感になった。

　魔族も人間も、嘘を言っているのかどうかくらいはわかるつもりだ。

　彼女の声は、とても真っ直ぐだと思えた。

「あなた、名前は？」

「は、はい！　マル・ラ・ハルストリアスと申します」

「マル……。私はアリス。アリス・ユグリアル。これから、お世話になるわ。よろしくね、マル」

「はい！」

　にっこりと微笑みかけるマルに、アリスの胸がまたひとつちくりと痛む。

　人間界ではこんな風に、嬉しそうに働く者はいなかった。

　一体、何が違うのだろう。アリスは少しだけ魔界という世界について、またひとつ知りたいと思う心が強くなっていた。

















Level 2　アリスは贈り物を手に入れた
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「やりすぎでしょう……」

　談話室の暖炉の前には、聖誕祭せいたんさいの時のように大量のプレゼントの箱が積み上がっている。

　子どもならば飛びついて、中を当てながら開封していくところだが、今は星読歴の十二の月ではないし、魔界には神の生誕を祝う風習もないだろう。

　だとすれば、このやりすぎの箱の山は一体。

「おはよう、アリス。よく眠れたか？」

「ひっ」

　突然背後から声をかけて来たカミュに、アリスは耳を押さえてすぐに半歩飛び退いた。

「さすが英雄殿。反応速度がいいな」

　身のこなしに関心しているカミュの両手には、ピンクの箱が四つも積み上げられていた。

「何？　こっちでは、今が聖誕祭の季節なの？」

「魔王が神の誕生を祝うわけないだろ。ここでは俺が、神様だ」

　それはそうだと、アリスは呆れた顔でカミュの箱をふたつ取り上げた。

「これ、どこに置くの？　床に置いても大丈夫なもの？」

　当たり前のように手伝うアリスに、カミュはにこりと微笑みを浮かべている。

「アリス、こっちだ」

「どこ……えっ？」

　呼び寄せた方へふらふら近づくアリスの頬に、カミュは手を使わずキスを落とす。

「ちょっと！　なななな何！」

　いくら頬とは言え、だまし討ちのように唇をつけられると変に動揺してしまう。

「挨拶だ。おはよう、アリス」

「おは、よう……ございます……、ぐぅ」

　なんだか出し抜かれたような気持ちになって唇を尖らせるアリスに、カミュは至極真面目な顔で見下ろして来る。

「なんだ？　口にして欲しかったか？」

「ち、違うわよ！　もう、ここに置くわよ！」

　乱暴な口調になりながらも、丁寧に箱を置くアリスの仕草にカミュはくすくす笑っている。

「で、どうしたのこれ」

「全部、アリスのだ」

「はい？」

　意味がわからないアリスの横を、マルをはじめとしたメイドたちが次々に通り過ぎていく。

　その手には大小様々な形の箱が積まれており、床の上には巨大な建造物のように新しい箱の山が出来上がった。

「マル、これはどういうことなの？」

「魔王様のプレゼントでございます！」

　嬉しそうなマルの言葉に、アリスは改めてカミュに視線を移す。

　やけに自信ありげな顔で腕を組むカミュは、メイドたちに箱を開けるよう指示した。

　箱から現れたのは、美しいパープルのドレスや空色の帽子、香水、手袋、花や菓子、本などジャンルに縛られない様々なアイテムだった。

　まったく意味がわからないアリスは、マルにそろそろと近づくと小さく耳打ちをした。

「ドレスなら、もう山ほどもらったわよ？」

　アリスに与えられた専用のクローゼットルームには、新しいドレスやアクセサリーがどっさりと詰め込まれていた。

　どれも好きに着ていいと言われ、遠慮なくそうさせてもらってはいるが。

　追加が必要な量ではないことは、アリスが一番よくわかっている。

「魔王様はアリス様が来て下さって、とても喜んでおられるんです」

　つまり、これは歓迎のプレゼントということだろうか。

「やりすぎよ……」

　ここにあるだけで、部屋ひとつを占領する贈り物の山に、カミュの心がまったく読めなくて眉間に皺を寄せてしまう。

（魔界ってこんなに贅沢ができる場所なの？　魔王だから特別？　もしかして、これも人間から奪ったもの？）

　アリスは、手元のネックレスの箱をひとつ取り上げる。

　大きなサファイアがついたネックレスは、手に触れる部分すべてにぎっしりとダイヤモンドが散りばめられている。

　ひとつひとつが細かく正確にカットされており、手練の職人芸が垣間見えた。

　これほどの業を持つ職人は、人間界にもそう多くはないだろう。

　もしかすると、人の力では不可能かもしれない。

（魔界はこんなにも豊かなのに、どうして人間とあれほど長く戦をしなければならなかったの……？）

　ここに来て数日、時々自分の感情と現実が食い違う瞬間がある。

　その違和感の正体を、未だ掴めない自分が歯がゆかった。

「アリス？」

　青ざめた顔をしている英雄の変化に、真っ先に気づいたのはカミュだった。

「大丈夫か？」

「……ええ、平気よ」

　強がるアリスの横顔を、カミュはじっと見下ろしている。

「失礼」

「え……、きゃあっ!?」

　声をかけたカミュは、その場にしゃがみ込むとアリスの膝の裏に腕を差し入れ、その体を横抱きにして軽々と持ち上げた。

「ちょ、ちょっと！　カミュ！　下ろして！」

「アリスを休ませる。部屋を」

　カミュの言葉に、メイドたちは一礼すると素早く部屋をあとにした。

「平気よ！　こんな、大げさなことしなくても」

　たくさんの人を動かしてまで、用心するほどの大事ではないのだ。

　そう主張するアリスに、カミュは静かに視線を落としてくる。

　真っ直ぐに見つめるその瞳は、真剣な色を浮かべていた。

「俺が、心配なんだ。大人しくしてくれ。頼む」

「……っ」

　懇願するような切実な響きに、アリスはそれ以上何も言えなくなっていた。

「……わかった」

「ありがとう」

　カミュはアリスの額に唇を落とすと、ゆっくりと歩き始めた。

（運ばれてるのは私なのに、お礼を言うなんて……変な魔王）

　ゆっくりとした足取りでカミュは、談話室をあとにした。

　転移を使えば、一瞬で部屋に着くはずなのに。今のカミュがそうしないのは、恐らくアリスの体に配慮してのことなのだろう。

（……力、強いんだ）

　ドレスや靴を含めて、決して軽いとは言えないアリスの体をカミュは悠々と抱き上げ運んでくれている。

　そのゆったりとした安定感に、アリスは目を閉じた。

　魔王の腕の中は、存外心地の良いものであるとアリスは感じ始めていた。
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　土と埃にまみれた、旅だった。

　魔王を封じる力を持った唯一の英雄として、長き戦いを終わらせるためアリスは魔界を目指した。

　様々なことがあった。出会いも、別れも。

　それでも、城を出て初めて見る世界は、アリスの目には美しく輝いて見えた。

　ずっと城で暮らして来た。普通の貴族の娘であれば、少女の時代を終えればあとは政治の道具になるだけ。そういう人生の中で、自分に与えられたひと時の自由に心が踊らないはずがなかった。

　しかしそれも、魔族が人間に襲いかかり、村から金品だけではなく命をも奪う光景を目にした時までの感情だ。

　貧しい村を襲う金色の瞳の魔族を前に、アリスは初めて生き物の命を奪った。

　人間には、感謝された。

　けれど、気持ちは晴れなかった。

　命を救うために、別の命を奪う。

　命の選択を、しなければならない。

　アリスにとって初めての旅は、少女が子ども時代を捨て去る過酷な選択の連続だった。

　初めて魔族を手に掛けた夜、アリスは宿屋で涙が枯れるまで泣いた。

　それでも、民のため、国のため、父のために。自分にしかできないことを成すために、アリスは歩み続けた。

　魔王城のあの玉座の前で初めて魔王と対峙した時、アリスは歯を食いしばった。

　例え刺し違えてでも、この世界を平和に導く。

　そうでなければ、自分がやって来たことが否定される。

　そんな気持ちで玉座の前に立った、はずだった。

「なぜ、そんな悲しそうな顔をしている？」

　肘をつき足を組んだ魔王は、アリスを前に動じる様子もなかった。

　アリスが、自分を封じられると思っていないのか。それとも、自分の力の方が強いと思っているのか。

　そのあまりの落ち着きぶりに、肩が震えるほどの怒りがこみ上げた。

「悲しそうな顔なんて、していない！」

　強がりだった。ここで、ここまで来てくじけるわけにはいかない。

　己を奮い立たせるように叫んだアリスに、魔王は立ち上がった。

「……っ！」

　それは、刹那の出来事だった。

　数メートルは先に立っていたはずの魔王が、瞬きひとつの間にアリスの眼前に迫っていた。

　突然の出現にアリスは、半歩後ろに飛び退いた。

　国宝である紅の宝珠をはめ込んだ杖を掲げたアリスに魔王は、一歩また一歩と近づいてくる。

　やがて魔王は、アリスの目の前に膝をついた。

　そして。

「ここだ」

「え……？」

　魔王は、自らの胸元をトンと一度親指で突いた。

「ここにお前の力を当てろ。そうすれば、俺の力はすべてその玉に封じられる」

　魔王は、すべてを理解していた。

　アリスが彼を封じる力を持つこと、魔族の魂がアリスの持ち込んだ宝玉の中に封じられること、この力は魔力の根源である魔族の心臓を貫くことで発動することを。

　しかし、わからない。なぜ魔王が自ら、弱点を示したのか。これも何かの罠なのだろうか。

　戸惑うアリスに、魔王はふっと口角を上げた。

　それは、ひどく頼りない、困ったような笑顔だった。
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「……っ！」

　目を覚ますと、額も背中も汗でびっしょりと濡れているのがわかった。

　からからに乾いた喉が、古い機械みたいな音をたてて軋む。

　とても嫌な夢をみたような気がするが、もう欠片もアリスの記憶には残っていない。

　ただ、ひどく悲しくて辛かった感覚だけが体を支配しており、まだ自分が夢の中にいるような気がして苦しい。

「気がついたか」

　薄暗い部屋の中から、声が聞こえた。

　背を震わせると同時に、ぽうと壁際の蝋燭に明かりが灯る。

　ベッドサイドのひとり掛け用の真っ赤な椅子には、カミュが座っていた。

「喉が乾いているだろう。水を飲め。ワインの方がいいか？」

「……お水を、下さい」

　アリスの言葉に、カミュはパチンと指を鳴らした。

　布団の上にグラスが浮かび、底から水が湧き上がってすぐにその中身を満たしてくれた。

　礼を言って受け取ったアリスは、それを躊躇いなく口に運ぶ。

　冷たい水が喉を下りて、アリスがほっと息を吐き出すのと同時にグラスは煙のように闇の中へ消えていった。

「私、どれくらい眠っていたの？」

「さあな。少しだ」

　カミュはそう言うけれど、カーテンの隙間から差し込む光は青白く、外の世界が夜であることはすぐにわかった。

「ずっと、ついていてくれたの？」

　日が暮れるまで眠ってしまったアリスの隣で、彼はずっとついてくれていたらしい。

　心配そうに告げるアリスに、カミュはそっと手を伸ばす。

　頬に触れた掌は、少しだけひんやりとしていた。

「人間の時間は、俺たちに比べると随分短い。俺からすれば、一瞬だ」

　優しいぬくもりが、頬をじんわりとあたためてくれる。

「短い時を。好きな人と共に過ごしたい。疑問の余地は、ないだろう？」

　そう言って優しく微笑みかけてくれるカミュに、肩の力が抜けていくような気がした。

　好きな人。こんな風に自分のことを表現されると、どんな顔をすればいいかわからなくなる。

　これも、何かの作戦なのだろうか。

　それとも本当に、アリスのことを好きだと思っているのだろうか。

（……身に覚えがなさすぎる）

　彼のことを封じたいと思ったことはあれど、好かれたいと思って振る舞ったことは一度もない。

　自分には、好かれる理由がないのだ。

　だから勘ぐってしまう。何か、裏があるのではないかと。

（例えば、同盟を結び和平関係にある人間界を再び支配しようとしている……とか）

　疑い始めれば、きりがない。

　それでも、魔王の行動の真意を確かめるまで、アリスもうかつなことはできないと警戒している。

「どうして、あんなにたくさん贈り物をするの？」

　あんなに理由もなく豪華なプレゼントを贈るなんて、魔王というのはよほど贅沢が好きなのだろうか。

　しかし、彼の服装や振る舞いを見るに、華美に着飾る趣味はなさそうだ。

　機能性を重視した地味な貴族服を好むタイプであることは、数日共に過ごしただけでわかった。

　だから、余計に気になったのだ。どうしてこんな風に、プレゼントを渡してくるのか。

「ここに来る時、しばらくは困らぬようにとある程度のものを揃えた。それが、一度目の贈り物だ」

「ええ。それはわかるわ。でも、あれで十分よ。一体、なぜ……」

「アリスのことは、ほとんど何も知らなかった。どんな食べ物が好きなのか、どんなドレスが好きなのか、何色が好きなのか、何が嬉しいのか」

　言われてみれば、部屋には白や赤黒、青に緑と、様々な色のドレスがひと通り揃えられていた。

　しかし、今日彼が贈ってくれたドレスや宝石は、水色や薄紫といった寒色で統一されている。

　それらは、確かにアリスの好きな色だった。

「どうして……」

「なぜ、知っているか？　愚問だな。アリスは昨日、青いお茶ばかりを選んでいた。蜂蜜や白砂糖もある中で、すみれの砂糖漬けを選んでお茶に入れていた。お茶が緑色に変わると、少し嫌な顔をした」

　つまり、共に過ごした短い時の中で知り得た情報を元に、アリスの好みのものを改めて用意してくれたということだろうか。

　そんなことをしてもらえるとは思わず、アリスはただ混乱している。

「い、色が変わるハーブティーなんて、初めて見たのよ」

「ははは。そうだな。次は、味が変わるハーブティーを用意させよう。きっと、もっと驚く顔が見られるな」

「驚く顔が、見たくてやったの？」

　どうしてそんなものが見たいのか、わからない。

　魔王ならば、この国で最も強い男ならば、手に入れられないものなどないはずなのに。

　そんな些細な変化を見るために、彼が動いた理由がまるでわからない。

「アリスに喜んで欲しい。ただ、それだけだ」

　冗談めかして笑うカミュに、アリスはベッドの背に自分の背中を預けた。

　やっぱり、行動の意味がわからない。それでも、カミュがこうして楽しそうな顔をしている姿を見るのは、嫌ではなかった。

　美しいすみれ色のドレスを思い浮かべたアリスは、ほっと息を吐いた。

「……母が、好きな色だったの」

　母は、アリスが五歳の時に病気で亡くなった。

　元々体が弱かった母は、社交界に顔を出すこともなく花ばかり愛でていた。

　母が笑いかけてくれると自分も嬉しくて、すみれの花を持って毎日見舞いに行った。冬は、大嫌いだった。母の好きな花が、ひとつも咲かないから。

「こういう時、魔法は無力だと感じる」

　カミュはアリスの手を握り、優しく声をかけた。

　その目が、あの頃の母の色と重なって見えて、混乱する。

「大切な人が、本当に欲しがっているものひとつすら与えられない。魔法はすごいとアリスは言うが、俺はアリスもすごいと思っている。大切なものを守るために、よく戦ったな」

　英雄だと讃えられ、すごいと何度も声をかけられた。

　それなのに、今日この瞬間に、魔王から言われた言葉が一番胸に響いてくる。

　かつて敵だった男の言葉に、アリスはひと筋の涙を零していた。

「ありが、とう……」

　ずっと誰かに、そんな風に言って欲しかった。

　その言葉を、魔王に言われる日が来るなんて思ってもみなかった。

「私、貴方のこと……嫌いじゃないかもって思い始めたわ」

「嬉しい進歩だ。その調子で、どんどん俺に惚れてくれていいぞ？」

　カミュの言葉に、アリスはくすくす笑っている。

　これも、魔王ジョークのひとつなのだろうか。

　嘘なのかもしれない。人間界を手に入れるために利用されているのかもしれない。

　そういう疑念は、まだある。

　ただこの瞬間、優しさを向けてくれるカミュのことを、アリスは悪い男だとは思えなくなっていた。

（私はまだ何も知らないんだ。この世界のこと、魔王のこと、カミュのこと……けど）

　彼が優しい人かもしれないということは、わかった。

　アリスにとっては、それだけでもう十分だった。

（……お父様。私は、私の役目を果たします）

　相手のことを知らないままでは、何も選択できない。

　カミュはそう言ってくれた。

　しかし、自分がこの国で成さねばならないことがあることを、アリスは理解している。

　アリスがまごまごとここで過ごす間にも、父は国でひとり、終わらない民たちの戦いを見つめ続けている。

　自分がここに送られた意味を、アリスは十分すぎるほど理解していた。

　魔王を討つと決めた夜と同じ顔で、少女はじっと自分の手の甲を見つめていた。
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　大きな満月が頭のてっぺんに上った頃、アリスは息を潜めて部屋を抜け出した。

　人の気配は、まったくない。

　魔族は、夜を好むと聞く。もしかすると、メイドや執事たちは全員町へと遊びに出かけたのかもしれない。

　そろそろと足音を殺しながら、柔らかな絨毯の上を進んでいく。

　長い長い廊下を抜け、アリスは塔を上った。

　一番目の塔は肖像画の間、二番目は禁じられた塔、そして三番目の塔の上に魔王の寝室があることをアリスは既に知っていた。

　石段を一歩一歩踏みしめる度に、かつんと高い音が響く。

　静寂を裂くその音に、心臓が早鐘を打つのがわかった。

「ここ、が……」

　石段を登りきった先には、大きな鉄の扉が現れた。

　人の力では、開くことができない代物だろう。

　どこかにスイッチがないかと探すアリスの目の前で、扉はすうと音もなく開かれていく。

　それが、入っていいという合図だということを、アリスはすぐに理解した。

「失礼します」

　暗闇の中で一礼し、アリスは部屋の中に足を踏み入れた。

　来た時と同じように背後で扉が音もなく閉まり、まるで最初から存在しなかったかのように鉄の大きな塊は壁の中に消えてしまう。

　真っ暗な石造りの部屋の中央には、真っ黒なシーツに包まれたベッドだけがぽつりと置かれていた。

「怖い夢でも、見たのか」

　暗がりの中で、カミュが体を起こしているのが見えて来る。

　ナイトガウンを身にまとう魔王は、夜を支配するように落ち着いた様子でこちらに視線を向けていた。

　アリスは首をふるふると横に振ると、その場に跪く。

「魔王様。今宵、ユグリアル国、国王グラドニ・リ・ユグリアルが娘。アリス・シシュラ・ユグリアル。貴方様の魂にこの身を捧げ、ここに人と魔族を結ぶ和平の誓いの礎とならんことを宣言いたします」

　胸に手を当てなんとか言い切ったアリスは、目をぎゅっと強く閉じ言葉が震えぬよう細心の注意を払った。

「なるほど、それが人間の流儀というわけか」

「あ……」

　床についていた膝が浮き上がり、瞬く間にカミュの膝の上に移動する。

　柔らかなシーツの上で、横抱きにされたアリスの目の前には魔王の顔があった。

「名前を呼べ」

　見下ろすカミュの瞳は、今まで見たことがないほど冷たく鈍く光っている。

　魔王、そう呼ぶに相応しい圧倒的な空気を纏うカミュの前で、アリスは必死に視線を合わせ続けた。

「カ、ミュ」

「アリス」

「ン……ッ！」

　彼が自分の名を呼ぶのと、唇が重ねられるのはほとんど同時だった。

（な、に……）
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　重ねられた唇が、強引に歯列を割り舌先が忍び込んで来る。

　初めての口づけは、あまりに強引で熱くて、頭がくらくらと揺れていくのがわかった。

「ん、んん……、ッ……！」

　何もかもが初めてで、息の仕方さえわからなくなる。

「鼻で息をしろ」

「は、ふ、……ン、……ッ！」

　少しだけ隙間を空けて囁くカミュの吐息が、すぐにアリスの呼吸を奪う。

　戦いや挨拶ではない。ただ、他人に普段触れさせない場所をかき回されることは、こんなにも苦しくて熱いことだったなんて、知らなかった。

　ぼんやりと頭の芯がぼやけていく中で、熱に混じって別の波が体の内側に生まれていくのを感じる。

　戸惑って息苦しいのに、もっと知りたくてたらない。

　乱暴なキスの中には、カミュが持っている想いが感じられるような気がした。

「カ、ミュ……」

　この嵐のような熱を、目の前の男はずっと抱えていたのだろうか。

　だとすれば、もっとそれを見たいとアリスは今強く思った。

「嫌か？」

　カミュの問いかけに、アリスは戸惑うように視線を落とした。

「嫌、じゃ……ない」

　それは、本心だ。

　この先を、もっと知りたいと思う気持ちも、確かに自分の中に存在している。

　しかし、それと同時に怖くもあった。

　明日から、カミュと自分の関係が、まったく違うものに変わってしまうような気がして、それが怖くて辛かった。

「アリス」

「あ……」

　俯いたままのアリスを、カミュの腕がそっと抱き寄せる。

　その優しい腕の中にいるだけで、泣きたい気持ちになってしまった。

「俺は、言ったはずだ。お前がきちんと選べるようになるまで、待つと」

　カミュは確かに、選択をくれた。

　それでも、自分には使命があるのだ。魔王の妻となり、国を助ける。そのために、自分はここに来たのだから。

「私には、果たさねばならない責務があります。ユグリアルの国王の娘として、私は魔王様の元へ送られた。その意味が、わからないほどもう子どもじゃない！」

　アリスはカミュの胸元をぎゅっと握りしめると、まだ涙の交じる瞳を真っ直ぐに彼に向けた。

「アリス、お前は俺のことが好きか？」

「そ、れは……」

　好きか嫌いか、そんなことはわからない。

　ただ、目の前の男のことを嫌ではないと思う。

　そんなこと、何か意味があるのだろうか。結婚に、好きも嫌いもない。

　国の友好や和平のために、必要なもの。ただ、それだけだ。

「そこで即答されないのは、さすがの俺も傷つく」

「ご、ごめんなさい。違うの。嫌いじゃ、ない……けど」

　わからない。

　好きか、嫌いか。そのことが、結婚をする上でそんなに大事なことだなんて考えたこともなかった。

　誰かのことを特別に思う感情など、アリスは持ったことがない。

　家族や友達、愛すべき民。この世界はそういうものでできている。だから、その中に魔王も加えるだけのことだ。好ましい、そう言えばいいはずなのに。

　ただ、目の前で少し寂しそうな目をしているカミュを見ていると、うまく言葉にできなくて。そんな顔をさせたくないと思う自分がいた。

「何を、焦ってるんだ？」

「焦ってなんか……」

「いいから。ここには俺とお前のふたりだけだ。他には誰もいない。我儘を言って困らせる王も、国も、民も、誰もいない。だから言うのだ。お前の気持ちを」

「私は……」

　カミュに促され、考えてみる。

　この城に来たこと、肖像画を見たこと、優しくしてもらったこと。

　それらすべてが、この目に映った時の感情を思い出す。

　どれもが、ひどくキラキラと輝いているような気がして。

　責務のために抱かれることで、その時間がなくなってしまうことが怖かった。

「私は、もっと……カミュのことを、この国のことを知りたい。けど、時間をかけているうちにお父様が、故郷の皆に何かあったらと思うと、怖くてたまらないの」

　どんなに戦が続いても、どんなにひどい有様でも、アリスにとってふるさとは、命をかけて戦った場所は、たったひとつだった。

　その場所を守りたいと思う心に、嘘はない。

　だから今夜、アリスは魔王の寝室へ向かうことを、選んだのだ。

「……安心しろ、アリス。お前の城には、既に俺の部隊のいくつかを派遣してある」

「え……？」

　そんな情報は初耳で、驚くアリスの額にカミュは唇を寄せた。

　幼い頃母が、自分をあやしてくれた時と同じ優しさを、触れた熱から感じた。

「婚姻を前提に、国を守るため相互協力を行う。お前のお父上と交わした約束の中には、そういうものもあった。だが、俺はお前の気持ちが固まるまで最初から待つつもりだったからな。そんな条件を盾にしたところで、お前が本当に自分の気持ちと向き合う時間にはならないだろう」

「それは……」

「国や政治のことは、俺に任せておけ。こう見えて、王様歴は長いんだぞ？」

　カミュの言葉に、アリスは目が点になったような気がした。

「それも、魔王ジョーク？」

「事実だ」

「ん……っ」

　優しく微笑むカミュが、再び唇を落として来る。

　今度はゆっくりと味わうように重ねた唇は、優しい熱を灯した。

「いいか、アリス。例えお前が、俺を選ばなくても、俺はお前の国を、民を守ることに協力を惜しまない。この城からお前が去ったとしても、必要とあらば部隊はいくらでも派遣する。だからお前は、きちんと考えて結論を出して欲しい」

　破格すぎる条件に、アリスはただ戸惑っている。

「どうして……」

　驚くアリスの前で、カミュはようやくあの優しげな笑みを浮かべてくれた。

「知らなかったのか。俺は、お前に心底惚れてる。それだけだ」

　カミュは額に口づけを落とすと、シーツを引き上げ自分の隣にアリスを横たえた。

「今夜は、共に眠るぞ」

　そう言って魔王が肘をついてこちらを見下ろし、とんとんと肩の辺りを撫でてくれる。

「何も、しないの？」

「今夜は、紳士でいることにする。俺は待てができる男だからな」

　カミュの掌が、アリスの瞼の上をそっと覆う。

「体だけじゃない。俺は、お前の心が欲しいんだ」

　世界を、すべてを手に入れた男が欲しがるものがそんなものだなんて、なんだかおかしくてたまらない。

　さっきまで不安だった気持ちが今はやわらかく解けているのがわかって、アリスは肩から力を抜いた。

「おやすみ、アリス。よい夢を」

「おや、すみ……なさい。カミュ……」

　きちんと挨拶ができたのか、それすら自信がない。

　ただ、魔王の使う枕がとても柔らかくて、花に包まれているようないい香りがして、アリスはいつの間にか夜の中に意識を落としてしまう。

　カミュと同じベッドで眠る初めての夜は、あまりにもおだやかで心地の良い夢を運んでくれた気がした。

















Level 3　南西・城下町の市場
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　魔界の朝は、暗い。人間界であれば、遅くとも七時には太陽の光が昇る。

　しかし、ここでは朝になるのは昼を回ってからだ。

　その分魔界は、夜が長い。

　薄紫とぼやけた青が、この町では目覚めの象徴だ。

「またこんなもん作ったのか？　やめとけやめとけ。売れねぇよこんなの」

「朝ご飯にいかがですか～！」

　まだ薄明るい空の下で、通りの端から端までずらりと並んだ出店は賑わいを見せている。

　並んでいるお店はジャンルも様々で、野菜やフルーツなどの市から、魔法の道具や本、おもちゃに家具、服となんでも揃っている。

「すごい人ね……」

　通りを埋め尽くすほどの魔族の数に、アリスは思わずため息を漏らす。

　膨らんだジゴ袖と、足元にかけてゆるやかに広がるベル型スカートは深いエメラルド色だ。ヒールのない平らな靴も、動きやすいこのドレスも相変わらずカミュが用意してくれたものだ。

　昨日、あんなことがあったばかりで気まずいアリスに、新しいドレスを手渡したカミュは出かけようと優しく提案してくれた。

　朝の支度や掃除をするメイドや執事たちから隠れるように、カミュは城下町へと転移した。

「週に一度、こうして市が立つ。魔界の朝市だ。見たことないだろ？」

　隣に並ぶカミュは、焦げ茶色のテールコートに、黒地サテンのベストを合わせ、首元にはスカーフをあしらっている。白のパンツと合わせたスタイルはいかにも貴族らしく見えるが、誰も彼が魔王であることに気づいていないのは髪の色のせいだろう。

「その度に、こうやって変装して来てるの？」

　カミュの髪は、いつもの銀ではなく美しい金に染め上げられていた。

「髪の色が違えば、案外バレないもんだ。片眼鏡があれば、完璧に騙せる自信がある」

「手慣れすぎ。さては、頻繁に城を抜け出してるわね？」

「ケイビには、内緒だ」

　カミュはそう言って、肘を上げた。アリスは、促されるままに彼の腕に手を添え歩き始める。

「あれは、何？」

「馬車用の装飾だ。最近町では、馬にアクセサリーをつけることが流行っているらしい」

「魔界では、貴族以外も着飾っていいの？」

「当たり前だろう。人間界は違うのか？」

　人間界では貧富の差が激しいため、庶民には自分を着飾る余裕がない者がほとんどだ。

　馬を装飾することなど、不可能に近いのが現実だった。

　貴族たちの間ではそういう文化も一部あるが、今は戦の準備のために貴金属の類はすべて兵器の材料として使用されていたと記憶している。

「人の世は、今も戦いを続けてる。貴族はもちろん、庶民の中で、贅沢をしたり着飾ったりする余裕はないわ」

　だからこそ思う。魔界のこの平和は、一体どこから来るものなのかと。

　絶対的な王がひとり居るだけで、ここまで世界は変わるのかと。

「アリス」

「何……むがっ」

　顔を上げると同時に、口の中に丸いものが押し込まれた。

　棒のささったピンク色のもやのようなものは、下が痺れるほど甘くすぐにとろりと溶けていく。

「……美味しい」

　強烈な甘みと果実のような酸味が、口の中いっぱいに広がってなくなった。

「乙女の気まぐれ雲キャンディ」

「何？」

「これの名前だ。魔力に応じて、飴の色と味が変わる仕組みになっている。乙女の心のように、移りゆくのが魅力だ」

　そう言ってカミュは、アリスに飴の棒を持たせてくれた。

　食べかけのもやは、アリスの手の中では明るい黄色に変化していく。

「アリスの魔力は、あたたかい色をしているな。まるで陽の光のようだ」

「魔力？　私にも魔力があるの？」

　突然の言葉に驚くアリスを前に、カミュはゆっくりと言い聞かせるように教えてくれる。

「魔力というのは、大地の力の具現化だ。風、火、水、氷、太陽、月。魔族は、大地の力を借りて魔法を操る。人は、そういうものを感じ取る力が弱い。だから、魔法として扱える人間は少ない。考えたことはないか？　アリスの、魔王を封じる力の根源はなんなのか」

　確かに、奇跡だとしか教えられず、そこに疑問を持つ余地はなかった。

　だが、人ならざるこの力がどこから来るのか、アリスは知らずに今日まで至っている。

「考えたことも、なかったわ……」

　自分の体の中に、魔力が流れている。

　事実を受け止めるには、それはあまりにも大きすぎる衝撃だった。

「アリス」

　足元がおぼつかないアリスの肩を抱いてくれたのは、カミュだった。

「魔族の中にも、力が強い者もいれば弱い者もいる。この世に生を受けた者は、皆ここで生きている。それだけだ」

　生きている。ただ、それだけ。

　顔を上げると、マーケットの活気がどこまでも広がっている。

　ここには、ただ平和と安寧がある。それは、アリスが最も欲しかったものだった。

「奥まで、見て回ってもいい？」

「どうぞ」

　アリスはゆっくりと、自らの足で歩き始める。

　甘辛い肉の匂いや古い紙の香りを吸い込みながら、町を眺めていく。

　青や赤の石を並べた店の前を歩き、細い杖をたくさん並べた店の前を通り過ぎると、ひとりの女性が声をかけて来た。

「人間のお姉さん。見てってよ」

　エプロンを身に着けた緑の髪の女性は、赤い薔薇の髪飾りを店先に並べていた。

「人間だって、すぐにわかりましたか？」

　驚くアリスに、魔族の女性はあははと豪快に笑い声を上げている。

「もちろん。なんとなく雰囲気でね。うちの店には、人間のお客さんも多いから」

「魔界に住んでいる人間も、いるんですか？」

　目を丸くしているアリスに、女性は不思議そうな顔をしている。

「もちろん。アンタ、もしかして最近流れついたのかい？」

「ええ、まあ……」

　もごもごと口ごもるアリスの胸元に、女性は赤い薔薇をひとつ挿してくれた。

「ようこそ、魔界へ。ここは、安全な町さ。今の魔王様のおかげで、皆が楽しく暮らせる平和がもたらされたんだ。だからアンタもきっと、ここなら幸せに暮らせるよ」

　魔王のことを好意的に語る民の言葉に、アリスはまたひとつ胸に棘がちくりと落ちたような気がした。

「でも……魔王様は、人間と同盟を結んだ、って聞きました。そのこと、恨んだりしてないんですか？」

　ずっと気になっていた。彼が、数百年も続いた戦争を終わらせたこと、そのことを国民がどう受け止めているのか。

　旅で出会った魔族の中には、乱暴な者も随分といた。

　人から奪うことでしか、暮らしていくことができない。

　アリスの中で魔族とはそういうイメージで、そういうものだと教えられて来た。

　しかし、この活気づいた市場を見ていると思う。それは本当に、正しい認識なのだろうかと。

　人間界でこんな風に、今笑って暮らしている者がどれだけいるだろうかと。

「そりゃあ、貴族の中にはそういう連中がいることも確かさ。歴史と威厳を最も重んじる、そういう生き方もある。けど、見てみなよ」

　促されてアリスは、周囲を見回してみる。

　夫婦が難しい顔で野菜を品定めし、小さな子どもは笑顔で菓子を食べ、若い男が本を選び、老人が香水のボトルを眺めている。

　そこには、アリスが夢に描く平和そのものが広がっている気がした。

「今のこの世界を作ってくれたのは、今の魔王様だ。あたしは、感謝してるよ」

　それに、男前だしねと言って女性は笑っている。

「あの、これいくらですか」

　胸に挿された赤い薔薇に、アリスは懐から銅貨を取り出した。

　しかし、女性は首を横に振る。

「いいって。これは、歓迎の印。素敵だと思ったら、また遊びに来てよ」

　女性の言葉に、アリスの背後からするりと腕が伸びて来る。

「なら、こっちのボトルをもらおうか」

　カミュは、店先に並んでいた薔薇の花びらを漬け込んだオイルのボトルを取り上げた。

「あら、お兄さんも男前だね。お姉さん、こんなかっこいいダーリンがいるなんて羨ましいよ」

　わははと笑う女性に、カミュは金貨を一枚差し出した。

　魔界の相場は、まだよくわからないが。女性がそれを見て慌てたところを見るに、払いすぎなのであろうことはすぐに理解できた。

「多すぎる。釣りが用意できないよ」

　困った顔で告げる女性に、カミュは美しく微笑みかけた。

「釣りはいらない。彼女を歓迎してくれたお礼だ」

　その言葉に、一瞬驚いたような顔をした女性はすぐににっこりと笑って、金貨を受け取った。

「まいど。手につけてもいいし、湯浴みのあとに脚の内側に塗るのもおすすめだよ」

　その用途を想像して、アリスは僅かに頬を染めた。

「それじゃあ、行こうか」

　そう言って背を向けたカミュに、アリスは改めて女性に会釈をする。

「お姉さんのダーリン、いい人だね。人の買い物を邪魔しない男は、出世するよ」

　店員の軽口に、アリスはじっとその目を見つめ返した。

「あの、最後にひとつだけ質問をしてもいいですか？」

「なんだい？」

「この国の魔王様のこと……好きですか？」

　女性は、にっと口角を上げている。

　マーケットのざわめきの中で、アリスは耳をすます。

　魔王には聞こえない音で、女性は静かに微笑みかけた。
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　温室の片隅に設置されたウッドチェアの上で、アリスは目を閉じている。

　様々な花に囲まれた温室の片隅にひっそりと隠すように置かれた長椅子を見つけ、アリスは躊躇いなく横たわった。

　背中を預けると、地面からにょきにょきと細い猫足のついたテーブルが現れ透明なグラスには自然と湧き上がるように赤いワインが注がれる。

　これも、カミュが用意した魔法なのだろう。ここもまた、秘密の隠れ家のひとつなのかもしれないとアリスは思った。

「……いただきます」

　ひとりで傾けるワインは、いつもよりふんわり甘く頭の芯を鈍らせてくれる。

　市から戻ると、執事たちが慌ただしくカミュを出迎えた。

　どうやら、魔族の貴族が突然魔王様に懸案事項を持参してきたらしい。国の政まつりごとに関わる問題を解決することは、一番大切な仕事だ。申し訳なさそうに謝罪を告げると、彼は玉座の間へ向かった。

　この城に来てから、昼間の時間にひとりになるのは初めてだ。

　城の中を探検しながらアリスはこの温室にたどり着き、秘密の場所を見つけて今に至る。

（魔王様のことは、大好き……か）

　先ほど朝市で出会った女性店員のことを、アリスは思い出していた。

　魔王のことが好きかと尋ねたアリスに、彼女は迷いなくそう答えてくれた。

　それが、心からの言葉であることはアリスにも伝わっている。

　だからこそ、余計にわからなくなってしまったのだ。

「人間と魔族は、どうしてこんなに長い時間戦っていたんだろう……」

　魔族の寿命はとても長く、初代魔王の時代から数百年にも渡る争いを続けて来た。

　魔界は、人間界の豊富な資源と領土、そして技術力を狙って戦を仕掛けて来る。

　アリスはそう教えられたし、そう信じていた。今日までは。

　しかし、本当にそうなのだろうか。

「魔力という絶対的な力がある人たちが、人間界をそこまでして欲しがる理由なんて……ありえない」

　言葉にしてしまうとその事実はあまりに重く、受け入れがたい響きを持ってアリスの肩にのしかかった。

　力の差はあれど、彼らの使う魔法は人間界にはない奇跡の御業みわざだ。

　今の人間界の状況を鑑みても、彼らが人の地を欲しがる理由は思い浮かばない。今の人間界は、この地のように平和でおだやかな場所では、決してない。

　魔族との戦を終えても尚、人と人が自分たちの領地を広げるために戦いを続けている。

　アリスが魔界へ来たことも、魔王の妻になることになったのも、魔界の王の後ろ盾がなければ国を維持していくことが難しいと、父が判断したからなのだろう。

　だからこそ、思うのだ。

　魔族が戦で痩せた人間界を欲しがる理由なんて、何ひとつないと。

「アリス様、こちらにいらっしゃったのですね」

「マル……」

　温室の扉の前で頭を下げたのは、メイドのマルだった。

「昼食の準備ができております。魔王様は本日は会食になるとのことでしたので、別々になるそうなのですが。アリス様のご希望の場所に、用意するようにと申し付けられております。どちらで召し上がりますか？」

　にこにこと声をかけてくれるマルに、アリスはまた胸にもやもやとした黒い霧が広がっていくのを感じた。

　城で働くメイドですら、このように明るく嬉しそうに接してくれる。

　笑うことも、苦しそうな顔をすることも禁じられた重苦しい雰囲気の城しか知らないアリスにとって、こんな生き方があったことをここに来て初めて知った。

　守って来たものに後悔はない。ただ、戦いが終わったはずの人間界に、未だ平和が戻っていないことをアリスは憂いていた。

　それは、自分のやって来たことがすべて無駄だったと、否定されているような日々だった。

「アリス様……？」

　悲しげなアリスの目に、マルは驚いたように駆け寄って来る。

「どうかされたのですか？　すぐに医者を呼んでまいります！」

　慌てるマルの手に、アリスはそっと自分の手を重ねた。

　人間よりも少しひんやりとした体温に、そこに命があることを感じる。

「マル、聞きたいことがあるの」

「なんでしょうか？」

　真剣なアリスの問いかけに、マルは重ねられたアリスの手の甲にそっと自分の手を重ねてくれた。

「貴族の中には、人間のことを未だよく思わない者がいると聞きました。マルは、知っていますか？」

　アリスの問いかけに、マルは難しい顔をしている。

「困らせるようなことを聞いて、ごめんなさい。けれど、私はすべてを知った上で判断したいの。カミュも……魔王様も私にこの世界を知るための時間を与えると仰って下さったわ。だから、マルの知っていることも教えて欲しいの」

　アリスの言葉に、マルはこくりと頷いた。

「魔族の中には、人間との同盟関係に反対する貴族の方々が、未だ多く残っているのも事実です。元々人の領土を奪おうとする魔族の中には、魔力を持たない者も少なくないことをアリス様はご存知ですか？」

　魔力を持たない魔族。その可能性を、完全に失念していた。

　人にも魔力がある者がいるのだ、その逆のパターンも大いにありえる。なぜ今まで気づかなかったのだろうと、アリスは反省した。

　そして、そういう者たちが求めるのは、魔力の強い者が支配する場所ではなく、自分たちと同じく力を持たない弱者の土地だ。

「戦が終わった今、生きる場所を見つけられずにいる者も少なくないと聞き及んでおります。貴族の中にはそういった輩を焚き付けて、ご自身の立場を作る手段として利用されている方もいらっしゃるとか……」

「そういうこと、だったの……」

　魔王という座は、民の王。魔界の中でも絶対的な力を持つ者が、立つ場所だ。

　しかし、魔界の中にも魔力の差はある。力の強い者が生き残る世界で、力を持たぬ者がどういう扱いを受けるのかを、アリスも人の世界で多く見てきた。

　人を襲う魔族。彼らもまた、自分の居場所を見つけるために必死に生きた者たちだったのだ。

「力を持たぬ魔族を利用し、保守派の方々の中には魔王様の暗殺を目論む者もいるという噂もあります」

「そんな……」

「先代の前魔王様は、人間の根絶を掲げ長く戦を続けておりました。その時の思想を引き継ぎ、魔王様を今の座から引きずり降ろそうとする者がいるのも事実なのです」

「先代というと、カミュのお父様……ということ？」

　カミュの父の思想を初めて知り、驚くアリスにマルは視線を下げた。

「初代魔王様が亡きあと、人間界との戦は激化したと聞いております。前魔王様は、よほど人間がお嫌いだったようで。その頃の思想に影響を受けた者が、この国にはまだいるということだと思います」

　人間嫌いの、前国王。

　あの塔で見た、厳しい顔の肖像画を思い出す。

　カミュにはちっとも似ていない。けれど、確かに血の繋がりを感じるその面影。

　長い戦の歴史は、人と魔族が背負う悲しみそのものだった。

「今の魔族の中に人間が嫌いな人がいても、おかしくはないということね」

　アリスが魔王と同盟を結んだあと、両国にそれぞれ正式な宣言がなされた。

　しっかりとした手続きに基づき、国同士の盟約が結ばれたのだ。式典にはアリスも出席しており、多くの民が長きに渡る戦いの歴史が終わったことを、喜んでいた。

　束の間の、平和の時代。

　しかし、人が歴史を繰り返す生き物であることを、アリスはこのあと知ることになる。

　同盟が結ばれてから一年と経たず、人の戦が始まった。

　きっかけは些細なことだった。魔族に支配されていた土地を取り戻した人間たちが、今度はその土地を巡って争い始めたのだ。

　人の中には、こう主張する者もいる。

『英雄が、魔王を討ち滅ぼし降伏させた。ならば自分も、土地を守るために戦う。今度は強者が弱者を降伏させる時代だ。かの英雄のように』

　あの平和的な話し合いが、英雄による一方的な伝説に成り代わったことを、アリスはあとから知らされた。

　あの話が魔族の耳に、特に人を嫌う貴族の耳に入れば、彼らがどういう感情を抱くようになるのかは想像に難くない。

「けれど！　今の魔王様は違います！」

　暗く沈んだ空気を打ち消すように、マルは声を上げた。

「魔王様は、アリス様がやって来る日を心待ちにしておられました。お部屋を準備したり、ドレスを選んだり。お忙しい国務の合間をぬって、アリス様がどうすれば喜んでくださるか私たちともたくさん言葉を交わして下さって。マルは、とても嬉しかったです」

　カミュが、メイドたちと共にあの部屋を準備するところを想像すると、少しだけ優しい風が胸の中を通り抜けていく。

「魔王様がアリス様との婚約を貴族の方たちに宣言なさった時、やはり反対の声もありました。どこまでも、人間に利用されるつもりなのかと詰め寄る者もいたと聞きます」

　想像以上の修羅場に、アリスは目を丸くしている。

「魔王様は……なんと仰ったの？」

「かの英雄と共に余生を過ごせるのであれば、命さえ惜しくないと仰ったそうです」

　あまりの覚悟に、アリスは言葉を失っている。

　彼は世界を、命を投げ出す覚悟でアリスとの婚姻を決めていたのだ。

　これだけの猶予をアリスに与えて、自分を選ばずとも国を支援すると約束してくれた男の覚悟に、アリスは唇を震わせている。

　ここまで熱く真っ直ぐな愛を感じたのは、家族以外では初めてだった。

「魔王様は、アリス様に夢中です！　それだけは、信じて下さい！」

　拳を握りしめて熱弁するマルに、アリスはしっかりと頷いた。

「ありがとう、マル。あなたから話を聞けてよかったわ」

　胸の中に溜まっていた疑問がすっきりと晴れていく感覚に、アリスは改めてカミュのことを思う。

　優しくて不器用な魔王。そんな彼のことを、昨日よりも強く思う自分の心に、アリスは気づき始めている。

　しかし、新たな疑問がひとつだけ浮かび上がっているのも事実だった。

（カミュは……、どうしてそこまで私のことを思ってくれるようになったの？）

　きっかけが何かあったのだと思うが、アリスにはまるで心当たりがない。

　一度は自分を本気で封じようとしていた相手を、どうしてそこまで思うことができるのだろうか。

　また難しそうな顔を始めたアリスの前で、マルはおろおろと慌てている。

「ごめんなさい。ランチをどこで食べようか考えていたの」

　気を使わせないように微笑むアリスに、マルはぱっと表情を輝かせた。

「では、本日は湖の見える丘の上で召し上がりませんか。あそこは、わたしのおすすめの場所なんです！」

「それは素敵ね。ぜひ、お願いするわ」

　あの丘の上からならば、湖と城がよく見える。

　遠くからあの大きな塔を眺めるのも、今なら悪くないと思えた。

「そういえば、マル。あの二番目の塔には、そんなに恐ろしいものが封じられているの？」

　立ち入り禁止の塔の話を、マルならば詳しく知っているだろうか。

　何気なくかけた言葉に、マルは首をかしげている。

「封じられている？　なんのお話しですか？」

「人の体に障る強い魔力を秘めたものが封じられているから近寄るなと、カミュに言われているのだけれど」

「あ……」

　アリスの言葉に、マルの顔がさっと青くなっていく。

　何かまずいことを言った、そういう顔で戸惑うマルの後ろにひとつの影が現れた。

「マル、何をしているのですか」

　魔族が転移で移動する時に発生する黒い霧の中から現れたのは、執事長のケイビだった。

「は、はい！　あの、昼食の場所なのですが！」

「丘の上で召し上がられるのですね。承知しました。準備しますので、今しばらくお待ち下さい。行きますよ、マル」

「は、はい！」

　マルとケイビは頭を下げると、再び霧の中に消えていった。

「今のは……？」

　明らかに動揺したマルと、タイミングの良すぎる執事長の登場に、アリスは違和感を覚える。

（塔のことを尋ねた時、マルは明らかに動揺していた。あそこにあるものは、身内にも秘密の……何かよほどまずいものということ？）

　魔族の隠しごと。とても興味をそそられる響きだ。

　いつかカミュに尋ねたら、教えてくれる時が来るのだろうか。

　ぼんやりと考えるアリスを、魔界の花の甘い香りが包み込んでいた。
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「こんなところにいたのか」

　暗闇をかき分けるようにして部屋の中へ歩み寄ったカミュは、初めて出会った時と同じ大仰なジャケットの胸元に勲章を携えた姿でアリスの隣に立っていた。

　よほど重要な会合をしていたのだろう。国王の正装と天井が頭につきそうなほど狭いこの小部屋は、どこかちぐはぐだとアリスは思う。

　壁一面を本で囲まれた巨大な書庫の一番奥にある木製階段の下に、その扉を見つけたのは夕暮れ時。夕食の準備ができたと書庫に呼びに来たマルと共に、部屋を出ようとした瞬間のことだった。

　マル曰く。小さな扉の奥には表の書庫には置けない、古い資料が山のように詰め込まれているらしく、ちらりと覗いた扉の先に広がるぼろぼろの背表紙や巻物を前に、この城が積み重ねて来た歴史の一端を垣間見たような気がして胸の高鳴りを抑えきれなくなった。

　時計が、深夜零時を告げた頃。ハイウェストで絞られた白の綿の寝間着に着替えたアリスは、メイドたちに休むよう伝えるとランプと緑のひざ掛けと絶対に倒れない魔法がかけられた紅茶のティーカップだけを持って、魔王城の資料室に忍び込んだ。

　そして、山積みになった古い書物を紐解いた。

　こうしてカミュに声をかけられるまで、魔界の、魔王の、様々な記録に夢中になっていた。それは、まるでひとつの壮大な冒険に出たような時間だった。

　低い天井にぶつからないよう慎重に進んだカミュは、アリスの隣にそっと腰を下ろす。

「お疲れ様。大変だったみたいね」

　貴族との会合は結局夜まで続き、アリスは結果的にこの城に来て初めてひとりで一日を過ごした。

「夕食は共にしたかった。本当に、悪かった」

　そう言いながら髪にキスを落とすカミュは、真剣な目でアリスを見下ろしている。

「……何を読んでいたんだ？」

　カミュは、アリスの手の中にある本を取り上げると、いくつかの行に目を通していく。

「歴史書、か。これは、初代魔王の生誕録だな」

「さすが現魔王様。少し見ただけでわかるんだ」

「ここにある本はすべて、目を通しているからな」

　数百、数千はありそうな蔵書すべてを読んでいると言う魔王の言葉が嘘ではないことは、本の表紙を見ただけで中身を言い当てた今の数秒で察することができた。

「知りたかったの。あなたのお父様のこと、それから、お祖父様のこと」

　この国のことを知りたかった。なぜ人と争いを始めたのか、なぜカミュは戦を終わらせたのか、今彼が何を思っているのか。

　その一端を知るためには、過去を知る必要があるとアリスは判断した。

「何か、わかったか？」

　アリスの言葉を待つように、膝を立てながらカミュはこちらの瞳を覗き込んで来る。

　心なしか嬉しそうな顔の魔王に、アリスはそっと書物の表紙を閉じた。

「私が知っている始まりとは、全然違う話だった」

　アリスの知る歴史では、魔族は人の領地や技術を狙って戦を仕掛けて来た。そういうことになっている。

　しかし、この魔界の初代魔王を記した歴史書には、まったく異なる事実が記されていた。

　初代魔王は、その圧倒的な魔力の強さで王の座についた。

　しかし、力だけがすべての世界を、彼は好まなかった。

　魔力を持つ者も、持たない者も、平等に暮らせるように。その理念を掲げ人間界との対話を試みるも、魔力という圧倒的な力を持つ者の言葉に耳を傾ける人間はいなかった。

　最初の対話の席で、魔王のワインに毒が仕込まれる。

　そのことをきっかけに、魔族と人間は相容れない関係として長く戦を続けることになった。

　それが、魔界に伝わる戦の始まりだった。

「そうか」

　からりとした声で呟くカミュを、アリスは鋭い視線で睨みつけた。

「どうしてそんなに平然としていられるの？」

　カミュの心が、理解できない。

　この歴史を背負ってなお、人間との和解を受け入れた理由も、アリスのことを好きだという理由もまるで理解できなかった。

「アリスは、どう思った？」

「私……？」

　問いかけに、何を促されているのかわからない。

　眉を潜めるアリスの手から、魔王は古い革の表紙を取り上げた。

「この本を読んで、アリスがどう感じたのかを聞いている。答えよ」

　それは、いつになく魔王らしい態度だった。

　はっきりと落ち着いた声で問われ、アリスはじっと本を見つめる。

「……わからなくなった」

　これが、素直な気持ちだった。

「私は、今までまったく違うことを聞かされて来た。だから、魔族が憎くて、魔王を封印しないといけないって思ってた」

「過去形、か」

　アリスの言葉の変化を、カミュはすぐに感じ取ってくれる。

　だから安心して、次の言葉を紡ぐことができた。

「魔界に来て、人々が幸せに暮らしているところを見て、ここが本当は素敵な世界だって知ることができた……」

　わかりきっていたことだ。

　人間たちの領地や権力の争いなどこの自然の力に寄り添う魔力の前では、些末なことに過ぎない。

　彼らが最初に望んでいたのは、ただ民が安全に暮らせるための場所だったのだ。

　認めたくなかった。人が、弱いことを。守ったはずの世界が、守ったはずの者たちの手によって滅びようとしていることを。

「私には、何もできなかった……」

　ただ、皆が笑って暮らせる世界が欲しかった。そのために、旅をした。

　それなのに、帰って来たアリスを待っていたのは、新たな戦いの日々だけだった。

　自分は、何もできなかった。そのことを認めるのが、怖かった。

「アリス」

　カミュの腕が、震える背中を抱き寄せた。

　手元がカップに触れたけれど、魔法のおかげで中身の紅茶が溢れることはない。

　この世界のすべてが、愛しくて羨ましくて、憎いと思える。そんな自分が、嫌だった。

「アリス、お前はよくやった。お前は、確かに英雄だ。ひとつの長い戦を終わらせた。そのことに誇りを持て。アリスでなければ、今の世の平和はなかった」

　カミュの言葉が、心の中をゆっくりとあたたかなもので満たしてくれる。

　背中を撫でる手はやはりひんやりとしていたけれど、アリスの凍えた胸を解すには十分すぎる力を持っていた。

「人の命は、魔族に比べて圧倒的に短い。人の魂の輝きは大きく、時には性急だと思える判断に走ることもある。だからこそ、俺はお前たちが愛しいんだよ」

「愛しい……？」

　顔を上げたアリスの目には、涙がうっすら溜まっている。

　カミュはその唇を、そっと目元に落としてくれた。

「人もまた、必死だったのだ。自分の居場所を守るため、必死になるのは人間も魔族も同じこと。ただそのやり方が、少し違った。それだけのことだ」

　確かに、その通りかもしれない。人間も魔族も、ただ帰る家を守りたかっただけなのだ。

　それでも、胸に湧き上がる不安の闇は、そう簡単には晴れてはくれない。

「カミュは信じるの？　魔族の歴史を。今の人間の中には、全然違う話が広がってるのよ。歴史なんて、簡単に変わってしまう。本当に、信じられるの？」

「歴史が変わってしまう……か。例えば、英雄が魔王を倒して屈服させた結果、今の同盟が結ばれたとか？」

　カミュの言葉に、アリスは目を丸くした。

「知ってた、の……」

　それは、人の世界に伝わる偽りの歴史だった。

　もちろん、父は真実を知っている。

　しかし、真実がいつだって正確に広まらないこともまた、世界のさだめだった。

「まあな。歴史っていうのは、あくまで歴史だ。事実ももちろんあるだろうが、必ずしもすべてが真実とは限らない。それは、人間でも魔族でも変わらないと思ってる」

　カミュは本を傍らに置くと、両腕でしっかりとアリスの背中を抱きしめた。

「何を知り、何を見て、何を学び、そして何を選ぶかだ。過去を知り、未来を俺たちの手で作る。それだけのことに過ぎない」

　強い、そう思った。

　魔力量や、腕の力だけはない。カミュには、自分にはない強さがあると感じる。

　そして、その強さの裏に存在する優しさと聡明さに、こうなりたい自分の姿を見たような気がした。

「カミュは、どうして私のことを好きになったの？」

　自意識過剰な言葉かもしれないと、普段なら口を噤んでいただろう。

　けれど、どうしてもきちんと聞いておきたかった。この疑問を、これ以上この胸にしまっておくことは、もうできなかった。

　なぜこんな、弱い人間を大切にしてくれるのか。その理由を、彼の口から聞きたかった。

「アリスの強さに、一目惚れした」

　その返答に、アリスは苦しげに眉根を寄せると首を横に振った。

「私は」

　違う。自分は、強くなどない。

　そう言いたいのに、うまく言葉が出て来なくてその分涙が溢れて滲んだ。

「聞け」

　そんなアリスを、カミュは抱きしめ拒否を許さないという声色で命じた。

「俺も、怖かったよ。俺を封じるほどの強い力を持った人間が、ここに来た時」

「嘘……」

「本当だ。お前は気づいていないが、その魔力量は相当なものだぞ。人間の中で英雄と呼ばれるだけのことはある。最初は、本気で殺してやろうかと思った」

　まさかの告白に背中を震わせると、カミュは噛み殺すようにくつくつ笑った。

「でも怖いと思うと同時に、美しいと思った。真っ直ぐに俺を射抜く瞳、震えそうになりながらも民を思うその声、俺の言葉に耳を傾けてくれたその慈愛に、俺は目を奪われ動けなくなった」

「ちょ、ちょっとカミュ……？」

　明らかに、褒めすぎである。

　あの決死の覚悟で挑んだ場面で、そんなことを考えていたなんて思いもよらず、耳がじりじりと熱くなっていくのがわかる。

　戸惑うアリスに、カミュは続けた。

「この世に、こんなに美しい魂があることを、俺はアリスから教えられた。この美しいものに最期を捧げられるのならば、それも良いとさえ思った。あんな気持ちは初めてで、心が震えたのも初めてだった」

「あの時は、ただ必死で……」

　魔王を封じる。ただそれだけの思いで、この城に辿り着いた。

　しかし、出会った男は、もう何もかもを諦めたような目をしていて。

　その目は、いつかどこかで見た自分の目に似ているとさえ思った。

「好きだ、アリス」

　真っ直ぐな言葉に、胸が音を立てて跳ねる。

「私のことが、怖くないの？」

　自身を封じる力を持つ者を、本当に心の底から愛せるものなのか。

　アリスの疑問を、カミュはその笑顔で一蹴した。

「お前だって今、俺のこと怖くないだろ」

　歯を見せて笑うカミュに、ただ肩の力が抜けてどうしようもない感情の波が溢れて来る。

　こくりと頷いたアリスの額に、カミュはもう一度唇を寄せた。

　彼のその仕草が、今は嬉しくて少しだけもどかしかった。

「それでいい。アリス、お前には選ぶ力と強さがある。俺は、お前の判断を信じる。それだけだ」

　カミュが信じてくれると言った言葉が、どうしようもなく嬉しくてまた涙が出そうになる。

「カミュ」

　この気持ちを、伝えたい。

　どういう音になるのかわからないけれど、ただこの胸をあたためてくれる感情を彼に届けたいと思った。

「抱いて、欲しい」

　大胆な言葉が出たことに、アリスは自分で自分に驚いていた。

　しかし、それ以上に目を丸くしている男が目の前にいた。

「俺は、待つ。そう言ったはずだが」

　カミュの言葉に、アリスはこくりと頷いた。

「本気か？」

　確かめる言葉に、カミュの目を見上げる。

　大きな宝石みたいな目が、夜の中で困惑と高揚に揺れていた。

　この人の目を、こんな形に変えるのが自分だけならいいのにと、今夜のアリスは強く思った。

「怖くないって、ちゃんと教えて」

　アリスの言葉に、カミュの腕が顎を引き寄せた。

「ン……ッ！」

　それは、最初から深い口付けだった。

　一度だけ、こうして唇に触れてくれたことがある。

　あの時よりも強く、激しく。ああ、自分はとても手加減をされていたのだなと意識させられる激しいキスに頭の芯がぼやけていく。

「は……っ、カ、ミュ……」

　やられてばかりは嫌だった。この気持ちを伝えたい。ただ、この胸をかき回す熱を拾い上げて欲しい。

　重ねた唇を割って入って来る舌先に、アリスは自らの粘膜を絡めていく。

　両腕を伸ばして受け止められることが、こんなにも嬉しくて熱いものであることをアリスは感じていた。

「アリス。好きだ……ずっとこの唇に触れたかった」

　上唇を甘く食みながら、カミュはアリスのドレスの中に手を忍び込ませる。

　脚の形をなぞるように掌でゆっくりと撫でられると、背中の辺りに見たこともない熱が生まれていくのを感じた。

「移動、するか？」

　魔王が手を上げ転移のかまえを取ったのがわかったが、アリスはその手に自分の掌を重ねた。

　彼の気遣いが、今はひどくもどかしい。

「カミュ。今すぐ、あなたが欲しい」

　少しでも呼吸を整えてしまえば、恥ずかしくて怖くて足が竦んでしまうかもしれない。

　冷静になんてなりたくない。ただ今、この胸が示す思いのままに行動したい。

　アリスの言葉に、カミュはそっとひざ掛けを払うとそれを床の上に広げた。

「あ……」

　ぱさりと乾いた音と共に、アリスの背中がゆっくりと傾けられる。

　厚手のひざ掛けはふかふかと体を受け止めてくれたが、こんな風に地面に横になったのは旅をしていた頃以来だ。

　あの頃は、こんな風に誰かに熱を暴かれることなんてなかったけれど。

「……っ！」

　開かれた胸元を、冷たい風が撫でる。

　冷えた肌をあたためるのは、魔王の唇だった。

「んっ、……ッ！」

　敏感な首筋に、熱い唇が押し当てられて体が硬直するのがわかった。

　他人の前髪が体の上に触れるのがくすぐったくて体を強張らせていると、首の下から小さな笑い声が溢れる。

「そんなに、緊張しなくていい」

「だ、って……」

「怖くないんだろ？」

　挑戦的な言葉に唇を噛むと、やけに楽しそうな顔のカミュと目が合った。

「意地悪、しないで……」

「アリスのそういう顔を見ていると、もっと困らせたくなる」

「何、それ……ッ！」

　反論の言葉に合わせるように、カミュの指先が胸元に押し当てられた。

　突然の接触は背中を震わせ、その変化を楽しむようにカミュの唇が下りて来る。

　ちゅるりと艶めかしい音をたてながら、魔王の唇がアリスの体を支配した。

「あ、……ッ」

　今まで自分の中で出したことのない類の声が溢れ、思わず唇を噛む。

　こんな甘い音が出せてしまうなんて、知らなかった。

　困惑する唇を、優しい感触が奪っていく。それは、覚えたばかりの口づけだった。

「ん、ん……」

　歯列を割り、ただ優しく内側を撫でる唇は、次の熱を連れて来るような気がする。

　そうやって唇を奪いながら、カミュの指先が柔らかな肌を撫でていく。

「ん、ふ……、ふふ……」

　キスで宥なだめられると、背中に走っていた緊張が少しずつ解れてくすぐったさを感じるようになって来た。

　思わず声を漏らすと、目を細めたカミュと視線がぶつかる。

「アリスの笑い声は、まるで鈴の音みたいだな」

「熊も避けるってこと？」

「さすが、旅慣れしているな。けど」

「あっ、ン……！」

　カミュの指先が、敏感な場所を爪で引っ掻くように摘んで来る。

　強い刺激に声を上げると、カミュは楽しそうにくすくす笑う。

「こんな可憐な鈴じゃ、獣も誘われて寄って来る」

「怖いわね」

「怖くない」

「は、ぁ……ッ」

　脚を撫でる指が、ゆっくりと内側に触れていく。

　そっと押し当てられた指先が、布の上で止まった。

　緊張に脚を震わせるアリスを前に、魔王は優しく微笑みかける。

「触るぞ」

「う、ん……」

　承諾と共に、隙間から指が忍び込んで来る。

　誰にも触れさせたことのない場所を、彼が静かに暴いていった。

「あ……、ッ……！」

　違和感と共に、圧迫感が体を支配する。

　軋むような痛みに顔をしかめると、胸元を這う唇が優しく感覚を拭う。

「まっ、て……、ひ、ぁ……ッ！」

　感じたことのない甘い雫に、喉が震えた。

「大丈夫。痛いことは、しない」

「で、も……、ッ……あ、う……っ、ン……！」

　入口を撫でるように何度も触れられると、体の内側から熱が生まれた。

　引きずり出される見知らぬ感覚に怯えたアリスを、カミュの唇が誘ってくれる。

（や、っぱり……怖、い……）

　見知らぬ熱が、知らない場所に触れている。

　そのことが、とても怖くて不安で。

　揺れる瞳を宥めるように、カミュの唇が肌をなぞる。

「アリス」

　名前を呼ばれると、少しだけ視界がクリアになったような気がした。

「カミュ、もっと……名前を、呼んで」

　不安をかき消すためには、今は魔法が必要だった。

　カミュのくれる、魔法が。

「アリス……俺はお前が愛しいよ」

「ン……」

　優しく触れる唇に、内側の体温がまた一度上がった気がした。

　キスを落としながら指先は、アリスの肌で遊ぶ。

　弾むような動きに、内側から何かあたたかいものが引きずり出されていく気がした。

「怖がるな。俺が、お前を傷つけることはない。絶対に」

　はっきりと告げる言葉に小さく頷くと、指の先が更に深く体を犯していく。

　先ほどよりもスムーズに受け入れている感覚に、カミュの指先が自分の体を変えているのがわかって頭が熱くなった。

「でも……」

「ひ、ぁ……ッ！」

　囁くカミュの声と共に、指先が何か見知らぬ場所に触れてくる。

　背中が甘く痺れ、感じたことのない強い感覚に腰が跳ねた。

「いい反応だ」

「何、今……の……、あ……っ！」

　声を遮るように、カミュの指がまたそこに触れて来る。

　ただ触れるだけで、体がこんな風になってしまう場所があるなんて知らなかった。

　自分の中に、こんな感覚があるなんて知らなかった。

「ここが、お気に入りのようだな」

「やっ、だめ……、そ、れ……ッ、へ……、ん……ッ！」

「変じゃない。可愛いよ。もっと聞かせろ」

「ン……、んん……、ッ……！」

　かき回される感覚に、指の数が増えていることに気づく。

　とろけていく意識の中で、体の奥に火が灯る。

　せり上がるような感覚と蜜の中で溺れる抵抗感に、唇を噛んだ。

「んっ、ぅ……ッ！　や、あ……ッ！　あ、あぁ……ッ、あ……っ！」

　視界を白い光が覆い、背中を甘い痺れが駆け抜けていく。

　脚の間が震え、息の吐き出し方もわからなくなった。

「な……ッ、に……？」

　がくがくと震える体を、カミュはしっかりと抱き寄せてくれる。

　薔薇の香りが胸に広がり、久しぶりにまともに呼吸ができたような気がした。

「イったな？」

「い……？　な、に……？」

　カミュの言葉にふわふわと言葉を返すと、頭を抱え込むようにして優しく撫でられた。

　目を閉じると、唇にキスが落とされる。

　彼の心音が、触れたところから直接伝わって来るような気がした。

「ン……、ッ……」

　声と共に、カミュの指先が腹の上を撫でる。

「ここと」

　その乾いた感触に、へその上の辺りがじわじわと熱を生むのがわかった。

　カミュの言葉が、直接肌を撫でる感触と共に下りていく。

「ここが、気持ちよかっただろ？」

　へその下をなぞりながら、カミュはまだびりびりと震える肌に触れた。

　内側でもないのにそこに他者の感触を感じるだけで、次の波がやって来るような気がする。

「頭が、真っ白になって……心臓が、どきどき……する」

「その感覚を覚えておけ。今夜アリスは、これを何度も経験することになる」

「そんなの、しんじゃ、う……、ン……、ッ……」

　言葉を唇で遮られると、ようやく息が整っていく。

　先ほどまでは同じキスで乱されていたのに、こんな形で心を落ち着けられるなんて妙な感じだ。

「え……」

　そして、気づいてしまう。

　脚に押し付けられた、熱の正体に。

「あ、の……」

　はっきりと意思を持ったその熱に、これから次のステージが始まるのだと理解した。

「紳士の時間は、もう終わりだ」

「カミュ……」

　にやりと微笑む口元と夜の光を秘めた瞳の輝きに、不安がないと言えば嘘になる。

　それでも、この笑みの向こうにあるものを知りたいと強く思った。

「求めろアリス、俺のすべてはお前のものだ」

　低い声に、真っ直ぐ見つめる瞳さえ宝石のように輝いているように思えた。

「欲しい、カミュ……」

　素肌の背中を抱き寄せられ、カミュの熱が濡れた蜜口に押し当てられる。

　彼の指先が、アリスの背に刻まれた紋章の形をなぞる。

　男を封じる強い力を秘めたその刻印を、カミュは愛しげに撫でた。

「先に謝るぞ、アリス」

「な、に……」

　羞恥と期待で崩れそうになるアリスの前で、カミュはふっと目を細めた。

「痛いことはしないと言ったよな」

「うん……」

「少しだけ、嘘かもしれない」

「ひ、ぃ……ッ！」

　カミュは申し訳なさそうにそう告げると、一気に腰を前に進めた。

　小さな入口をこじ開ける圧迫感に、アリスは息を詰める。

「息を、しろ」

「む、りぃ、……ッ……！」

　他者のもたらす痛みに顔をしかめると、カミュはそれ以上動くことなくそっとアリスの前髪をかき上げてくれる。

「痛むか？」

「痛いに、決まってるでしょ……ッ！」

「魔法、使うか？」

「へ……？」

　突然の提案に顔を上げると、同じように苦しそうに眉を寄せる魔王と目が合う。

「魔法で、痛みを消すことはできる。お前が望むなら」

「冗談じゃ、ないわ……」

　苦しくて辛くて、それでもこの痛みがカミュとひとつになった証拠なのだと思うと、そんな痛みさえ愛しかった。

「消させない。この痛みも、苦しさも、カミュのその情けない顔も。全部全部、今夜の証よ」

「さすが、俺の英雄様だ」

「あ……ッ、ん……ッ、……っ！」
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　腰を抱き寄せられると、それだけ深いところでカミュと繋がっているような気がする。

　ダイレクトに打ち込まれた熱に、痛みと少しの心地良さが入り混じって、頭の中が白くなっていくのを感じた。

「あ、ぁ……ッ、カミュ……ッ、それ、以上……は……ッ！」

「大丈夫。まだ入る」

「ひ、ぁ……ッ！」

　カミュは宥めるように少しずつ、その熱をアリスの体の内側に埋めていく。

　終わらない侵略は、アリスの思考を鈍らせ次の嵐を呼び寄せる。

「あ、っ……、な、に……ッ」

　ぐずぐずと突き進む熱に、痛みとは別の何かが目覚めるのをアリスは感じた。

　今までしまっておいた感情を無理やり引きずり出すように、見知らぬ自分に触れたアリスはただただ困惑している。

　ただ触れられるだけでわけがわからなくなるような、こんな甘い痺れを感じたことはなかった。

「大丈夫だ、アリス」

　不安を拭うように、カミュの唇がアリスの声を奪う。

「ンッ、ん……、ぅ……」

　押し付けられた体に、熱が更に深くなって痛みの中に眠る別の感覚がまた大きくなった気がした。

「集中しろ。痛いだけか？」

「ち、が……」

「わかってる。アリスの中、熱くてとろけそうだ」

　しっとりと低い声で囁かれ、カミュもまた自分と同じ熱の中にいることを自覚する。

「へん、なの……。痛くて、熱くて……溺れそう……」

「俺もだ、アリス。お前の中、気持ちいい……」

「へ、あ……ッ、や……、あぁ……ッ！」

　気持ちいいと声にされると、快楽が深くなっていく気がした。

　自信家で、人間界では恐れられている魔王が、自分の腕の中ではこんなにも甘く、必死になる姿を見るのは、なぜか心地良い。

　もっとその姿を見たいと思う。もっともっと、その冷静な顔を崩したいと願ってしまう。

　この感情に名前をつけるのなら、それは多分。

「カミュ……私、あなたのことが……」

「だめだ、アリス」

「んんっ……！」

　言葉を奪う口づけに、アリスは不安そうにその目を見つめた。

「今は、だめだ。言うな」

「どう……、して……ッ」

「気持ちいいことだけに集中しろ。心まで抱いてやる。言葉なんて、今は必要ない」

「あっ、や……ッ、なん……っ、ま……っ、あ、あぁ、あぁああぁ……ッ！」

　言葉なんて必要ないカミュの宣言通り、体が思いを直接ぶつけて来るような気がする。

　ゆっくりと動き始めた熱は、未だ軋みを上げ体中から悲鳴が上がる。

　苦しくて眉根を寄せると、すぐに次の新しい快楽をぶつけられる。

　額に汗が滲んで、呼吸だってままならない。

　それなのに、この腕の中にいることがひどく幸せで、忘れたくないと思った。

「カ、ミュ……ッ、だめ……、こんな……ぁ、ッ……」

「だめじゃない、だろ？」

「あ、……い、い……きも……ち……、いぃ……」

「俺も、気持ちいいよ。アリス」

「は、ぁ……ッ、いぃ……い……ッ、あ、ン、……ッ！」

　ひとりではない。カミュが、共に居る。

　この熱を共有して、気持ちいいと囁くことが、嬉しかった。

「もっと、気持ちよく……な、って……」

　アリスの言葉に、カミュはふふっと低い笑いを漏らした。

「大胆だな」

「ひとりは、嫌……なの……、もっと、わけがわからなく、な……って……」

　こんな猛り狂う嵐の中に、ひとりで放り出されるのは嫌だった。

　もっと、もっと、この終わりのない快楽を共に感じて欲しい。

　こんな熱を与えているのが、カミュなのだとわかって欲しかった。

「今のはずるいぞ、アリス」

「へ、ぁ……ッ、ま……、あ、あぁ、ぁ……、ン、んん……ッ！」

　強く打ち付けられる熱の中に、またあの白く光る何かが見えた気がした。

「一緒にいる。アリス、もうお前を離さない。俺は、お前のものだ」

「カ、ミュ……、あ……、ああっん……っ、ああ……ああ……あぁ……ぁ……ッ！」

　うねる波の中で、カミュの熱が膨らむのを感じる。

　痛みを奪うように、快楽に支配された体が、男の名を何度も呼んだ。

「っ、く……、ッ……！」

「んんっんん、んんんんう……、ひ、ぁ……ッ！」

　カミュが低く呻き、濡らされていく感覚にアリスもまた光に手を伸ばした。

　先ほどとは比べ物にならない鋭い刺激に、頭の中が白くなっていく。

（あ、だ……め……）

　背中は痛くて、体も痛くて、汗だくになっているのにひどく心地が良い。

　ここは魔界で、魔王城で、魔王の前なのに。世界で一番安全な場所であると、そんな風に思えた。

　落ちていく意識の中でアリスが最後に見たのは、愛しげに自分を見つめるカミュの優しい赤い瞳だった。
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　世界は、変わってしまった。

　アリスがそんな風に思うのは、二度目だった。

　一度目は、初めて魔王に会った日。魔族は暴力的で、人間に危害を加える存在。そんな風に思っていたアリスに、魔王は困ったような顔で微笑みかけてくれた。あの時初めて、どうして自分はこの人を封じなければならないのだろうかと、疑問を持った。

　言葉を交わし、気持ちを口にし、民や世界を思い憂う魔王は、確かに人とは違う見た目をしているけれど、同じ人間だと思えた。

　そして今日、アリスの世界は再び変化の時を迎えた。

「アリス、もう起きて平気なのか？　体は？　背中は痛くないか？　何か食べられそうなものはあるか？」

「いいから！　カミュ！　いいから、ちょっと離れて！」

　顔を近づけ腰を抱くカミュの顔を、アリスは両手でぐいぐいと押し返している。

　そんなふたりの様子に朝食の焼き立てブレッドが山盛りになった籠を持って来たメイドは、くすくすと笑みを漏らしている。

　乗馬ができてしまいそうなほど広いダイニングに置かれた大きなテーブルに、ふたりがぎちぎちにくっついて座っているだけでもおかしな状態なのに。

　城主はまるでアリスを病人のように扱い、朝から甲斐甲斐しく世話を焼き質問攻めにして来る。

「そうだ、食べさせてやろう。まだ腕がだるいだろう？」

　カミュは、皿に盛り付けられた真っ赤なトマトをひとつフォークにさすと、それをアリスの口元に運んで来る。

「食べられる！　自分で食べられるから！」

　抵抗するアリスに、カミュはむいっと唇を引き結んでこちらを見つめて来る。

　彼に悪意がないことはわかっている。それでも、こんな風にかいがいしくあれこれ世話を焼かれるのは本意ではない。

　必要以上に心配してくるカミュも、妙に優しいメイドたちの視線も、なんだか城全体が祝福ムードに包まれているこの空気が、昨夜のことをすべて物語っているようで気恥ずかしかった。

「そうか」

（そんな顔するの、ずるい……）

　あからさまに表情を変えているわけではない。むしろ、声のトーンはいつもと同じか、いつも以上に冷徹に聞こえるほどなのに。

　どうして彼がしょんぼりとしていることが、今日はわかってしまうのだろう。

「もう……、はい」

　アリスは目を閉じて、口をぱかりと開けた。

「いいのか？」

「いつまでレディに、口を開けさせたままでいるつもり？」

「そうだな」

　顔の前に、影ができる。

「んっ……!?」

　てっきりトマトを放り込まれるのかと思っていたアリスの唇に、カミュの唇が重ねられる。

　上唇を噛むように軽く重ねた唇の感触に、アリスは反射的に口を閉じた。

「キスの時は口を開けていろと、教えてやろうか」

「食事の前にそういうことしちゃだめって、教えてあげましょうか？」

「いだっ！」

　膝を抓つねったアリスに、カミュは大げさに声を上げて痛がると不服そうな目で自分の席へ戻って行く。

　皿の上に置き去りにされたトマトを奪って口の中に放り込むと、アリスはフォークをそっと置いた。

　肩をすくめるアリスに、メイドたちがまたくすりと微笑む気配を感じて耳が熱くなる。

「心配してくれるのは有り難いけど、私はもう平気です。病気じゃないのよ」

「ああ、病気じゃない。今日は、記念日だ」

「記念日？」

「俺とアリスが愛を交わした、記念すべき日だろう？」

　そんな大げさなものじゃないと呆れるアリスの前で、カミュはやけに真剣な顔で考え込んでいる。

「記念日……。なるほど、今日は祝祭として休日にするという手も」

「絶対やめて」

　この調子では、本気でやりかねない。

　そんなのは絶対に御免だ。

「やったら国に帰るわよ」

「……今回は、我慢することにしよう」

　不満げな表情ではあったが、諦めてくれた様子にアリスはようやく胸を撫で下ろした。

「マル、そうだ。これをお願い」

　アリスは、新たなグラスを運んで来たマルに一通の手紙を差し出した。

「手紙？　誰にだ」

　しょげていたカミュは、すぐに目を輝かせて手紙に興味を移している。

「お父様に。婚姻の話、早く教えてくれなかったこと、拗ねていますって書いたの。マル、これを都合のいい時に出しておいてもらえる？」

「手紙なら、直接届ければいいだろう？　俺が、転移してやるぞ？」

　カミュの提案に、アリスは首を横に振った。

「少しくらい焦らして、意地悪をするわ。こんなギリギリまで黙ってたこと、私まだ少し怒ってるの」

　父のことは、尊敬しているし大好きだ。

　けれど、こんな大事なことは父の口から直接聞きたかった。

　お詫びに今度、お城で夕食をごちそうしてと手紙には記した。

「あ、そもそも魔界から人間界へ手紙って出せるの？」

　当たり前のように手渡していたが、郵便ルートはあるのだろうか。

　人間界と同盟を結んで以降、商業的な流通が始まった。その中に手紙を運ぶルートはあると思っていたが。

「出せる。俺がアリスを迎えに行く正式な日程も、書状でそちらに送ったからな」

　意外な返答に、アリスは目を丸くしている。

「手紙で送ったの？　転移したのかと思った」

「人間は、急に魔族が目の前に現れると悲鳴を上げるらしいからな。人のしきたりにならった」

「カミュが、わざわざ書状を作るなんて。ちょっとおもしろいわね」

　想像してみる。カミュが、静かに手紙を綴るその姿を。

　それは、想像の中で随分と様になっている。

「魔王だって、手紙くらい書く。なんなら、アリスにはラブレターを綴ろうか？」

「今度ね」

　マルに手紙を渡し、アリスは朝食の残りに取り掛かる。

「カミュ、早く食べてね。今日は町を見てみたいの」

「出かけるのか？」

「予定がある？」

「いや、アリスと出かけられるならいくらでも予定は空けるが。しかし、昨日の今日で……大丈夫なのか？」

　落ち着かない様子のカミュに、アリスはふっと口元だけを上げて笑った。

　確かに、体はだるいし下半身は鉛のように重い。

　それでも、じっとなんてしていられない理由がアリスにはあった。

「心配しないで。それより、今日はどうしても見たいものがあるの。付き合って」

「見たいもの？」

　不思議そうな顔のカミュに、アリスはフォークを置き人差し指を立てて見せる。

「魔界の中の、人間」

　アリスの言葉に、カミュはにっと笑った。

　それは、新たな冒険の始まりを告げる合図だった。
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　湖を越えた山の麓は、城下町とはまた違った活気に満ちていた。

　飲み屋やレストランが立ち並ぶ裏小路の一角には小型の自動車や電気自転車など、人間界では馴染みの移動手段がずらりと並んでいる。

　街全体に歯車とオイルの香りが立ち上り、錆色のパイプが巡らされた壁面のあちこちから白い蒸気がもうもうと舞い上がっていた。

　懐かしくも人間界とどこか違う、でも、そんな路地裏の光景にアリスは親しみを覚える。

「すごい……魔界に住む人たちは、もう自動車の小型化に成功したの？」

　アリスが目を止めたのは、一台の車だった。

　四輪の機械荷車は、アリスがよく知る家ほどの大きさのものではなく、立った人間の背丈ほどのサイズに縮小されている。

　人間界では戦を前提に大量の荷物を運ぶことを想定した大型車が主流だが、人の生活に寄り添う小型化の研究も現在進められている最中だ。

　それも未だタイヤの大きさを変えるといったもので、馬力は野菜ケースひとつ運ぶのがやっとという段階だ。今アリスの目の前で行われているような、木箱の積荷をいくつも詰め込んで走る小型車など見たことがない。

「国から補助金が出ているんだ。研究費には、それなりに予算を割いている。人間の技術は、魔界で暮らす魔族にとっても便利なものだからな。魔力量の少ない魔族たちにとって、機械技術の研究は希望だ」

　確かに、あちこち煙が上がっている工場の前には、作業着姿の人間と魔族が並んで煙草をふかしている。

　フルーツを売る魔族から、人間が赤い果実をいくつも購入して笑って立ち話をしている。

　山の麓の路地裏には、アリスが夢見た平和そのものがあるような気がした。

（力を持つ者だけが、世界を導く。そう……思っていたけれど）

　今目の前に広がる景色を見て、力の強さだけが平和の方法だとは、もうアリスには思えなくなっていた。

　暴力や戦がない場所で世界が発展している様は、羨ましくもありまた悔しくもある。

（この平和は、魔王という絶対的な力があるから成立しているのか。それとも、カミュ自身の人柄と政治力のおかげか……）

　どちらにせよ、今の人間界で行われている方法では、この景色はきっと生まれないとアリスは感じている。

　アリスがそうであったように、知らないことを人は恐れる。

　せめてこの魔界の景色を見せることができれば、何か変わることもあるかもしれない。

　そのきっかけを自分が作ることができたらいいのにと考える度に、アリスの表情は沈んでいく。

「アリス……？」

　落ち込む気配に顔を覗き込むカミュに、アリスは無理に笑って見せた。

「もう少し、見て回りたいわ。どうせこの辺りにも詳しいんでしょ？　カミュ、案内してよ」

「任せろ。ここには、週二回は遊びに来ている」

　カミュの大胆な宣言に、アリスは困ったような顔で微笑んだ。

「ケイビさんには、内緒ね」
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　テーブルの上には、魔界の素材を使った肴がずらりと並んでいる。

　掌ほどのサイズの魔界きのこをバターで炒めたソテー、釣りたての新鮮な川魚を炭火でこんがりと焼き上げた串魚、羊肉と豆を酸味の強いトマトで煮込んだシチュー、たっぷりのガーリックソースを絡めた特製牛肉ステーキ。

　濃い味付けが一日歩き回った胃に染みて、アリスがグラスを傾けるペースもいつもより早くなっている。

「美味しい……なんでこんなに美味しいものがあるのよ、魔界」

　複雑な表情で料理を平らげていくアリスに、カミュは満足げに頷いている。

「意外だったな。アリスがこういう店が好きだったとは」

　所狭しと並べられたテーブルはほとんど満席で、皆思い思いに会話を楽しんでいる。

　庶民の酒場でディナーを食べようと提案したのは、アリスだった。

「旅をしている時に、よくこういう店で食べたの。城に戻ってからは、外は危ないからってひとりで出かけることも許されなかったけどね」

「旅は、ずっとひとりで？」

　カミュの質問はもっともだ。魔王城に初めて来た時、アリスはたったひとりで乗り込んで来た。

　あの日のことは、今でも夢にみるくらいよく覚えている。

「最初は、騎士団と共に城を出たの。けれど、魔族に襲われている村や町にひとり、またひとりと置いていくうちに最後は私がひとりになったわ」

「そうだったのか」

「あの頃は、知らなかった。魔族の中にも魔力を持てず、暮らしを立てられない人がいることを」

　魔界に来てから、アリスは自分の世界がすべて変わってしまった。

　そのことが、ひどく不安で、けれどどこか安心している自分もいる。

　世界は変えられない。そう落ち込んでいた自分に、希望が見いだせたような気がした。

「本当のことを言うとね、人間界のことちょっと嫌いになりそうだった」

「人間は素晴らしいぞ？」

　当たり前のように言うカミュの言葉も、今なら素直に信じることができる。

　この人は、本気で思っていることしか口にしない。そういうことを、もうアリスは知っている。

「カミュは、人間が好きなのね」

「アリスのことが好きだからだろうな」

　さらりと向けられる愛の言葉に、真っ赤なワインで満たされたグラスを両手で支えながらアリスはぼんやりとカミュの横顔を見つめた。

　美しい鼻筋、すっきりと纏う上質な貴族服、魔法を器用に操る指先が自分の中に触れるところまで想像してしまい、視線を落とす。

　美しい男だと思う。とても、素敵な人だと、今日は思う。

「アリスのことが気になって、人間のことを今まで以上に学ぶように心がけた。そして、好きになったんだ。きっかけは、お前がくれたんだよ。アリス」

「そう、なの……」

「まあ、祖父の影響も大きいだろうけどな」

「お祖父様は、人間がお好きだったの？」

　戦のきっかけになった初代魔王。

　そういえば、彼のお祖父様は最初、人との対話を試みたと歴史書にはあった。

「……そのようだな。晩年は言葉を交わすことはほとんどなく、祖父は逝ってしまったが。城にある、数多くの人間に関する蔵書を読んでいると、祖父の彼らへの思いが伝わって来る気がした。優しくて、命を尊ぶ。そういう人だったよ」

　カミュの優しげな声に、お祖父様への尊敬と慈愛が感じられる。

「どんな人だったんだろう。会って、みたかったな……」

「あの人に関する文献は山ほど存在する。興味があるなら、読んでみるといい」

「カミュの口から聞かせてよ」

　知りたかった。カミュの目から見た、この世界のことを。愛する家族のことを。

「そうだな。ベッドの上でなら」

「……ばか」

　軽口を叩くカミュに、アリスはふいと視線を反らせる。

「人間界のことを、もっとお祖父様から聞いておけばよかったと今は思う。興味深い。人間界には、たくさんの神話があるだろう？」

「ああ……神様がこの世界を作って、誰かと誰かが恋をしたから森が生まれたみたいな？」

　人間の世界には、創造神話が数多く存在する。

　神話や奇跡は、戦の中で人々の心を支える希望のひとつだったのだろう。

「興味深いよ。たくさんの神がいて、それぞれが自分の信じる神を信仰する。そういう文化も俺は好きだ。人間界の冒険小説が面白いのも、そういうものにならった文化や風習の影響が多いからだと考えている」

「冒険小説を読むの？　魔王が？」

「実は、結構ファンだ」

「ほとんど魔王が倒される話ばかりなのに？」

「本当だな」

　思い出したように言うカミュに、アリスは反射的に吹き出していた。

　自分が倒されるところを題材にした小説のファンだなんて、カミュは本当に普通の魔王とは違うとアリスは思う。

　魔王なんて他には、会ったこともないのだけれど。

「こっちじゃ手に入れるの、大変でしょう？」

「まあな。けど、ルートがないわけじゃない。アリスと結婚すれば、もっと手に入りやすくなるかもな？」

「人の結婚を、闇のルートとして利用しないで」

　また弾けたように笑ったアリスに、カミュは嬉しそうにおかわりのワインをついでくれる。

　なみなみと注がれたグラスの中をぼやけた視界で見つめると、心が裸になっていくような気がした。

「もっと、魔界と人間界が気軽に行き来できたらいいのに……」

　ぽつりと呟いた言葉に、カミュはグラスをテーブルに置いた。

　魔界と人間界は、同じ星の上にあるのに果てしなく遠い。

　だからこそ、カミュの転移がなければ再び訪れることはできなかっただろう。

　多くの人は、魔界の暮らしを知らないまま生涯を終える。

　けれどもしも、この世界を知ることができれば。世界が見知らぬどこかではなく、ひとつの大地で繋がっているのだとわかれば。何かが、変わるかもしれない。

　そんな淡い希望が、アリスの胸をくすぐった。

　諦めかけていた希望を、アリスはこの世界に見出し始めていた。

「思ったの。魔力がなくて苦しんでいる魔族がいるのなら、魔力を持って生まれた人間もきっともっといるって。ここに来れば、違う生き方があるかもしれない。もっと気軽に、誰でも互いの世界を行き来することができたら。もしかしたら……何かが変わるかもしれない」

　アリスの言葉に、カミュはにっと口角を上げた。

「なら、アリスが作ればいい」

「私が？」

　想定外の言葉に顔を上げたアリスの前で、カミュは自信たっぷりな笑みを浮かべている。

「魔王を封じるほどの、強大な魔力。アリスが力の使い方を覚えれば、転移を可能にする橋を、魔界と人間界の間にかけることができるかもしれない」

「そんなことが、本当にできるの……？」

「町のあちこちに、小さな転移装置があるのを見ただろう？」

　確かに。馬車の停留所の近くなどに、大きな箱のようなものが設置してある場所があった。

　あれに入ると、力を持たない魔族でも町の端から端へ転移することができるらしい。

　設置して使う魔法があることも、アリスは昨日まで知らなかった。

「ああいうものを作るには、知識と経験が必要だ。簡単なことではないだろう。それでも、アリスがやりたいと思うなら協力は惜しまない。その覚悟はあるのか？」

「やりたい！」

　何かする前に諦めてしまうのは、嫌だった。

　自分にできることがあるのであれば、人と魔族を繋ぐきっかけになりたいと思う。

　それが、険しい冒険の始まりだったとしても。アリスに迷いはなかった。

「さすがはアリス、俺の惚れた女だ」

　即答したアリスに、カミュはわははと声を上げて笑っている。

「明日から、忙しくなるぞ。魔法の基礎から、俺がみっちり叩き込んでやる」

「世界一優秀な家庭教師ね」

「魔王にそんなことを言ったのは、お前が初めてだ」

　カミュがまた楽しそうに声を上げると、女性の店員がテーブルの上に新たなボトルを一本置いた。

「頼んでないが？」

　首をかしげるカミュに、女性店員はアリスに向かってウィンクを落としてくる。

「オーナーから。魔王様が、可愛い彼女を連れて来た祝いだってさ」

　そう言い残してすぐにテーブルを離れた女性店員の後ろで、カウンター越しに顎髭を生やした男性店員が片手を上げているのが見えた。

「変装、しっかりバレてるじゃない」

「ここは常連だからな。そういうこともある。ありがたくいただくことにしよう」

　そう言って、カミュは新しいボトルに手をかけた。

　もう随分と楽しくなってしまっているのに、これ以上飲んだら酔ってしまうかもしれない。

　既に酔いの回った頭で、アリスはグラスに注がれたピンク色のしゅわしゅわと弾ける液体を受け取っていた。
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「あはは、カミュ。すごい、足元が柔らかいわね！」

「声がでかいぞ、アリス。ここは壁が薄いんだ。あんまり騒いでると、怒鳴り込まれるぞ」

　カミュの声と共に、壁の向こうからドンッと一発拳の音が鳴り響く。

「ふふふ。ごめんなさーい！」

　いつもなら不愉快に思うその音さえ、今のアリスには妙にくすぐったくてたまらない。

「おい、アリスそこは……あっ！」

　がたりと音をたてて、上下がぐるりと反転した。

　ごわごわのシーツが背中に当たって、古いベッドが大きく軋む。

「安宿に泊まるなんて、なんだか懐かしい」

「こういうところ、好きなんだ。時々、世話になる。ほら、後ろ向いて。寝にくいだろ。コルセットを外すぞ」

「……えっち」

　冗談めかして言った言葉に、ドレスの下から手が差し込まれる。

「ご所望とあらば」

　脚の裏を滑る感触に、血液が沸騰したのを感じた。

「ん……っ」

　うつ伏せのまま声を漏らすアリスの肌を、カミュの掌があたためてくる。

「このまま、エッチになってみるか？」

「ふふ……昨日の今日で？」

「俺はいつでも、お前を抱きたいと思ってるよ」

「ん……」

　優しく下着を撫でた指が、性急に体の内側に触れてくる。

「もう濡れてる」

「や、だ……、言わないで……」

「敏感になってるんだろう。今夜は、そういうことにしておけ」

「は、ぁ……ッ、ん……」

　ベッドの上に膝をかけ、カミュの影が頭の後ろに落ちるのが見える。

　ふたり分の体重を受けた古いベッドは、またぎしりと大きな音をたてた。

「今夜はもう、柔らかいな」

「だ、め……、今日、は……ッ」

「なぜ？　まだ、痛いのか？」

「違、……そ、の……」

　指で遊びながら耳の裏に息を吹きかけ、低い声で囁かれる度に腰元に熱が溜まっていくのがわかった。

「だって、壁……薄いんでしょう……」

　アリスの言葉に、カミュは深く息を吐いた。

「いつまで我慢できるかな？」

「ちょっ、えっ……!?」

　カミュはドレスの裾を払い除け、腕を差し込んでアリスの腰を浮かせる。

　膝立ちで腰を高く上げさせられたアリスが、抵抗する間もなく唇が近づいて来た。

「まっ……、あ……ッ！」

　キスは、誰にも触れさせたことのない粘膜を直接撫で始める。

「や、だ……、め……ッ！　そんな、とこ……ろ……ッ！」

「駄目じゃない」

「んっ、や……、あ……、ン……ッ、……っ！」

　差し込まれた舌先が、あまりに熱くてめまいがする。

　これが、先ほど口にした泡のせいなのか、それともカミュが直接与えて来る熱のせいなのか、アリスは判別できない。

　柔らかな舌先でじっくりとこじ開けられる繊細な感覚に、シーツに顔を埋めることしかできなくなってしまう。

「アリスは、甘いな。体の中、どこも全部甘い。花に誘われる蝶の気持ちがわかる」

「嫌……、あ、ああ……ッ、や……だ、……ッ、アァ、あ……ぁぁ……ンン……、ッ！」

「やめて欲しいか？」

　顔を埋めたまま何度も頷くアリスの後ろに、今度は指先が這い寄って来る。

「そ……っ、れ……！　だ、めぇ……こ……っん……っ、……、ぁぁ、ッ」

　かき回される感触に、自分が崩れかけの果実にでもなったような気持ちにさせられる。

　甘く誘う指先に頭が痺れ、開いた唇からは熱い吐息がこぼれ落ちる。

　苦しくて切なくて、どうしようもなく愛しくて。焦れる度に高く上げられた腰が揺れ、自分が淫らな存在に成り代わってしまったような気がした。

「美しい、魔紋章だな……」

　カミュはそう言って、唇を背中に落として来る。

「ま、も……、なに……？」

　ふわふわと浮かぶように狂わされる感覚の中で、アリスは息を吐き出した。

「魔紋章。強い魔力を持つ人間の、肌に浮かぶ強さの証。人間は、英雄の印と呼び崇めているが。こんな美しい魔紋章を、俺は今まで一度も見たことがない」

　そう言いながらカミュの唇が、アリスの背にある薔薇のような形のあとをなぞっていく。

「あ、ぅ……ッ……」

「美しい、アリス。知れば知るほど、知らないお前が増えていく。もっと見せて欲しい。お前の、すべてを」

　昨日までは知らなかった。彼から与えられる熱も、その果てのない欲望のことも。

「集中しろ。俺の指と、声に」

「は……ッ、あ……、あぁ……ぁ、ン……、んん……ッ！」

　促される言葉に目を閉じると、またひとつ快楽が深くなったような気がした。

「や、だ……、焦らさ、ない……で……」

　見られているのも触れているのも、ひとりだけだなんて思いたくない。

　今すぐカミュにもこちら側に来て欲しい、この熱の中で共にわけがわらなくなって欲しいと強く願った。

「まったく、ずるいぞアリス。飲み込みが早いのも、考えものだな」

「知らな、い……しら、あ、あ、ああぁ……ッ！」

　いやいやと首を振るアリスの腰に、濡れた熱が押し当てられる。

　ゆっくりと沈むような感覚に、喉の奥から悲鳴が漏れた。

「大丈夫。一気に奥を突いたりしない」

「あ……ッ、は、ぅ……ッ、ン……、ッ……！」

　確かに入口をこじ開けたカミュは、じっとそのぬくもりを味わうように浅いところを突いている。

　しかし、後ろから差し込まれたこの熱は、昨日とは違う場所を紐解き、新しい場所をすぐに探し当てた。

　迫りくる快楽の波は、瞬時に思考を奪い去り開いた唇からは、銀の糸がこぼれ落ちる。

「や、だ……、これ、きもち、い……い、気持ち、よすぎ、る……ン……ッ！」

　悲鳴のように上げた声に、カミュはふふっと息を零した。

「まだ、きつい……な……けど」

「えっ……ッ、あ……ッ！」

　腰元を押さえたカミュの掌の下に、その熱が忍び込んで来る。

　深いところを貫かれ、脚が崩れそうになった。

　震える腰をしっかりと掴みながら、カミュが理性を奪う。

　甘い痺れが背中を這い、ただ与えられるだけの快楽に眉を潜めると隣の部屋からまたひとつドンッと強い衝撃音が響き時が止まった。

「……ふっ、怒られたな？」

　にやにや笑っているカミュに、アリスは首をいやいやと横に振った。

「もう、やめ……よ……、カミュ……。これ、以上……ふ、ぁ……っ」

「不安がることはない」

「え……？」

　カミュはそっと背中を支えると、浅く熱を引き抜きアリスの体をくるりと反転させた。

　背中をシーツにつけると、カミュの熱が再び深く差し込まれる。

「んっ、む……ッ！」

　上げそうになった高い声を、カミュの唇が塞いでくれた。

　くぐもった吐息に重なるように奥に触れた熱が、頭の中をかき回していく。

「む、り……、だめ、カミュ……、声、出ちゃ……ぅ……っ」

　涙を浮かべるアリスに、カミュは再び唇を重ねた。

　吐息の音をかき消されると、耳には彼の与える舌先と繋がった熱の跳ねる音だけが響いて来る。

　ひどく淫靡な軋みに、快楽の波が押し寄せて来た。

「我慢しろ。俺も、我慢するから」

　ぬちぬちと柔らかな水音に混じり、熱い吐息が降りて来る。

　昨日よりも敏感になった肌が、一番奥深くで繋がる熱を愛し始めると吐息が震えた。

「んっ、む……っ、んん……ぅ、っ……、ふ……ぁ……ッ」

　眉根を潜めるアリスの額に、カミュはちゅうと小さなキスを落とす。

「必死に耐える顔も、可愛いな」

「ば……、か……ぁ……っ、んく……、ッ……！」

　どこが我慢しているのだと叫びだしたくなるほど余裕の顔で、カミュはゆっくりとアリスの内側を擦っていく。

　苦しくて切なくて、それなのにこの時間が終わってしまうことが嫌で悲しくてたまらない。

　我慢で溢れて来る涙に唇を寄せたカミュは、ゆっくりと腰を打ち付けていく。

「大丈夫。俺はどこにも行かない、アリス」

「や、ぁ……、だ、め……それ……い、く……いっちゃ、う……！」

　目の前が白くぼやけて、会話もままならない。

　そんなアリスの熱を、カミュはひたすら意地悪に追い詰めていく。

　終わりが近い、その予感にアリスは唇を噛んだ。

「イけ、アリス」

「やっ、あああっ、ああ……ぁあ……、あぁ……ぁ……ッ！」

　あたたかな腕の中で、アリスはくぐもった声を上げた。

　背中も腰もバラバラになって、ただ崩れていくだけの感覚に涙が溢れる。

「……ッ、……っ！」

　ぎゅうと抱きしめた両肩が、アリスの胸元で息を吐き出す。

　内側で震える熱が欲望を吐き出し、頭の中までどろどろに濡れていくような気がした。

「気持ち、いい……」

　低く呟くカミュの言葉に、体に直接与えられる熱と共に心が満たされていく。

　熱い息を吐き出すカミュの背中は、汗でしっとりと濡れている。

　心音が胸元から直接響いて来ることが、愛しくてたまらない。

　まだ繋がったままの体を抱きしめるアリスに、もぞもぞと這い上がるようにして顔を上げたカミュは静かに口づけてくれる。

　背の下で、またひとつベッドがギシリと鳴いた。

「可愛かった」

「言わなくていいから、そういうの……、んっ……」

　まだぴたりとくっついたままの粘膜に、アリスの喉が震える。

「声、我慢するから。離れる時、教えて……」

　照れ隠しに吐き捨てたセリフに、カミュはじっとアリスを見下ろすとにこにこと笑顔を浮かべている。

「……何」

　その、あまりに嬉しそうな顔を前に、アリスの背に嫌な予感が走った。

「誰が、終わりだと言った？」

「へ、あ……ッ！」

　浮かせた腰は、そのまま出ていくのかと思っていたアリスの予想を裏切る。

　再び沈められた熱の硬さに、アリスは目を見開く。

「さあ、アリス。まだおやすみは言わせない」

「ちょ、あ……ッ、ん……っ！」

　溶けた体を再び揺さぶり始めたカミュに、アリスは唇を噛み締めた。

　拷問のように浴びせられる快楽を前に、それでも抵抗できない自分が悔しい。

　昨日までは知らなかった感覚を、アリスの体は既に受け入れ始めている。

「好きだ。アリス……大好きだ」

　果てしない欲望と囁かれる愛に、アリスは吐息を隠すふりをしながら魔王の唇をねだった。
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　小高い丘の上に、アリスは裸足で立っている。

　旅をしていた時のような脚全体を覆う革製の防具と肩を動かしやすい麻のブラウスに身を包んだアリスは、朝焼けを終えたばかりの空を見上げ目を閉じた。

「魔力は、世界から力を借りて発現させることができる。そのイメージを強く持てば持つほど、力は大きさを増していく」

　凛と通るカミュの声に、アリスは暗闇の中で大きな川をイメージした。

　風の音、太陽の光、鳥の声。世界に溢れるあらゆる命を思い浮かべると、お腹の底がじわりとあたたかくなるような感覚にとらわれていく。

「いいぞ。その調子だ」

　満足げに落ち着いた様子で、魔王はアリスから遠ざかっていくのが気配でわかった。

「今だ、アリス」

　魔王の声に、アリスは手を前に掲げると空気を割るように声を放った。

　風が通り過ぎて、轟音と共に何かが体の中を通り抜けていく。

　背中の紋章がじりりと熱くなったような気がして、アリスは肩を押さえた。

　カミュがアリスの放った『何か』を、首を動かすだけで避ける。

　彼の背後に浮かぶ雲が一直線に割れていくのを見て、アリスは改めて己の力の大きさを視覚で確認したような気がした。

「これ、が……、私の力……」

　指先が震え、膝が崩れて草を踏む。さくりと響いた乾いた音に、どっと疲れが押し寄せてくる。

「大丈夫か？　アリス」

　駆け寄ったカミュは、膝をついてアリスの背を支えてくれた。

「よくできた。一週間でここまで上達するとは、教え甲斐があるというものだ」

「ありがとう……けど、まだまだね。一度自分の魔力を放出すると、立ってられなくなってしまうなんて。実践には不向きだわ」

　アリスの的確な分析に、カミュはにこにこと笑っている。

「そうだな。しかし、鍛錬を重ねればいつか自在に操ることができるようになる。魔力を扱い慣れている者の力を借りれば、今のアリスでも十分転移を可能にする術式は組めるようになる」

　カミュはそう言って、真っ黒なハンカチを差し出しアリスの膝についた泥を払ってくれた。

「英雄の力ってこうやって使うのね。私、何も知らなかった」

「魔王を前にすれば、自然と使うことができると思ってたのか？　人間は、危ないことをするものだな」

「危ないの？」

「魔力は、自然から力を借りる術式を組むことで発現する。どこから借りるか選ぶことも重要だ。借りる場所がない時、最後の手段として魔族が使うのは、魂を燃やす術式だ」

「魂を……」

「一番近くにある自然。それが、己であるということだな」

「それじゃあ……」

　魔力の使い方を知らないアリスが、もしもあの時魔王に対し英雄の力を解放していたら。

　そう思うと、背中が少し寒くなった。

「魔力を持って生まれた人間に対する教育を、一刻も早く普及させる必要があるわね」

　アリスは立ち上がると、再び掌にイメージを集中させた。

　目を開けていても、風の流れを掴んで小さな霧を生むことはできるようになった。

　今アリスが正確にコントロールできるのは、これで精一杯なのだけれど。

　あの宿屋から帰ってから一週間、カミュはほとんどつきっきりで授業をしてくれた。

　基礎の基礎から始まった講義だったが、アリスの元々持つ魔力量は普通の魔族よりも大きく、カミュがはりきってくれたおかげで魔力を練って具現化する訓練をするところまでこぎつけた。

「焦るな、アリス。こういう時こそ、じっくりと時間をかけて準備をするべきだ。世界を変える準備をな」

「ええ、もちろん。頑張るわ。せっかくカミュが、時間を作ってくれているのだもの。それに、自分の力を自在に扱えるようになるのは、とても楽しい」

「これで、いつでも俺を封印することができるようになるな？」

「ふうん？　その口ぶり、もしかして封印して欲しいの？」

「アリスの手でなら、喜んで」

　そう言って腰を抱き寄せたカミュは、そっとアリスのこめかみに唇を寄せた。

　触れられることには、少しだけ慣れた。

　それでも、こんな風に優しく口付けられると未だに緊張して、呼吸の仕方もわからなくなることがある。

（カミュには、きちんと気持ちを伝えないといけない……けど）

　初めて体を重ねた日の記憶が、鮮烈に蘇る。

『カミュ……私、あなたのことが……』

『だめだ、アリス』

　あの夜、カミュはアリスが想いを口にすることを拒んだ。

　たったそれだけのことが、不安を胸に運んで来る。

（聞きたくなかった……のかな、私の気持ちを……）

　そんな風に考えると、暗い影が胸を覆う。

　このひどく曖昧で都合のいい優しさだけを分け合う関係を、カミュは楽しんでいるのだろうか。

　本気で向き合うその言葉を、本当は耳にしたくないと思っているのだろうか。

　普段は、こんな風にぐるぐると考える方ではないのだが、彼のことになるとなぜか後ろを向くような考えに捕らわれてしまう。

（でも……）

　伝えたい気持ちが、今アリスの中にある。

　アリスの願いに耳を傾け、応援してくれる。そんな人に出会ったのは、初めてだった。

　魔界に来て、まだほんの少ししか経っていない。

　それでも、カミュのことを思うと嬉しくて、楽しい気持ちになってしまう。

　かつての仇敵は、今は師であり、そして親友のようだ。

　それから少しだけ、いけないことを教えてくれる、特別な人。

「あの、カミュ……」

「ん？　なんだ？」

　大事なことを伝えたいのに、こんな風に優しい笑みを向けられると途端に言葉が詰まってしまう。

「あ、の……」

　どう伝えればいいのだろう。どんな風に。どんな言葉で。

　考えれば考えるほど、わからなくなる。

　愛を伝えようと思ったことなど、アリスの人生には一度もなかった。

　戸惑うアリスの前で、黒いもやのようなものが生まれる。

　そのもやを跨ぐようにして現れたのは、執事長のケイビだった。

「失礼致します、魔王様。お時間でございます。本日は、アビルドラ家の方々がお見えです」

　アリスにも一礼したケイビは、静かに予定を告げた。

　自分に時間を割いてくれているが、カミュはそもそもこの国の王だ。

　連日貴族や大臣などが押しかけて来ては、治水事業や税について難しい話をしている。

　今日も、どこかの貴族との会合が予定に入っているようだ。

「すぐに行く。すまない、アリス。時間のようだ。昼食は、一緒に食べるぞ」

「わかった。気にしないで、カミュ。勉強する時間ができて有り難いわ」

　アリスの言葉に、カミュは困ったような顔で微笑みかける。

「物分りがよすぎる英雄様にも困りものだな。もっと、我儘を言ってもらった方が張り合いがある」

　カミュはそう言うと、自分の胸元をさらりと撫でた。

　撫でられたジャケットの上には、謁見用の勲章がずらりと並べられた。

　魔王にも、色々としがらみが多いらしい。

「そうだ、アリス。何か言いかけていたな。言ってみろ」

　ごまかせたかと思ったが、カミュはアリスの変化を少しも見逃してはくれない様子だ。

「えっと……、そう。今日は書庫にこもるわ。読みたい本がたくさんあるの。いいかしら？」

「ああ、もちろん。書庫までは、ケイビに送らせる」

「ひとりで行けるわよ」

「……念の為だ。城は、広いからな。迷子にでもなって、再会した時に骨になっていられたら困る」

「なりません！　じゃあ、荷物をまとめて来る。少し、待っていて下さい」

　ケイビに声をかけたアリスは、木の根本に広げた魔法基礎の教科書や羽ペンを慌ただしく片付けて行く。

　その後姿を見つめながら、カミュは口を閉じたままケイビに語りかけた。

『例の件は、どうなった』

　頭に直接語りかける魔王の声に、ケイビは胸元から一通の封筒を取り出した。

　それは、以前アリスがマルに預けた、父への手紙だった。

　封筒はなぜか、泥まみれで汚れている。

『配達ルートから外れた、森の湖のそばに打ち捨てられていたのをマルが発見しました』

　ケイビの返答に顔をしかめたカミュは、封筒に手をかざした。

　こびりついていた土は溶け、ケイビの手の封筒は最初に見た時と同じように、美しい白い姿に変わっている。

『やはり、何者かが配達ルートに細工をしていたもようです。ユグリアル国に入った衛兵団長からも、連絡が入りました。ユグリアル国王は、すべての書状を受け取っておられなかったようです』

　報告に、カミュの表情に僅かな怒気が浮かび上がる。

　風が吹き抜け、丘の上の草花がざわりと大きく揺れた。

『やはり、何者かがアリスを拒んでいるようだな』

　ニィと口角を上げたカミュは、どこか楽しげに微笑みながら唇を開いた。

「手紙はケイビ、お前が必ずアリスのお父上に届けろ。それから、来客の予定がある日は必ずアリスに警護をつけるように」

「かしこまりました」

　カミュは片付けを終えて振り返ったアリスと視線を合わせると、手を上げて微笑みかけた。

　風は再び落ち着きを取り戻し、優しく頬を撫でていく。

　何かが始まる予感を示すように、風はおだやかに丘の上を駆け抜けていった。
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　書庫にこもると言うと、マルがあたたかな紅茶の入ったボトルを持たせてくれた。

　ガラス瓶に入った液体はいつまでも冷めることなく、ゆらりゆらりと木製のはしごの上で揺れている。

　長いはしご台に腰を下ろしたアリスは、山のように積み上げた本に目を通していく。

　今日の魔界は薄曇りで、室内はシャンデリアの明かりとランプの光のおかげでギリギリ文字が読めているというほの暗さだ。

（薄暗いくらいが、ちょうどいいわね……）

　壁を埋めつくす本棚の足元に、例の資料室への扉が見える。

　あそこには貴重な資料がたくさんあるので今日も少しは見ておきたいが、別の思い出が強すぎて入室には少々の勇気が必要だった。

　硬い床の感触、擦れた柔らかいひざ掛け、ランプの香りと汗の匂いが混じって耳が熱くなる。

「なるほど！　このガラス瓶には、火と水の魔法がかかっているのね」

　わざとらしくひとりごとを口にしながら、アリスは夜の記憶を振り払った。

　今は集中しなければならない。やりたいことができたのだ、そのために必要なことは山ほどある。

「ふたつの魔法を同時にかけるなんて、考えてもみなかった……。魔族の発想って、すごい。こんなことも、できるんだ……」

　以前はただ不思議だとしか思えなかったものに、理論が加わることで視界がクリアになっていく。

　新たな知識を得ることは、アリスにとっての喜びであり希望でもあった。

　わからないままの不安を希望に変える、そんな魔法のようだと思うようになったのは、多分あの魔王様のおかげだ。

「……ちゃんと、言わないと」

　本から目を逸し、アリスは窓の外を眺めた。

　どれだけ集中していても、どれだけ新たな学びを得ても、心のどこかにカミュがいる。

　嬉しいことや覚えたこと、感じたことを聞いて欲しいと思ってしまう。

　なぜそんな風に、彼のことばかり思い出してしまうのか、ほとんど答えは出ているのだ。

　あとは、ほんの少しの勇気だけ。

「魔王を倒すことより、好きって口にする方が何十倍も難しいのね……」

　アリスは集中できない頭を抱え、物質変質魔法基礎の分厚い本を閉じた。

　その時だった。

「誰……！」

　ふいに視線を感じて、アリスは扉の方を振り返った。

　いつでも英雄の力を放てるよう、左手首に腕を添えかまえる。

　生き物の気配には、敏感だ。

　長い旅で、野宿生活を強いられることもあった。

　書庫の扉の向こうには、明らかに誰かがいると思った。

「申し訳ございません。道に迷ってしまいまして」

　音を立てずに扉を開けたのは、魔族の男だった。

　腰元まである長く青い髪を持つ男は、動じる様子もなく悠々と部屋に入って来る。

　紫のロングジャケットは、袖口や襟元に細かく金糸の刺繍が施されており、ひと目見ただけでそれなりの職人が手を入れた上等なものであることがわかった。

　着ているものから察するに、この城で働く者というわけではなさそうだ。

「失礼。驚いたものですから」

　腕を下ろしたアリスに、男は両手を胸元に上げて首を振っている。

「いえ。わたしの方こそ、声もかけずに失礼致しました。あまりにもお美しい方が物思いに耽っているため、見とれてしまって」

　歯の浮くようなお世辞に、アリスは苦笑いを浮かべている。

　社交界で生きていくためだけに身に着けた軽薄な仮面の色を、アリスは人間界で嫌というほど見て来た。

　目の前の魔族からは、そういうものと同じ、嘘と上辺の匂いがした。

「あの、貴方は……？」

「失礼致しました。わたしは、偉大なる大魔王様、シュトラウス家に連なる正統血族がひとり。アビルドラ家の、サルシュアでございます」

　アビルドラ家。その名には聞き覚えがある。カミュの元へ会合へやって来た、貴族の名がそういう家だったように記憶している。

　正式な来客であることに、アリスはようやく肩の力を抜いた。

「はじめまして、サルシュア卿。私は……」

「アリス様、でございますね？」

　自己紹介をするよりも前に名前を呼ばれ、アリスはぴくりと眉を震わせた。

「ご存知でしたの？」

「ええ。あなたは有名人ですから。お会いできて光栄でございます。あなたにはぜひ一度お目にかかりたかった」

　胸元に手を当て頭を下げたサルシュア卿からは、特別な悪意は感じられない。

「あら、私は有名なの？　嬉しい。どんな噂をされているのかしら」

「あの魔王様がひと目で恋に落ちたお相手、と。どんな方なのか、皆興味津々でしたよ。しかし、自分もこの目で見て納得しました。あなたを前にすれば、どんな魔族も恋の炎に胸を焦がすことでしょう」

「あ、ありがとう」

　大げさな褒め言葉に苦笑を浮かべるアリスの前で、サルシュア卿は静かに跪ひざまずいた。

「相手があの魔王様でなければ、わたしも立候補したかったです。あなたの、恋のお相手に」

　そう言って手を取り、サルシュア卿はそっと指先に口づけを落とした。

　濃密で甘ったるい花のような顔が漂って、アリスは引きつらぬよう細心の注意を払って笑顔を浮かべた。

「本当に、お美しい方だ」

　翡翠色のふたつの瞳がじっとこちらを見上げて来る。

　その目を見ていると、なんだか頭の奥がずきずきと痛むような、不思議な感覚に囚われた。

「こちらにいらっしゃいましたか、アビルドラ様」

　声をかけられ手を離したサルシュア卿の後ろには、ケイビが立っていた。

「失礼。煙を吸おうと思ったのですが、道に迷ってしまったみたいで」

　サルシュア卿はジャケットの内ポケットから、細いシルバーのシガレット煙管を取り出した。

　ふわりと漂う花のような香りに、これの匂いかとアリスはひとり納得した。

「魔法道を使われては困ります。こちらは、魔王様専用に調整してあるものですゆえ。迷子になって出られなくなっても責任は持てませんよ」

「すみませんでした。早く外に出られるかなと思いまして。逆に遠回りになってしまいましたね。今度からは気をつけます」

　ケイビはアリスに頭を下げると、歩き始める。

「それでは、可愛いアリス。今度は邪魔の入らないところで、ふたりきりで話がしたいです」

　そう言ってウィンクをひとつ飛ばしながら、サルシュア卿はケイビと共に部屋をあとにした。

　ようやくひとりになった室内で、アリスはどっとため息を吐いた。

「……なんか、すごい人だった。あれ？」

　扉のすぐ脇に、一冊の本が転がっているのが見える。

「あんなところに、本なんてあったかな……？」

　近づき手に取ったアリスは、目を丸くした。

　革張りの茶色い表紙は、一見何かの研究書のように見える。

　しかし、ページを開いて立ち上ったインクの香りと、手書きで綴られたその中身は、教科書や小説といった読み物の類ではなかった。

　むしろ、誰にも見せることのない、人の目に触れることを前提としない、秘密の書物。

「これ、日記……？」

　そこには、とある男の愛の日々と、終わりが綴られていた。

















Level 7　魔王の手記
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　夜の薔薇園は、甘く優しい香りに満ちていた。

　月の明かりを受けて輝く赤と青の薔薇に囲まれたアリスは、立ちすくみぼんやりと空を見上げている。

　その頬には、何度も流した涙のあとがくっきりと残されていた。

「ここに居たのか、アリス」

　転移で背後に現れたカミュが、背中からそっと腕を回して来る。

　今日の仕事はすべて終わったのだろう。こうして探しに来てくれたことは嬉しかったけれど、今はそう思ってしまう自分自身にさえ嫌悪感が募っていく。

「夕食も摂っていないと聞いて、驚いた。食欲がないのか？」

「カミュ……」

　震える声に、カミュはアリスを抱きしめたまま額を彼女の頭に押し付けた。

「どうした？　何かあったのか？」

　こういう時に優しい声をかけてくれるカミュが愛しくて、そして同時に悲しい気持ちでいっぱいになってしまう。

　アリスは、ただふるふると首を横に振った。

「ごめんなさい、カミュ。私は、あなたとは結婚できない」

　アリスの言葉に、カミュは眉を少しだけ寄せて感情を押さえるようにゆっくりと低い声で問うた。

「理由を、聞かせてもらえるか？」

　ゆっくりと振り返ったアリスは、抱きしめていた革の表紙をカミュに差し出した。

　カミュは一瞬怪訝な表情を浮かべたが、本を受け取るとページを開いていく。

「これは……」

　中に綴られた文字を確認したカミュの目が、波のように冷たく引いていくのがわかった。

「どこで、これを……？」

「……書庫の片隅に、落ちていたの」

「長らく紛失していたものだ。まさか、そんなところに紛れ込んでいたなんて……」

　信じられないものを見るような目で、カミュはページをゆっくりと捲っていく。

　アリスも、最初はわからなかった。これが一体どういうものなのか。

　しかし、読み進めていくうちに理解できた。

　今日まで学んで来たこの国の歴史が、アリスの予感を裏付ける確かな証拠になっていた。

「これは、お祖父様の……初代魔王の、日記ね？」

　アリスの仮説に、カミュは目を閉じゆっくりと頷いた。

　それは、戦の始まり。そして、悲しみの連鎖の出発点を記した物語。

「祖父は……祖母と一緒になる前、人間の女性に恋をしていた時期があったらしい」

　手帳を小脇に抱えると、アリスの手を握りゆっくりと歩き始める。

　青薔薇がカミュへの道を作るようにすうっと両脇に移動し、黒いベンチが現れた。

　促されるままに腰を下ろすと、隣にカミュが座る。

　薔薇園のベンチからは、大きくて美しい月がよく見えた。

「祖父は……人間のことが大好きだった。幼い頃から強い魔力を持っていた祖父は、当時暴力と略奪ばかりだった魔界に嫌気が差して、旅をしていたらしい」

「お祖父様が、旅を……？」

「昔の魔界は今よりももっと貧しく、人々は奪うことしか知らない。そんな荒んだ国だった。若い頃の祖父は、自分の力が他の魔族よりも強いことを理解していた。祖父の元には、連日腕試しの申し込みが殺到し、その相手を負かす度に祖父は虚しくなっていったらしい。力がある者が上に立つ。そういう社会では、いつまでも争いが終わることがないと気付き、離れたくなったんだと思う」

　寂しそうに目を細めるカミュの言葉に、かつてのこの世界を思う。

　昔の魔界、それは人間が想像するいわゆる『魔界』だったのかもしれない。

　暴力と略奪。そんな過去を変えたきっかけが、手帳には記されていた。

「旅の中で、祖父はひとりの女性に出会った。若い魔族と人間、恋に落ちるのにそう時間はかからなかった」

　カミュの指先が、愛しげに手帳を撫でていく。

「祖父は一時期、そのまま人間界で暮らそうと本気で考えていた時期があったらしい」

「けれど、そうはならなかった」

　アリスの言葉に、カミュは吐息を静かに零した。

　結末を、アリスはもう読んでしまったのだ。

　カミュの祖父に、一体何があったのか。

　初代魔王が見初めた人間の女性には、腕に紋章があった。

　薔薇のような形の模様は、強い魔力を持つ人間に表れた証。

　初代魔王が見初めた女性もまた、魔王を封じるほどの強い力を持ってこの世に生を受けた。

　ふたりは人間界で結ばれ、カミュの祖父はこのまま人間界で暮らしていくことを考え始めていた。

　幸せの絶頂期。しかし、おだやかな時はそう長くは続かなかった。

　異なる力を持つ者を、人間は自分たちと同じ仲間であると認めることはできなかった。

　カミュの祖父が買い物のために自宅を空けていた隙に、村人たちが彼女に詰め寄ったのだ。

　お前は本当に人なのか、そしてあの男も人ではなかろうと。

　自分たちとは違う存在を、人は畏れた。

　彼女の好きなアップルパイを手に自宅に戻った祖父が見たものは、命の灯火が消えかかった彼女の姿だった。

　愛する人間をその腕に抱き、彼は彼女を看取った。

「……初代魔王様は、人に復讐しようとは考えなかったのね」

「そのようだな」

　カミュは、手元の手帳をぱらりと捲った。

　そこには祖父が聞いた、彼女の最期の言葉が綴られていた。

『魔力を持った人間も、幸せに暮らせる世界であれば良かったのにね』

　インクの文字が、滲んでいる。それが経年によるものなのか、それとも別の何かのせいなのかアリスには判断できない。

　しかし、そこにはこの魔界を、必ず良い国にするという誓いが書き記されていた。

　魔界に戻ったカミュの祖父は魔王になることを決め、魔界のルールと建国を宣言した。

　自らの力で頂点に上り詰めた初代魔王に逆らう者はなく、世界は秩序を初めて手に入れた。

　そして、人との対話を宣言したのだ。

　人が人を不当に殺さない。魔族も、魔力を持つ人間も、皆が当たり前に暮らせる。そんな世界にすると、初代魔王は宣言した。

　初代魔王が祖母と出会い、カミュの父が生まれたのもこの頃だったらしい。

　自分の家族を手に入れてもなお、彼は夢を諦めなかった。

「それなのに、お祖父様は人に裏切られた……」

「長きに渡る交渉を経て、ついに勝ち得た人間界との対話の日、祖父は毒を盛られた。それでも、まだ祖父は諦めてはいなかった。人が弱く脆い存在であることは、寿命の面から見ても明らかだ。魔族への恐れが薄れるまで対話を続けたい。そう願っていた」

「けれど、魔族はそれを許さなかったのね」

　アリスの言葉に、カミュは目を丸くした。

「こちらに来て、アリスは少々勉強をしすぎたようだな」

　また寂しそうな目で微笑むカミュの手の甲に、アリスは自分の手を重ねる。

　魔族の体温は、人よりも少し低い。

　この冷え切った手の甲をあたためることが、今の自分にとっては最も大切な時間だった。

「俺の父は、激怒した。当時騎士団に所属し団長を務めるまでに武芸を磨いていた父は、魔王の座を継ぎ人間界に宣戦布告した」

　カミュの言葉に、アリスは静かに息をのむ。

　あの塔で見た冷たい瞳の肖像画を思い出すと、背中が冷えていくような気がした。

「これが、この世界に伝わる戦の始まりだ」

　月を見上げたカミュとの間に、長い長い沈黙が横たわる。

　貴族の中には、人間に対していい感情を持たない者も未だ多くいる。

　その原因が、根本が何であったかを理解した今、アリスは自分がどうすべきなのかわからなくなっていた。

「人間界と魔界を繋ぐ。そんな世界を夢みることが、希望に繋がると信じてた。けど……今は、もうわからない」

　アリスの言葉に、カミュはじっとこちらを見下ろしている。

　手帳を傍らに置き、そっと両手を包み込んでくれる。

　彼の掌は冷たいけれど心まであたためてくれるような優しい感触に、アリスは唇を噛み締める。

「俺は、そうは思ってない」

　カミュの声に驚いて顔を上げると、優しげな瞳と目が合った。

「過去にどんな悲劇があろうとも、時代を知り意志を継ぎ、生きていくのは俺たちだ。祖父の思いも父の思いも、相反するものではあるけれど。愛する者を守りたかったという思いは、どちらも本物だったと俺は思う」

　人を愛した祖父と、家族を愛した父。そのどちらの気持ちも、カミュはわかると言う。

　そんな風に思えるようになるまで、一体どれくらいの時間が必要だったのだろう。

　苦しげなアリスの額に、カミュはそっと唇を寄せた。

「俺は、アリスとなら新しい時代を築けると信じている。俺が人の心に希望を見いだせたのは、間違いなくお前に出会ったからだ」

　弱くて脆くて、それなのに意地だけはあって。そんな英雄に会えたことを、希望と呼ぶ魔王なんて可笑しい。

　それでも、アリスの胸にも確かに同じ思いがあった。

　あの時、玉座の間で出会った魔王が、あんなに悲しげな目をしていなかったら。きっと自分は迷いなく、彼を封じていただろうと。

「あの日、笑いながら俺を殺しに来るような英雄だったら、また違った未来になっていただろうな」

　同じようなことを口にするカミュに、アリスは思わず吹き出していた。

「私も。あの時、楽しそうに英雄をいたぶる魔王に会っていたら、迷いなく封印していたと思うわ。この命に変えても」

　似たような、ありえない想像にくすくす笑うアリスの肩をカミュは両腕で抱き寄せた。

「でも、そうはならなかった」

　アリスもおずおずと手を伸ばすと、カミュの背中を抱きしめる。

　彼の体から漂う華やかな夜の香りは、毛羽立つアリスの心を宥めてくれるような気がした。

「アリス、俺たちで未来を作ろう。俺は、アリスとならばそれができると信じている。橋の建設には俺も最大限協力したい。これは、俺たちふたりのプロジェクトだ」

　まだ、結婚を決めたわけではない。

　それなのに、カミュがひとりの人間として、自分を認めてくれて協力しようとしてくれていることが、とても嬉しかった。

（カミュのことが……好き、だ……）

　胸の中に湧き上がる思いを、今すぐ彼に伝えたい。

　けれど、いざ言葉にしようとすると、うまく音になってくれない。

　たった二文字を口にすることが、どうしてこんなにも難しいのだろう。

　本当は、今すぐ伝えたいことがあるのに。

　明日から関係が変わってしまうこと、迷惑をかけてしまうかもしれないことを思うと、どうしてもうまく形にできない。

　自分が告白をすることで、もしかするとまた大きな問題が起こってしまうかもしれない。

　彼の祖父のように、悲劇が起こってしまうのかもしれないと思うと怖かった。

　英雄は、恋の前ではひどく臆病で、ただ彼に悲しい顔をさせたくないという切実なる思いで胸を焦がした。

「明日の夜、魔族を集めた夜会を開こうと思う」

　突然の提案に驚くアリスに、カミュはにこにこと微笑みかける。

　難しい顔をしている自分の気持ちを、やんわりと受け止められたような気がした。

　焦るな、そんな声が聞こえた気がして、いつもこうして先回りをしてアリスに時間をくれるカミュに、また少しだけ胸の中に熱いものが込み上がっていく。

　アリスは今夜、少しだけ彼のその優しさに甘えてしまおうと心に決めた。

「夜会？　突然ね」

「アリスの計画に賛同する者たちを集めた、出資者たちのパーティーだ。人間界と魔界を繋ぐ橋の計画には、貴族はもちろん資産家や商人たちも興味を示している。うまくいけば、金にも技術にも困らない程度の繋がりが見込めるだろう」

　彼がそこまで本気でことを進めてくれていたこと、そして実行しようとしていることを知り、嬉しくて自然と笑みが溢れてしまう。

「ありがとう、カミュ」

　感謝の言葉に、照れたような顔でカミュは笑いかけてくれる。

「そこで……お前を俺の大切な人として紹介したい。いい、か？」

　ぎこちなく問いかけてくるカミュの尖った耳が、心なしかいつもより赤く染まっている。

　ベッドの上では、もっとすごいことをしているのに。

　こんなお伺いひとつで耳を赤くするカミュに、またひとつ愛しさが込み上がる。

　包まれた掌の体温が上がっていくのを感じながら、アリスは優しく微笑みかけた。

「とは言っても、かしこまった席ではない。皆、古くからの俺の友人で、身内だけのパーティーだ。人間界から来たアリスのことを見たい見たいと言って聞かないんだ。だから、その、嫌でなければ。ドレスも新しいものを用意させるし、だから」

「魔王のご友人なんて、面白そう。是非ご挨拶させて欲しいわ」

　嬉しそうな返答に、カミュは安心したように手を握りしめた。

「アリスに、一番似合うドレスを用意させる。楽しみにしてくれ」

　頷いたアリスに、カミュはそっと唇を重ねた。

　挨拶のような、触れるだけのキス。

　それでも、体温を上げるのには十分な愛しさがそこには存在している。

　いつか伝えたい、この思いを。

　そのためにはまず、自分にできることをやり遂げなければ。

　アリスは、月を見上げた。

　あの夜、魔王を倒すと誓い城を出た時と同じ顔で見上げる月はあまりにも美しく、その隣には静かに笑みを浮かべた魔王の姿があった。
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「どこが、身内だけのパーティーなのよ」

　広いメインホールは、数百、数千を越える蝋燭の明かりと美しいシャンデリアの光に照らされ、夜の中に美しい世界を浮かび上がらせている。

　魔界の夜。ホールには、仮面やレースで顔を覆った貴婦人たちが笑みを浮かべ、真っ黒な紳士たちが吸血鬼のようにダンスの相手を物色していた。

　魔族も人間も変わらない。夜は人を獣に変える。そして社交界は、絶好の狩場だ。

「アリス」

　声をかけられ振り返ったアリスの結い上げた髪から、キラキラと銀色の光が舞い散る。

　マルがセットしてくれたアップのヘアスタイルには、特別な魔法がかけられている。

　アリスが少し動く度に光の粒が周囲を舞い、妖精の通り道のように輝く。

　背中と胸元が大きく開いたすみれ色のドレスは、裾にもあの銀の魔法がかけられており、歩く度に水面の上につま先を置いているような波紋が浮かび上がっていた。

「素晴らしい。さすがは、俺のアリス。まるで本物の精霊が魔王の城に迷い込んだのかと思った」

　そう言ってにやりと笑うカミュは、ブラックフォーマルに身を包んでいる。

　ジャケットの前に細いシルバーチェーンがいくつも掛け合わされたアクセサリーをつけており、ゆるくたわんだチェーンが重なって美しく揺れていた。

「あなたにこんなに友人が居たなんて、知らなかったわ」

「俺も、今日初めて見る顔が結構いるがな」

　どうやら、夜会の事情は本格的に人間界と変わらないらしい。

　友人が友人を呼び、こうしてホールは出会いの場になる。

「魔王様、ごきげんよう。こちらが例のお嬢様？」

　近づいて来た黒いドレスの夫人は、虹色の羽根が揺れる豪華な扇子を揺らしながら会釈をした。

「これはこれは、ボヌール夫人。お久しぶりです。アリス、彼女はボヌール夫人。母の友人だ」

「お初にお目にかかります。お会いできて光栄です」

「可愛らしいお嬢さんね。魔王様に、嫌なことを言われたらいつでも連絡を頂戴ね。あたしが叱ってあげるから」

「心強いです」

　礼儀正しいアリスに、夫人は秘密を打ち明ける時のように声を潜めて顔を近づけた。

　百合の花の強い香りが漂い、夫人の甘い笑みが耳元で鈴のように転がる。

「皆、あなたと話したくてうずうずしてるわ。魔王様との関係を、あれこれ聞かれたくないなら、今夜は彼のそばを離れないことね」

「ありがとうございます。けど、彼は人気者ですから。ずっと一緒というわけにも」

「あら、気をつけた方がいいわよ。魔王様が夜会を開くなんて久しぶりですもの。狙っている雌蝙蝠めすこうもりがあちこちにいるわよ」

　そう言われて顔を上げると、なるほどあちこちの仮面の下の視線がカミュに集中している気配を感じた。

「肝に銘じておきます」

「ふふふ。あなたとは仲良くなれそう。楽しい夜を、人間のお嬢さん」

　夫人は扇子をひらひらと揺らしながら、知人たちへの挨拶回りへ戻って行った。

（なるほど、魔界の社交界も人間界と同じ……というわけね）

　先ほどまで近くに立っていたカミュは、既に多くの貴族たちに囲まれてよそ行きの笑顔で受け答えをしている。

（落ち着くまで、様子見かな……）

　久しぶりの人混みに、喉が乾いてしまった。

　ひとりでうろつくより、カミュが落ち着くまで待つのが得策だろう。アリスは人混みをかき分け、窓際へと歩み寄った。

「アリス様、お飲み物はいかがですか？」

「あ、あなたは……」

　そこに立っていたのは、先日書庫で出会った青髪の貴族。サルシュア卿、その人だった。

　ブラックフォーマルに身を包んだサルシュア卿は、美しい髪をひとつに束ね、ワイングラスをふたつ手にしている。

　ひとつをアリスに手渡しながら、サルシュア卿は自然と隣に並んだ。

「アビルドラ様もいらしてたのですね」

「サルと、呼んで下さい」

「……サル様も、夜会はお好きなのですか？」

「正直なところ、苦手なのです。けれど、あの魔王様が久しぶりに主催されると聞いて、いてもたってもいられなくなりました」

「さっきお会いした方にも、似たようなことを言われました。そんなに久しぶりなんですか？　魔王様主催の夜会というのは」

「数百ね……いえ、そうですね。随分と長い間、やられていませんでしたね」

　今、数百年と言おうとしたのだろうか。

　魔族と人は寿命が違うと知ってはいたが、改めて聞くとその違いに呆然としてしまう。

「緊張していますか？」

「ええ。こんなに大勢の人に囲まれたのは久しぶりで、緊張しちゃって」

「人じゃありません」

「え？」

「魔族、です」

　正確に言い直され、アリスの背筋が少しだけ伸びる。

　皆同じ人、そんな風に感じていたのであまりにも自然に出てしまった。

　しかし、サルの瞳が鋭くアリスを射抜き、何か言ってはならない言葉を口にしてしまったのだとすぐに理解した。

　こういう瞳を、戦場で何度も目にしてきた。そこには、冷たい炎のようなものが燃え上がっているような気がした。

「失礼致しました。こんなに大勢の魔族の方がいる夜会は初めてなので、緊張してしまって」

　アリスの言葉に、サルは再び目を細めて笑顔を浮かべた。

「無理もありません。今日ここに呼ばれているのは、魔族の中でも魔王様と親しい由緒ある眷属けんぞくの家系ばかりです。気をつけて下さいね」

「気をつける……とは、どういう意味でしょうか？」

　相変わらずにこにこと笑顔を浮かべているサルの言葉に、見えない棘を感じる。

　訝しむアリスに、サルは笑みを崩さない。

「失礼。人間界では、魔王様はあなたに倒されたというほら話を信じている者も多いと聞きます。そういう話を聞いて、気分を害する貴族も多いのではないかと、心配しているのです」

「……何を、仰りたいの？」

「誤解しないで下さい。わたしはアリス様の味方でいたいと思っているんですよ」

　味方、そんな言葉を口にするとは思えない冷たい空気を、サルから感じる。

　口をつけようとしたグラスを通りがかった給仕に返却して、アリスは背筋を正した。

「もちろん、そのような噂があることは存じ上げておりますわ。けれど、これから時代は変わります。私が、変えてみせます」

「ほう？　魔王様の肩を持つ、と？」

「真実を伝える、それだけです。カミュは……魔王様は私を信じて下さいました。だから私も彼を信じたい。人と魔族が共に世界を作り上げる。そういう時代を、私はこれから目指していくつもりです。誤解があるのであればそれを解き、真実を伝える。それが、私の役目であると感じております」

　今ここに居るのは、よその国から連れて来られた婚約者候補であり、そして国を背負って立つ人間の代表である。

　誇りを胸に姿勢を正したアリスに、サルの目が不気味な光を浮かべた。

「素晴らしい。やはり、アリス様はわたしが思った通りの方です」

　にこにことよそ行きの笑みを浮かべた男は、仮面のように表情を貼り付けたまま声を低くした。

「けれど」

　唇を耳元に寄せたサルは、周囲には聞こえない音で呟く。

「魔王様は本当に、あなたに真実だけを伝えているのでしょうか？」

　ねばつくような響きに、アリスは耳元を押さえて半歩下がる。

「どういう意味か、わからないのですが」

　目を細めるアリスに、サルは目尻を下げた。

「もちろん、人間界で流布されているくだらない噂が真実ではないことを、魔族は皆知っております。しかし、誰しもが正しく真実を理解しているとは限らない」

「真実？」

「魔王様もまた、あなたの知らない一面があるかもしれない。そうご忠告申し上げているのです」

　カミュは、自分には嘘をつかない。その自信はある。彼の言葉に助けられ、今日まで支えてもらった。

　しかし、アリスは改めて思う。魔王のことを、ほとんど何も知らない現実を。

「魔王様が、私に嘘をついていると仰りたいの？」

「さあ、そこまでは。けれど、隠しごとのひとつやふたつ、あるものではありませんか。いくら英雄のあなたとて、魔王様のすべてを知っているわけではないでしょう？」

　そんなことは、関係ない。

　カミュが今日まで自分に向けてくれた信頼を前に、アリスはサルの言葉を否定しようとした。

『あの二番目に高い塔のてっぺんは出入り禁止だ』

『封じられている？　なんのお話しですか？』

『マル、何をしているのですか』

　カミュが行くことを禁じた、あの塔。

　マルは、知らない様子だった。

　そしてその話をした時に、タイミング良く現れたケイビ。

　あの時は、特別不思議だと思わなかったけれど。今思い返すと、やはり何かが引っかかる。

「思い当たる節が、あるご様子ですね」

「私、は……」

　否定をしなければ。そう思うのに、うまく声が出せない。

「騙されている、そう思ったことはありませんか？」

　これ以上、この人の言葉を聞きたくない。

　顔を上げたアリスに、サルはただ優しい微笑みを向けている。

「すみません。意地悪を言いました」

　青い顔をしているアリスの手を、サルはそっと取ると唇を指先に落とした。

「あなたを前にすると、どうも気持ちが昂ぶってしまう。無礼をどうかお許し下さい」

「気にして、ません……」

「わたしでは、駄目ですか」

「え……？」

　サルの目が、真っ直ぐにアリスを見つめている。

　その美しい瞳の奥に眠る感情が、まるでわからない。

「もしもあなたが望んで下さるのであれば、わたしは貴族である自分の誇りを捨ててもかまわない」

「ご冗談を……。どうお答えすべきか、困ってしまいます」

「本気だと言ったら？」

　はっきりと口説かれていることは、わかる。

　けれど、アリスの耳にサルの言葉は、愛を囁くにはあまりにも冷たく響く。

　帰りたいと思った。今すぐこの場所から、抜け出したいと。

　それは、魔王の城へ初めて足を踏み入れた、あの時の感情とよく似ていた。

「何をしている。サル」

　低く響いた声に、背中が軽くなったような気がした。

　引き剥がすように引かれた背が、あたたかな胸元に触れる。

　肩を抱いた掌は燃えるように熱く、そのぬくもりがようやく息の吸い方を思い出させてくれた。

「これはこれは、魔王様。この度は、このような盛大な会にお招きいただき……」

「何をしていたのかと聞いたはずだが？」

　びりびりと感じるほどの圧力に、それがカミュの声によってもたらされているものなのか、それとも魔力のせいなのかアリスには判別できない。

　ただ、彼が今、ひどく怒っていることだけが伝わってくる。

　周囲の人たちも、魔王の放つあまりに重苦しい空気におしゃべりを止め、じっとこちらを見つめていた。

「アリス、何を言われた」

「私は……」

　どう答えるべきか、戸惑うアリスを前に口を開いたのはサルだった。

「ダンスの申し込みをしていたのです。魔王様は、社交がお忙しそうだったので」

「本当か？」

　こくりと頷いたアリスに、納得はしていないものの一応怒りの矛を納めたカミュは、サルを一瞥し背を向けた。

　アリスの手を握り、ホールの中央へと歩み出る。

　魔王の気迫に、ホールの中に自然と彼の通る道ができた。

「カミュ？　あの……」

「踊るぞ」

「あ……」

　カミュの言葉に、どこからともなく音楽が奏でられる。

　自動演奏のヴァイオリンやチェロが美しいワルツを響かせ、踏み出したふたりのステップをホール中の観客たちがじっと見つめている。

「カミュ、待って。急に……」

「ダンスは苦手か？　なら、俺が教えてやる。だから」

　腰を抱かれ、近づいた体が次の動きを教えてくれる。

「だから、今夜は俺以外を見るな」

　アリスはただ腕に身を任せ、軽やかにステップを踏み込んでいく。

「……もしかして、嫉妬？」

「うるさい」

　そう言って目を逸したカミュの耳は、こちらからでもわかるほどに真っ赤に染まっている。

　こんなにもわかりやすく、愛を伝えてくれる魔族がいるなんて知らない。

『騙されている、そう思ったことはありませんか？』

　先ほどのサルの言葉が蘇りそうになって、アリスは首を横に振った。

　やがて音楽が二周目に入り、周囲に立っていたゲストたちもダンスに参加していく。

　美しく優雅に舞う夜会の中で、アリスはステップに集中した。

　踊るふたりの姿を、サルがじっと見つめていることに、アリスは気づいていない。

　背中越しに牽制をするように、カミュはその男を横目にしっかりととらえる。

　それは、静かで激しいワルツだった。
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　ひんやりと冷たい風が頬を撫で、吐き出した吐息の温度を下げてくれる。

「ふ、あぁあぁ……」

　情けない音を出しながら噴水の縁に腰を下ろしたアリスは、自分の吐き出した息に強いアルコールの気配が混じっていることに気づきからからと笑い声を上げた。

「飲みすぎだ。ほら」

　呆れたように首元のタイを解き、カミュは細いグラスを差し出してくれた。

　そこには、無色透明な水が注がれていた。

「ありがとう……」

　乾いた喉に、冷たい液体は染み込んでいく。

　飲みすぎたワインのことを思い出しそうになり、アリスは目を閉じた。

「どうしたんだ？　パーティーは、得意だと思っていたんだがな」

「返す言葉もございません……うぅ」

「肩、使え」

　そっと抱き寄せられ、もたれる場所ができると少しだけ体が楽になったような気がした。

　遠くから、ワルツの音色が響いて来る。

「ここまで聴こえて来るのね。魔法のヴァイオリンは」

「夜会に音楽はつきものだ。頭に響くか？　もう少し、遠くまで行くか？」

　カミュの言葉に、アリスは力なく首を横に振る。

　ほんの少し視界が揺れただけで、不快が再びこみ上げて目を閉じた。

「すごい人気だったな。アリス様」

　わざとらしい呼び方に、アリスは眉根を寄せる。

「モテモテだったな。あそこまで、今夜の花になるとは思わなかった」

　カミュの言葉は、冗談でも大げさでもなく事実だった。

　アリスはあれから、貴族の御婦人方に囲まれてあれやこれやと質問責めにあったのだ。

　魔王様とはいつから、ふたりでいる時の彼はどんな感じなのか、もう式の日取りは決まったのかと聞かれたところまでは覚えているが、それ以上は勧められるままにアルコールを口にしていたせいで詳細は霧のように記憶の奥で溶けている。

「ああいう場ではペースを落とした方がいいと、伝えておくべきだった」

「別に、ペースを考えなかったわけじゃ……」

「じゃあなんで、そんなにぐだぐだになってるんだよ」

　けらけら笑っているカミュの腕に、アリスは自分の腕を絡め胸元で強く抱きしめた。

「それは……」

　顔を上げたアリスはその場で言い返したかったけれど、言えなかった。

　確かに、陽気な御婦人方に勧められるままにグラスに口をつけたのは自分だ。

　けれどもちろん、こんなになるまで飲んでしまったことには、理由がある。

　今夜の花は、アリスだとカミュは言った。

　しかし、それは自分だけではなかったとアリスは思う。

　主催であるカミュもまた、大勢のゲストたちに囲まれていた。

　顔見知りの貴族たちや、その友人らしき女性たちに囲まれているカミュを見ているともやもやした気持ちがこみ上げて来て、そんな光景を見たくなくてついついグラスを進めてしまった。

（そんなこと、言えるはずない……）

　独占欲。そんなものが、自分の中に存在していることが驚きだった。

「ほー？　素直じゃないな？」

「……私はいつでも、素直よ」

　また、あの言葉が蘇って来そうになって、アリスは目を伏せた。

　いつまでも、あの時のサルの冷たい瞳がつきまとっている気がする。

『魔王様は本当に、あなたに真実だけを伝えているのでしょうか？』

　そんなこと、アリスが一番知りたい。

　信じているのに、信じたいのに。

　一度芽生えた疑念は、黒々とした夜の雲のように、アリスの胸を覆っていく。

「なら、体に聞いてみるしかないようだな」

「え……っ、あ……ッ！」

　カミュはそう言うと、アリスの肩を抱き寄せ手をそっとドレスの中へと忍ばせた。

「な、に……！　ま、って……」

　脚の間を軽く撫でられるだけで、ざわざわと背中が震えた。

　ガーターベルトのラインを確かめるように指先を進めていくカミュは、下着の上からアリスの夜を探って来る。

　強く触れられているわけではないのに、その存在を強烈に意識して耳が熱くなっていくのがわかった。

「待たない。アリスに、早く触れたくてたまらなかった」

　途切れるような息の合間に、低い声で囁かされると耳の裏がじわりと熱を持つのがわかった。

「な、に……、怒ってる、の……？」

　その不機嫌そうな響きに見上げると、カミュは少し驚いたような顔でアリスを見下ろした。

「怒ってない」

　そう言う声は、やっぱりいつもより棘が感じられる。

　自分は、何かしてしまったのだろうか。不安げに見上げた瞳に、カミュは乱暴に口づけを落とした。

「ン……っ」

　口ではそう言いながらも、歯列を割ってくる舌先は、いつもより強引で甘く痺れるような熱を運んで来る。

「ん、んん……ッ、は……ふ……」

　息をすることさえ許してくれない唇が、顔を傾ける度に深く忍び込む。

（やっぱり、怒ってる……）

　こんな風に乱暴に求められるのは、初めてだ。

　一体どうして。わからないことが不安で泣きそうになるアリスの目の前で、カミュはようやく唇を離してくれた。

「悪い。怒ってはいないが、機嫌は良くない……な」

「私のせい……？」

　恐る恐る尋ねるアリスに、カミュはふるふると首を横に振っている。

「今日は、アリスが主役の夜会だ。そうしたのは自分で、実際に皆に囲まれているお前を見て嬉しくなった。けど」

「あっ……ッ！」

　カミュの指先が、布の下の敏感を摘んでいく。

　その直接的な刺激に声を上げたアリスを、男は満足そうに見下ろしていた。

「見られたくないと思った。アリスの魅力を、誰にも知られたくないと思った。こんな風に甘い声でとろける顔を、知っているのは俺だけでいいと、そう思った」

「やっ、ま……っ、あ……っ、ア……ぁ……、ン……ッ！」

　アリスの好きなところばかりを擦る指が、熱を引きずり出し高みへと連れていく。

　その優しくて乱暴な愛撫に、アリスは自分の口元を掌で覆った。

「んん……っ、んー……ッ！」

　くぐもった声に、掌をあやすように顔を近づけたカミュがかき分けるようにして唇を舐めてくる。

「そん、な……、の……ッ！　カミュ、だって……」

「俺が……なんだ？」

「や……、あぁ……ッ」

　声を出せないほど追い詰めて来る甘い指に、いやいやと力なく震えるアリスの肩をカミュは意地悪とは違う力で抱き寄せて来る。

　囁かれ甘やかされる感覚に、大切な気持ちが溢れて溶かされるような気がした。

「カミュ、だって……皆、魔王様のこと……大好き、なんだから……ぁ……」

　湧き出るような快楽の波の中で、アリスはもう自分が何を口にしているのかもわからなくなっていく。

「英雄殿は、自分がどのような目で見られていたのか、理解していないようだな」

「へ、あ……、っ……」

　カミュはドレスをそっとまくりあげると、アリスの腰を掴んで引き上げた。

「な、に……」

　噴水の縁に手を付かせ尻を突き上げるアリスの腰を、カミュは容赦なく突き上げた。

「あ、ああ、あ……あ……、っ……！」

　まだ閉じたままの蕾が、それでも蜜をまとわせながら男の熱を飲み込んでいく。

　叩きつけられた容赦のない快楽に、アリスは悲鳴を上げている。

「だ、め……！　カミュ、こんなとこ……ろ、で……っ」

「ほう？　まだそんな口がきける余裕があるのか。なら、加減はいらないな」

「ちょ……、ひ、ぁ……ッ、んん……ッ！」

　腰元をしっかりと掴み叩きつけられる欲望は、羞恥と悲鳴と伴ってアリスの体を飲み込んでいく。

「サルがアリスを見る目、ゲストたちが向けるその瞳は、このドレスの下を想像している目だった」

「そん……、考え、す……ぎ……、あぁ……ッ！」

「アリスはまだ気づいていないのか。お前のこの声に、体に、どれほどの魅力があるのか。人の世界からやって来た聖女。彼女ならば、魔王も封印されていいと望んだ理由がわかると社交界では噂されていたぞ」

「しら、な……っ、ン……ンン……ッ！」

　魔界の貴族たちの噂話など、知るわけがない。

　それなのに、無自覚さを叱るようにカミュの熱は容赦なくアリスの悦楽を抉り、欲望を引きずり出して来る。

　震える膝に力を込めると、内側を支配する男の熱に、次の吐息がこぼれ落ちた。

　熱の先端が沈み込む度、体が溶かされていくのがわかる。

　崩れないように力を入れると、より深い感覚を引き寄せてしまう。

　抵抗しても受け入れても、逃れられない悦楽にここが外であることを忘れてしまいそうになる。

「想像した。アリスが、こんな風に他の誰かに抱かれるところを」

「あ、……ッ、そ、こ……、や……、ン、んん……、っ……！」

　強く腰を押し当てながら、カミュは上体を倒しアリスの耳の裏に息を吹きかけた。

「狂いそうだ」

　低温が、鼓膜を直に撫でたような気がした。

「は……、ぅ……ッ、ン……」

　自分の中に、自分の知らない何かがある。それを認めるのが、怖かった。

　カミュが多くの人に囲まれて、たくさんの笑顔を生み出している。そのことが嬉しい反面、ちくちくとしたものが生まれる。

　その目に映るのが自分だけであればいいなんて、いつから自分はこんな風に思うようになってしまったのだろうか。

「こん、な……」

　ただ、揺さぶられる激情の中で、今伝えなければいけないことがあると感じた。

　もしも彼が、自分と同じ気持ちを抱えているのだとしたら。

　これが、今の自分にできる唯一の誠実であると思えた。

「こんなことを許すの、は……、カミュだけ……、よ……」

　息も絶え絶えのアリスの後ろで、男は低く笑いを噛み殺した。

「その言葉。今度、繋がってない時にもう一度言ってくれ」

「は、ぁ……、ッ……！」

　探られる力が強くなり、最初の波が近いことがわかった。

「今はただ、この体に刻もう。アリスの男が、誰なのかということを」

「ひ、……ぁッ、んん……ッ、や……あ……っ」

　背中の男が低く呻き、今夜自分が誰に抱かれているのかをはっきりと意識させられた。

　震えて崩れそうになる腰を抱き、カミュはそっと噴水の縁にアリスの体を横たえる。

　まだ荒い息を宥めるように、カミュが前髪をそっとかき上げてくれた。

「大丈夫か？」

　うまく声が出せなくて一度だけ頷いたアリスの額に、カミュはそっと口づけた。

「手加減、して……よ。こっちは、初心者……なの、よ……」

「悪い」

　素直に謝るカミュに、アリスは目を閉じた。

　遠くからワルツのメロディが響き、流れる水の音と共に気持ちが凪いでいく。

「ひどい、夜だった……」

「眠れ。あとは俺が、なんとかする」

　何をどうするのだろう。ぼんやりと考える頃には、アリスの意識は真っ暗な夜の中に落ちていく。

　眠りたくなどないのに、こんなにも安心してしまうそんな人を、信じていたいと強く思う。

　けれど。

　長い夜の下で、魔王城での夜会は続く。

　眩しいくらいに照らす月明かりに、城の塔はぼんやりと鈍い光を帯びていた。
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　大きなひとり掛けのソファに腰を下ろしたまま、アリスは手元の刺繍枠を膝の上に置き窓の外をぼんやりと眺める。

　今日の魔界は、雨が降っている。

　黒い霧が森の上を覆い、ひんやりと部屋全体が冷えている。アリスの体を案じて、マルが暖炉に火を入れてくれた。

　ぱちぱちと弾ける炎の音が、どんよりとした気持ちを鎮めてくれるような気がする。

　カミュは朝から、議事堂に籠もって災害対策に関する話を進めていた。

　ここ数年、魔界では雨量が増えているらしい。川の増水や山が崩れることに怯えるのは、魔族も人も変わらない。

　曇った窓ガラスの向こうには、大きな塔が見える。

　入ってはいけないと言われたあの二番目の塔は、今日はなんだかいつもより大きく見えた。

「カミュのことは、信じてる……けど」

　確かに、隠されているものがある。それは、アリスのためを思ってのことだったはずだ。

　しかしその反面、心の中にもやがかかっているような、不明瞭な思いがそこにあることもまた事実だった。

「カミュは、人の体に障るものが封じられていると言っていた。一体、どんなものが封じられているのか……」

「なんの話だ？」

「ヒッ！」

　突然後ろから息を吹きかけられ、アリスは耳を押さえて立ち上がった。

　膝から転げ落ちた刺繍枠を取り上げたのは、カミュだった。

「素晴らしいな。アリスには、このような才能もあったとは」

　裏返してじっくりと眺めるカミュは、興味深そうにアリスの手慰みを観察している。

「会議は？　もう終わったの？」

「ああ。午後は、アリスと共にゆっくり過ごしたいと思ってな。何かしたいことはあるか？　乗馬、狩り、アフタヌーンティーに、それから……」

「塔を、見てみたいって言ったら？」

　アリスの提案に、楽しげだったカミュの表情が僅かに強ばる。

　その変化に、当たって欲しくなかった予感が当たってしまったのだと予感した。

「その、前……人間が行くと危ないって言ってたでしょう。けれど、興味があって。私も、人間の代表として、それから英雄としても、そういったものが存在するのならこの目で見ておきたいの。カミュが一緒なら、その」

「許さない」

　鋭く言い放たれた言葉に、反論するなという強い意志が含まれている。

　カミュがこれほどまでにはっきりとした拒絶を見せるのは、初めてのことだった。

「なぜ」

「言っただろう。あの場所には、人には危険なものがある。だから、例え俺が一緒だったとしても、安易に連れていくわけには」

「何か隠してるの？」

「……なぜそう思う？」

　質問を質問で返した男の言葉に、疑惑が確信へと変わった。

「……失礼します、魔王様」

「アリス、待ってくれ。話を」

「話すことは、何もないわ」

　カミュがかける声を振り切り、アリスは部屋をあとにした。

　広い廊下を進みながら、怒りが悲しみに変わっていく。

　カミュに隠しごとをされていた。その事実は、自分で思った以上に辛くて、悲しくて、苦しい。

（どんなことでも、言って欲しかった……）

　信じたかった。カミュのことを。ずっと、信じていたかったのに。

　たったひとつの綻びが、胸を支配していく。

　いつの間にこの心は、こんなにも彼でいっぱいになってしまっていたのだろうか。

『アリス』

　名前を呼ぶ時、彼はいつも少しだけ目を細める。

　柔らかな笑みも、優しいぬくもりも、いつだってアリスを安心さえてくれた。

　動揺を通り過ぎてしまえば、そこにあるのはただ愛しさだった。

（カミュは、私のことを……本当は、どう思っているのかな）

　今までの優しさを、時間を、疑うことはいくらでもできる。

　それでも、彼がくれたものをなかったことにはしたくないと思った。

（……やっぱり、ちゃんと話をしよう。それでももし本当のことを、話してくれないのなら、その時は）

　やはり、カミュの言葉できちんと聞きたい。

　もしも嘘をつかなければならないなら、その理由を説明して欲しい。

　このまま終わりにしてしまうには惜しいと思える程度に、アリスはカミュを思っていた。

「戻らなきゃ……あっ！」

「きゃあっ！」

　振り返ったアリスの前に、黒いメイド服が横切る。

　どんっと真正面からぶつかった拍子に、お互いの体が廊下の上に転がった。

「い、たた……」

「申し訳ございません！　アリス様！」

　地面に穴を空けそうな勢いで手をついて謝るメイドの青い髪が、照明の下で柔らかく揺れた。

「気にしないで。ぼんやりしていたのはこちらの方よ」

　不安げな様子で顔を上げたメイドは、見覚えのある面差しをしているような気がした。

「あなた、どこかで会ったことあるかしら？」

「いえ。わたしは、今日こちらに来たばかりですので……」

「そう……？」

「あの、こちらをアリス様のお部屋に届けるよう申し付けられました」

　メイドの女性は、小さな小包をそっと差し出した。

　黒の四角い箱の上には、真っ白な封筒が乗せられている。

　その封蝋には、ユグリアル国。アリスの生まれ故郷の印が押されていた。

「父からだわ。手紙が無事に届いたのね！」

　アリスは箱を受け取ると、手紙を取り出した。

『愛する我が娘へ』

　懐かしい父の筆跡に、アリスは文面を確認していく。

　そこには、アリスへの謝罪。突然こんなことになってしまってすまないという言葉と共に、辛くなったらいつでも帰って来ていいと書かれていた。

　箱の中には、故郷で作られた蜂蜜のボトルがきらきらと輝いている。

「素敵ですね。アリス様の、お父様からの贈り物ですか？」

「……ええ、そのようね」

「では、早速本日のアフタヌーンティーの時にお出しします」

　メイドの言葉に、アリスはじっとボトルを見つめている。

「せっかくですし今、味見されますか？」

「ここで？」

　メイドの女性は、ポケットからティーメジャースプーンを取り出した。

　手慣れた様子でボトルを取り上げ、女性は蜂蜜の栓を抜く。

　とろりと流れる黄金色の蜂蜜は、丸いティースプーンにぽってりと小さな湖を作り上げる。

「本当はいけないのですが、アリス様もふるさとの味をすぐに確かめたいかと思って」

「え、ええ。ありがとう……」

　なぜだろう、この蜂蜜を口にすることが正しいことなのかわからない。

　そんな感覚に手が止まる。

　しかし、甘い香りに誘われるように唇が、スプーンへと吸い込まれていく。

　あと少しで、この甘い蜜を口にすることができる。

　それは、抗いがたい誘惑だった。

「やめろ！」

　突然、大きな声と共に手元が払いのけられる。

　なぜ自分がここにいるのか、ここに立っているのか、一瞬わからなくなった。

「カ、ミュ……？」

　宙を舞ったスプーンから。蜂蜜が降り注ぐ。

　柔らかくまるで水のように変化した蜂蜜の前に、カミュが飛び出した。

「……くっ!?」

　アリスにかからぬように抱き寄せたカミュの腕に、黄金色の雨が降り注ぐ。

　低い声を上げたカミュの腕から、しゅわしゅわという音と共に煙が上がった。

「カミュ！」

　弾かれたように我に返ったアリスの前で、カミュが膝をついた。

「しっかりして、カミュ！」

　ひと目で見てとれる。その腕が、服ごと溶けていることが。

「アリス、平気か……？」

「私は平気！　なんなの、これ……誰か！　誰か来て！」

　アリスはドレスの裾を破くと、それを手にぐるぐると巻きつけ簡易の手袋にした。

　まだしゅわしゅわと音を立てているカミュのジャケットを引き裂き、廊下の上に放り投げる。

　廊下の上で、薄い布は床を侵食していく。立ち込める煙に、アリスは顔をしかめた。

「手慣れているな」

「旅でね、って感心してる場合じゃない！　ひどい怪我なのよ！」

「アリスが無事で良かった」

　こんな時にまで、人の心配をするなんて信じられない。

「誰か！　早く、来て……あれ、さっきのメイドは……？」

　とにかく人を呼ぼうと顔を上げたアリスの前には、カミュ以外人の姿は見当たらなかった。

「メイド？　メイドがいたのか？」

「いたわよ。カミュが来る直前まで一緒で……」

「俺が見た時には、アリスはひとりだった」

「どう、して……」

　混乱するアリスの前で、カミュは溶けた腕の上に手をかざした。

　ぽうと青い光が灯り、腕がみるみるうちに元へ戻っていく。

「すごい……」

「魔王は、政治以外のこともできる」

　カミュは立ち上がると腕を払い、服さえも元の通りに再生させた。

　そして、アリスのドレスに触れ破れた箇所だけでなく、色までも鮮やかな黄緑色に変えてしまった。

　遊ぶ余裕があるということは、本当にもう平気なのだろう。

　ほっとした途端に、大きなショックが体を覆っていく。

　カミュが、自分のせいで怪我をした。その事実が、重く肩にのしかかっていた。

「あのボトルは、どうしたんだ？」

　しゅわしゅわ煙を上げている蜂蜜は、中身を広げながら床を溶かし続けている。

「父から送られて来た、蜂蜜が入っていた瓶よ。中身は、別のものだったようね」

「魔法の痕跡を感じるな。中身は、蜂蜜ではなかったようだ」

　あのメイドも、魔法で作られた幻影だったのだろうか。

　底しれぬ大きな力を、アリスは初めて目の当たりにした気がした。

「この蜂蜜が、本当にアリスのお父様からの贈り物だったかも、怪しいところだ」

「やっぱり……」

　アリスの返答に、カミュは訝しむようにこちらを見つめた。

「何か、気になることでも？」

　床の上に投げ出された手紙を、アリスは拾い上げた。

　あの騒動で、いつの間にか床の上に落ちてしまっていたのだろう。

　そこには、たしかに父の筆跡で娘への愛が綴られている。

　しかし、アリスには予感があった。この手紙を書いたのは、父ではないのではないかと。

「父はいつも、私のことを名前で呼ぶわ。愛する我が娘へ、なんて絶対に書かない。愛するアリスへ、手紙ならそう書く。変だと思った。もっと早く、気づけば良かった」

「さすがはアリスだ」

「え……」

　カミュは振り返ると、そのままアリスの体を両腕でしっかりと抱きしめた。

「本当に、すまない……」

　潰れるような声で、カミュは囁く。

　その心の底からの謝罪に、アリスは無意識に彼の背に腕を回していた。

「カミュのせいじゃ、ないわ。私が……」

「アリスを危険にあわせた。片時も、離れるべきではなかった」

「カミュ……」

　強すぎるほどに抱きしめられた背中が、悲鳴を上げている。

　それでもアリスは、嫌だとは思えなかった。

「でも、カミュは来てくれたじゃない」

　怖い顔で、低い声で、アリスの無事を案じるカミュは、英雄のようだった。

「しばらく、城を離れよう」

「カミュ……？」

　突然の申し出に、アリスは彼が何を言っているのか理解できなかった。

　しかし、ひどく真剣な眼差しで彼はじっとこちらを見下ろしている。

　その瞳は、嘘のない真っ直ぐな色を浮かべていた。

















Level 10　星森峠の洋館
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　青い空を目にするのは、とても久しぶりだとアリスは思った。

　緑の森に囲まれた美しく深い森の洋館は、魔法の防御壁に囲まれているおかげで人間の目には見えないようになっているらしい。

　ここは、魔界と人間界のちょうど境目にあたる場所だとカミュは教えてくれたけれど、転移魔法を使って移動して来たため正確な場所はアリスにもよくわからなかった。

　ただ、見慣れた色の空や森が見えるだけで、どこかほっとするような肩の力が抜けていくような気がするのは確かで。カミュが、アリスのために用意してくれた場所なのだということがわかる。

「アリス、夕飯は何が食べたい？　アリスの好きなものをなんでも用意できるぞ」

　透明なティーカップに紫色のハーブティーを注ぎながら、カミュは笑顔を絶やさない。

　その気遣いが、空気を余計に重くしている。

「まだ、食欲がないわ」

「何か少しでも口にできそうなものがあればいいが。シェフに相談しておく」

　ターコイズブルーのベルベットソファに腰を下ろし、アリスはほっと息を吐く。

　堅牢けんろうな石造りの壁に大きな暖炉が備え付けられており、揺れる炎はまるで生き物のようにめらめらと激しく燃え上がっている。

　パーティーホールや晩餐室に舞踏用の大広間などが完備された石の洋館は、少しだけアリスの住んでいた城に似ているような気がした。

「そうだ。焼き菓子なんていいんじゃないか？　俺はあまり口にしないが、うちの城の焼き菓子は結構いけると評判なんだ。クッキーや、何か甘いものを用意させよう」

　カミュが心配をしてくれていることはわかっていたが、目を見ることはできなかった。

　今は、色々なことがありすぎて整理がつかない。

　父の名を騙る策略、狙われたのは明らかに自分だった。

　カミュが助けてくれたことはわかっているし、感謝もしている。

　それでも、療養という名のこの大移動に納得しているわけではなかった。

（心配してくれているのは、わかる。この館なら城より小さいから警護もしやすい。でも……）

　アリスの中には、懸念が残る。

　もしかするとカミュは、あの塔からアリスを遠ざけるためにこんな場所へ移動したのではないかと。

　ひとつ疑い始めると、次々に怪しげな点が目につく。

　そもそも、あの小包は誰から送られて来たものなのか。あの城に、そう簡単に侵入できる者がいるのだろうか。もしも、あの小包でさえカミュが用意した自作自演だったとすれば。アリスを城から遠ざけるための、嘘だったとすれば。

（……駄目。どんどん悪い方へ考えてしまう）

　彼を信じたい。けれど、そうするのが怖い。

　カミュの言葉を、勘ぐってしまう自分が嫌だ。

　ただの結婚であれば、こんな風に悩まなかったのだろうか。

　自分が、誰に憎まれているのか。何を背負っているのか。そういうものを思い出した時に初めて、アリスは自分の血を呪った。

　世界を守ると決めた時も、英雄として生きることを選んだ時も、これが自分に与えられた役割なのだと受け入れることができたというのに。

　今はただ、考えてしまう。

　なんのしがらみもなく、ただのアリスとカミュとして世界の上で出会うことができれば。

　きっと、彼のことを疑ったりすることもなかったはずであると。

（そうか、私……）

　ようやく、はっきりと自覚する。

　この胸にある思い。強くなればなるほど、口にすることができなくなっていく思いに、アリスはもう蓋をすることをやめた。

（私、カミュのことを……愛している、のね）

　嘘をつくのも、つかれるのも嫌だと思う相手は、家族以外では初めてだった。

　聞きたいのに聞けない。昨日までの関係が、違うものになってしまうことが怖い。

　誰かを好きになるという感情は、とても大きくて厄介だとアリスは思った。

「案内するほど広いわけではないが、ここもお気に入りの別荘のひとつだ。明日は、朝散歩をしよう。アリスが、疲れていなければ」

「カミュ、こちらへ来て」

　アリスの言葉に、カミュは黙って従ってくれる。

　椅子の隣に腰を下ろしたカミュの腕には、もうあの恐ろしい傷跡は欠片も残っていない。

　それでも、はっきりとこの目で目撃したあの深い傷を思い返すように、アリスはその腕を取ると見えない傷を慈しむようにそっと撫でた。

「……たまには、怪我も悪くないものだな」

　以前のアリスならば、冗談を言っている場合じゃないでしょうと怒っていたかもしれない。

　もっとはっきり、正面から彼とぶつかることができていたはずだ。

　あの、最初の夜のように。

　我儘でいられた自分が、とても幼く感じる。

　たった数日で、こんなにも作り変えられてしまった。

　恋は人を臆病にする、そういうことを教えられたとアリスは思う。

「アリス」

「ン……っ」

　何も言えないアリスの唇を、カミュの唇がゆっくりと宥めていく。

　落ち着かせるための口づけは、しっとりとアリスのざらついた気持ちを拭った。

「メイドやシェフも、信頼できる者ばかりだ。少々狭いが、しばらくはここでゆっくりと過ごそう。家族に会いたければ、里帰りをしてもいいかもしれないな。その時は改めて、俺も一緒に挨拶を」

「カミュ」

「アリス……？」

　気遣う度に増えていく言葉が愛しくて、これ以上聞いていられなくて。

　アリスは投げ出すようにカミュの腕の中に、飛び込んだ。

「ここが一番、安心する」

　それは、昼を夜に変える合図だった。
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　軋むソファは、大人ふたりが十分に横になっても広く余裕があった。

「は……、ぁ……ッ」

　喉を仰け反らせるアリスは、高い天井を見上げて甘く鳴いている。

　腰元まで下ろされたドレスはくしゃくしゃになって、男の掌に支えられていた。

「痛く、ないか？」

　気遣う言葉を向けられ、アリスはふるふると首を横に振る。

　ベッドに移動することさえ億劫で、重ねた唇の熱を逃さないように体を引き寄せた。

　少し離れるだけで魔法のような熱が途切れて、この時間が終わってしまうことが怖かった。

「いい、から……もっと、して……」

　冷静さなんて必要ない。ただ、こうして抱き合う熱だけが今のアリスにはすべてだった。

　忘れさせて欲しい。一瞬でも彼を疑ったこの思考を、洗い流して欲しい。

　どうしようもなくなるような感覚で、今すぐわけがわからなくなりたかった。

「熱烈なお誘いだな。不安なのか？」

「そう……怖い、の……」

　不安がどこから来るものなのか、アリスは考えたくなかった。

「大丈夫だ」

「あ……、ッ……」

　腰元を抱き、カミュの熱が体の軸を揺さぶった。

　背中が痺れて肩が崩れそうになるのを、カミュがゆっくりと支えてくれる。

　上体を起こしたその唇が、胸元にそっと近づいて来る。

「んっ、は……ッ、あ……、っ……」

　体勢を変えたことで、内側をなぞる熱が敏感に次の快楽を引き寄せて来る。

「不安なんて、すぐに忘れさせてやる」

「あ、ぅ……ッ、ん……っ」

　深い水の音と共に、唇が敏感なところを奪っていく。

　優しく唇を付ける音が、やけに大きく耳に響いて腰が鳴いた。

「何も考えるな。俺のことだけ、見てろ」

「カミュ……んっ、ン、ん……ぁ……、っ」

　少し腰を浮かせるだけで、痕がつくくらい強い指先が肌を引き寄せる。

　逃さないと囁く掌に、アリスの芯が溶かされた。

「あ……あぁ、だ、め……、そこ……気持ち、い、い……っ」

「知ってる。もっと、気持ちいいことだけ考えてろ」

「ひっ、あ……ッ！」

　器用に体を返され、天井を見上げる形になった。

　頭の上にカミュの影がかかり、視界が僅かに暗くなる。

「は、ぅ……っ、……ン、……ッ」

　引き抜かれた熱が、再び体の内側を探っていく。

　彼はもう理解しているのだ。この肌のどこに触れれば、アリスが甘い声を上げるのか。

「可愛い……」

　掠れた声で呟くカミュは、嬉しそうにアリスの頬に唇を寄せて来る。

　彼が体を少し傾ける度、カミュにしか触れさせたことのない場所を探られた。

　何が嘘で何が本当なのか、この腕の中にいると難しいことを考えなくて済むような気がする。

「言って……、カミュ、も……っと……、言って……」

「……可愛いよ。アリスを見ていると、あたたかな気持ちが胸に溢れて来る気がする」

「ン、ッ……」

　脚を抱えるように抱き寄せられ、体の芯を撫でられる。

　そんな感覚に、頭が痺れた。

「この体の内側にある」

　持ち上げた片足の膝に唇を寄せ、カミュの瞳がゆっくりとアリスを横目に見つめる。

　その流れるような視線が、それだけで体を嬲る熱と同じ効力を発揮していた。

「は……っ、ぅ……ッ、んん……、ん……ッ、……っ！」

　この瞳が、熱を昂ぶらせるスイッチになる。

　見つめられたところから火がついて、肌がまたひとつ敏感になった。

「俺の中にある優しい部分の大半は、お前にもらったものだ。アリス、お前のすべてが愛しい」

　少しずつ言葉で溶かすように、カミュは丁寧に声を落とす。

　ゆっくりと体を揺さぶる感覚が、段々速度を上げていく。

「んっ、ぁ……ッ、あぁあぁぁ……っ」

　深いところで繋がっているのに、欲望は果てなくて背に腕を回すと彼のブラウスが手の中でくしゃくしゃになっていく。

「アリス、もうイキそうだな？」

「や、だ……、っ……」

　カミュの言う通りだった。このまま、追い詰められ続ければ最初の終わりがやってくる。

　ギシリと軋むソファの振動に、ため息だけが熱くなる。

「終わり、たく……ない……」

　絞り出すように零した言葉に、アリスの瞳からひと筋の涙がこぼれ落ちた。

　それが、この行為に対するものなのか、それとも別の何かなのか考えることもアリスは拒否していた。

「……終わらない、終わらせたりしない。お前が望まない限り」

「あっ、ぅ……ッ、んん……ッ、は……っ、ぁ……あぁ……ッ！」

　言い聞かせるような激しい律動に、汗にまみれた背中が鳴く。

　強く掻き抱かれ、背骨が軋む。求められる感覚に、喉の奥が震えた。

「終わってほしくない……、カミュ、い……や……」

「泣くな、アリス。何度だって、抱いてやる。覚悟しろ」

「は、ぁ……ッ、あぁ……、ん……ッ、んん……、んー……ッ！」

　カミュが深く息を吐き出し、アリスの体が小さく震えた。

　擦り上げる粘膜から、体中に波が広がっていく。

　息を詰めると共に、視界に白い光が走った。

「んっ、ンン……っ、ぅ、……ぁ……っ」

　ぎゅうと背中に腕を回し、まだ痺れたままの腰を隙間なく押し付けるとひと呼吸置いてカミュが低く呻いた。

「く……っ、……ッ」

　心臓の音と同じ熱が、アリスの内側を叩いて震える。

　長い呼吸を前に、アリスはただその愛しさを受け止めていた。

「カミュ……んっ、ぅ……ッ」

　名前を呼ぶと、返事の代わりに口付けが下りて来る。

　味わうような唇を前に、アリスは目を閉じた。

「終わりに、するか？」

　試すような言葉に、アリスは唇で答えた。

「冗談でしょう」

　挑戦的な笑みを前に、カミュはこくりと喉を鳴らす。

　強気な瞳は、英雄の強さを讃えていた。

　陰る太陽の次には、月がやって来る。

　月明かりを待つ時間さえ惜しみながら、ふたつの影は再びひとつに重なった。

















Level 11　それは遠くて近い過去だった
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「ここにお前の力を当てろ。そうすれば、俺の力はすべてその玉に封じられる」

　美しい顔をした魔王は、その嘘みたいに綺麗な形の瞳を細めて、残酷な言葉を口にした。

「なぜ、そんなことを言う、の」

　アリスは、困惑していた。

　人々を長きに渡り苦しめてきた、魔族の親玉が今、アリスに命を捧げる言葉を口にしている。

　ここに来るまでは、そのつもりでいた。

　しかし、ここまで無抵抗に首を差し出されるとは、まったくもって予想していなかった。

「魔族が何歳まで生きるか、知っているか？」

「数百年と、聞いているわ」

「それだけの時間、誰かの争いをずっと見ているだけの生活は、楽しいと思うか？」

　想像したこともなかった。彼は人を滅ぼしたくて、だからこんな戦がずっと続いているのだと思っていた。

「わからない、わ……」

「答えは、ノーだ」

　悲しげな瞳で、魔王はこちらに微笑みかけている。

　すべてを諦めて疲れてしまった顔を、アリスはよく知っていた。

　多くの犠牲を前に、アリスも一時同じような顔をしていたことがある。

　それでも、国のため、平和のため、アリスはここまでなんとかやって来た。

　しかし、その夢を叶えるはずのこの場面で、どうして目の前の男が何もかもを諦めたような目をしているのか。

　無抵抗の男を、封印する。それが本当に、自分にとっての正義なのか、アリスはこの時初めて疑問を持ってしまった。

「もう疲れたんだ。俺の命でこの長い戦いが終わるなら、十分だ」

「どうして、諦めるの？」

「は……？」

　それは、自然と口を衝いて出た言葉だった。

「まだ何か、できることがあるかもしれないじゃない」

「そう思って、何度も行動してきた。しかし、この世界では力が最も重んじられる。最強の男がいる限り、平和は訪れない」

「あなた……平和を望んでるの？」

　魔王の口から出ると思えない言葉が、その唇から飛び出した。

「民の平和を願わない王が、居ると思うのか？」

　悲しげな瞳の色に、嘘はないと思ってしまった。

　だからこそ、許せなかった。

「冗談じゃないわ」

「何……？」

　アリスの低い声に、魔王は顔をしかめている。

　それはその日初めて見る、魔王らしい顔だとアリスは思った。

　ここに鏡がなくて良かったと、アリスは感じていた。

　恐らく、魔王よりも魔王らしい顔をしている自覚が今の自分にはあった。

「民の平和を願うなら、民が諦めていないのに王が諦めを口にしないで！」

　腹が立った。まがりなりにも、国を背負う王が民より先に降伏するだけでなく、すべてを捨てようとしている。

　その姿勢が、気に入らなかった。

　例え願っても、アリスは国王にはなれない。

　民のために国のために、自分が何かできるとすれば、命を賭けて今回の旅に出るしかない。

　だから、城を出たのだ。愛する家族を、国を、一度でもこの手で支えた実感が欲しかった。

　勝手な話であることはわかっている。ただ、目の前で自分が欲しいと思うものを簡単に手放そうとしている男を見て、どうしようもなく怒りがわいた。

　口にしてしまってから、しまったと思った。

　あの時、彼はなんと言っていただろう。

　確か、あの時。
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　目を覚ますと、夜の中に居た。

　柔らかなベッドの上で、体はすっかり清められていた。

　真っ白な綿のネグリジェは、透けるような素材で柔らかい。

（どうやって着せたんだろう……また、魔法かな）

　そろそろと立ち上がり、肩からショールをかけるとアリスは廊下へと出た。

　廊下は、やけに静まり返っている。

　人の気配がまるで見当たらず、なんだか足元がふわふわする。

　窓の外はひどい雨で、時折強い風が吹き付けてガラスが揺れた。

　そろそろと談話室に下りて行ったアリスの目に、男の背中が映る。

「カ、ミュ……」

　しかし、声をかけた瞬間それが彼ではないことに、アリスはようやく気づいた。

「こんばんは、アリス様」

「サル……様？」

　ソファから立ち上がったのは、サルだった。

「失礼致しました。いらしているとは、思いませんでした。このような格好で、申し訳ありません」

「こんな夜更けにご迷惑をおかけしているのはこちらですから。すみません、おやすみの時間に」

「いえ……あの、カミュは？」

　アリスの言葉に、カミュはテーブルの上に並んだカップを返し、紅茶を注いでくれた。

　あたたかな紅茶を差し出すサルからカップを受け取り、アリスは談話室のソファに腰を下ろした。

「実は、緊急の会合が開かれることになりまして。魔王様は城へ戻られました」

「そうですか……サル様は、戻らなくて平気なのですか？」

「わたしは、ただの伝令役です。あの組織ではまだ、下っ端ですから」

「ご謙遜を」

　サルは、自分のカップを引き寄せるとアリスの向かい側のソファに腰を下ろし紅茶に口をつけている。

「先日のことを、あなたにお詫びしたいと思いまして」

「……なんの、ことでしょう」

「いくら無礼講の場だったとはいえ、あなたに失礼なことを言いました。あなたの愛を、試すようなことを口にしてしまいました。非礼を侘びます。申し訳ありませんでした」

　あのパーティーの夜、揺さぶりをかけられたことは明白だった。

　彼がなぜ自分に対して、ああいう敵意を向けて来たのか、その理由がわからない以上油断はできないが、素直な謝罪にアリスはようやく肩の力を抜いた。

「気にしていません。突然やって来た人間を怪しむのは、当然のことです」

「やはり、あなたは魔王様が仰った通りの方だ。聡明で、度胸がある」

「いえ、そんな……」

　気恥ずかしさをごまかしながら、アリスはカップに口をつけた。

　喉がやけるほど甘い紅茶に顔をしかめると、サルはにっこりと微笑みを向けた。

「甘すぎましたか？」

「いえ、寝起きなので少し、驚いた……だけ」

　何かが、おかしい。

　そもそもなぜここに至るまでに、メイドの姿をひとりも見なかったのだろう。

　屋敷には、ケイビも共に来ていたはずだ。いくら人が少ないからと言って扉を開けてここに辿り着くまでに、誰にも会わないなんてことが本当にあるだろうか。

「まず、い……」

　遅かった。

　視界がぐわりと揺れ、目の前の景色が遠ざかる。

　なぜか目に映る背景が、二重に見えた。

　知っている景色の向こうに、別の部屋が浮かび上がる。

（しまった、魔……法……）

　幻は煙のように霧散し、知らない部屋の景色にとって変わっていく。

　アリスは、ようやく気づかされる。

　ここが、魔王の屋敷ではないことを。

　先ほどの紅茶に入っていた甘さが、蜂蜜であることを。

「おやすみ、アリス」

　耳に入って来る不愉快な声の犯人は、相変わらず美しい顔で微笑みを浮かべていた。
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「んっ、ぅ……？」

　頬に当たる水滴に目を開くと、やけに暗い場所に居た。

　石畳が頬に直接当たって、ひんやりと冷えている。

　どうやら自分は、床の上に直接寝かされているらしいことがわかって顔をしかめた。

「な、に……？」

　体を起こそうとするが、うまく上体が動かせない。

　引きつるような感覚があり、後ろ手に縛られていることがわかった。

「おはようございます、アリス」

　暗闇を叩くように、高い靴の音を響かせて人影が近づいて来る。

「よく眠れたかな？」

　暗闇の中から現れたのは、サルだった。

「何を、入れたの……あの、紅茶に」

「察しがいいですね。眠り薬です」

「蜂蜜に、混ぜたのね？」

　アリスの返答に、サルはニィと口元を歪めると彼女の後ろ髪を掴んで引き上げた。

「痛い……！」

「そうですか。でも、こんなの痛みに入らない。これから、そんな風に思わせてあげますよ」

　壁に叩きつけるようにして、アリスは体を起こされた。

　ここは、どうやら地下の貯蔵庫のようだ。

　ひんやりとしたレンガ造りの壁の前に、何本ものワインが棚に並べられている。

　乱雑に置かれたボトルを見て、やはりここは魔王の屋敷ではなかったとわかった。

　マルなら、あるいはケイビならば、こんな雑な倉庫にはならないとアリスはもう知っていた。

「ここは？　あなたの屋敷なの？」

「ええ。貴女の部屋の出入口に、特殊な転移魔法をかけました。人間界に近い場所への転移魔法は、構築に苦労しました。こんなものを容易く作れるあの方は、やはり唯一無二」

　熱に浮かされたように語る瞳は、ぎらついている。

　その瞳は、やがて歪んだ輝きへと変わっていた。

「納得できません。あなたのような、下等な生き物が彼を独占するなど」

　蔑むような言葉に、はっきりとした悪意が向けられている。

「なるほど。あなたは、魔王が私と結婚することに反対なのね」

「言うな！」

　叫ぶような声に、アリスは壁に背をつけた。

「許せないんだよ！　あの御方は、この世で最も尊き魂を持つお人。お前のような、下賤の輩が、近づいていい存在ではないのだよ！」

「……私に贈られた蜂蜜も、あなたね？」

「そうだよ。あのメイドは私の作り出した幻影。しかし、あれは誤算だった。まさか魔王様があんな形でかばうなんて……ああ、でも」

　サルはうっとりと天井を見つめ、両手を伸ばした。

　壁際をぼんやりと照らしている蝋燭の灯りが揺れて、サルの顔にさした影が不気味に揺れた。

「魔王様に、わたしの爪痕を残せたなんて……思い出しても、震えます」

　壊れている。彼にあるのは、底なしの執着。

　とても歪で脆く、一方的な愛情。

「言えばよかったのに」

「はあ？」

　裏返った声に、アリスは唇を噛む。

　嫌なものを見たせいだ。彼のその感情に、覚えがある。

　形は違う、表現の仕方も、それでもサルの中にあるものと同じ感情が自分の中に存在している。

「……言えば良かったのよ。その気持ちを。こんな形で表現しないで、真っ直ぐカミュにぶつけたらよかったのに！」

「言えるわけ、ないだろう……あの御方とわたしとでは、身分が違う」

「だから、近づく女を消そうって？　言い訳しないで！　あなたは、逃げてるだけよ。あなたが好きになった人は、身分とかそんな小さなことであなたを判断する。そんな人なの？」

「そ、れは……」

　サルは大きく目を見開いた。

　ぶつけた言葉は、暴力だ。自分にも跳ね返る、殴打のようにアリスの耳に響いている。

　言えば良かったのだ。こんな風に、もう会えなくなるかもしれないなら、もっと早くぶつかっていればよかった。

（どうして言わなかったんだろう。カミュに、好きだって……）

　ずっとそばにいてくれた。ただ、それだけのことが幸福だった。

　そんなことに、今更気づいてしまうなんて。

「な、に……」

　サルは、声を震わせ立ち尽くしている。

　一歩後ろに引いた靴が、じゃりりと砂を踏む音が聞こえて顔を上げた。

　彼が動けなくなったのは、アリスの言葉のせいだけではないことをアリスはようやく察する。

　座り込んでいてもわかるほどの、威圧感。部屋の中に冷たい風が吹き抜け、明らかに空気が変わったことがわかった。

「心外だな。貴殿は、俺がその程度のことで右往左往するような小さな男だと思っているのか」

　聞き慣れた低い声に、アリスはサルの背後に立つ男の顔を見上げた。

　にっこりと目を細めたその人は、ひと目見ただけで心から笑っていないことがわかる。

「カミュ……」

　知った顔を見つけた安堵に、アリスはようやく息を吐いた。

「以前、俺がアリスの父上に送った書状を、隠した者がいると聞いてな。俺が、彼女を迎えに行く日程が記載されていた、大事なものだ。知らないか？」

「申し訳、ありません……しかし、これには事情が」

　サルの言葉に、カミュは笑みだけを返している。

「では、彼女の縄に魔法がかけられていることにも、何か事情があるのか？」

「魔法……？」

　声を発すると、首の周りに細く青い光が輪のように浮かび上がった。

　サルはこちらに振り返ると、ニヤリと口元を歪めている。

「動くなよ。魔法を解除しなければ、抵抗した瞬間お前の首が飛ぶ魔法がかけられてる」

「……ッ」

　あまりにも凶悪な魔法を前に、アリスは喉を鳴らした。

「ああ、魔王様。貴方は誇り高き血族。このような下等な生物に誑かされて、その高潔な血に穢れが混じってしまうなんて許せない！」

　サルは、懐からガラス製のナイフを取り出した。

　その透明な刃先を振り上げる。

　血に、穢れが交じる。それをナイフで取り払おうとする男が、次に何をするのかわかって、アリスは叫んだ。

「やめて！」

　アリスの言葉に、サルの手が止まる。

「お願い、やめて……カミュを、傷つけないで……」

　カミュならば、ナイフで切りつけられたところですぐに治せるかもしれない。

　それでも、彼が傷つくところを目の前で見たくないと思った。

　目に見える傷も、見えない傷も、見たくないと思っている自分がいた。

「アリス、泣くな。初めてお前の涙を見た時、俺はもうお前に悲しい涙を流させたくないと思ったんだ」

　それがいつを示すのか、アリスは知っている。

「最初……出会った、時？」

　夢の続きのように、あの時のことが脳裏に浮かぶ。

　怒りと共に流れる涙、あの時も強く思った。

　この困ったような顔で笑う人に、そんな顔をさせたくないと感じた。

　あの悲しげな瞳と目が合った時、彼と自分は同じことを考えていると信じることができた。

　あの時から、ずっとその気持ちは変わっていない。

（そうか……私、最初からこの人のことを信じていたんだ。疑う隙なんてないくらい、この人の目が綺麗だったから）

　目を閉じると、瞼の裏にあの時の表情が浮かぶ。

　答えは最初から決まっていたのだと、わかってしまった。

「貴方に、彼女はふさわしくない！」

　引き裂くような声を上げた男の前で、カミュが低く笑う声が響いた。

「そんなことを言っていられるのも、今のうちだ」

　挑戦的なカミュの態度に、サルは一瞬唇を噛んだ。

　彼の気配が、魔王の次の手を読もうと鋭く尖る。

「そう怯えるな。俺は何もしない」

　カミュの言葉に、サルは肩の力を抜いた。

「俺は、な」

　もう一度、カミュは口元を歪めて笑う。

「な……ッ!?」

　弾けるような爆発音と、背後から燃え上がった真っ赤な炎のような光にサルが振り返った。

（イメージして……）

　ゆっくりと立ち上がったアリスの手元から、炎が溢れて部屋の壁を伝う。

　腕を縛っていた縄は灰を残すことなく燃え、首元を覆っていた魔法も弾け飛んでいく。

　顔を上げた彼女の髪が、炎のように広がって、窒息しそうな魔力量にサルは膝から崩れ落ちた。

「なんだ、これは……なぜ……」

「貴殿は自分が、誰を敵に回したのか理解していないようだ」

　真っ直ぐ、すべてを焼き尽くす炎。それは、自分の大切な人を守るための力。

　カミュが教えてくれた、それは世界から借りて来る大きな力の片鱗。

「彼女は、奇跡。その身に、魔王を封じる強大な力を宿した人の英雄。そして」

　カミュの微笑みと共に、アリスが目を開いた。

　その瞳に、燃えるような炎が宿っている。

「俺を殺せる、唯一の女だ」

「ぐ、あ……ッ！」

　サルの体が吹き飛び、壁に勢いよく叩きつけられた。

　うめく声と共に崩れ落ちる体の周りを、炎の輪が取り囲む。

「や、めろ……やめて、くれ……」

　おののくサルの唇が震え、その声を塞ぐように炎が顔の周りにぐるぐると流れる膜を作った。

「いやだ、いやだあああああああああ！」

　吠えるように懇願したサルは、その場に崩れるようにして倒れ込んだ。

　彼を覆っていた炎が霧散して、周囲には静寂が戻って来る。

「殺したのか？」

「……まさか。殺すことは、容易い。けど、それで世界が平和にならないことを、私は知ってるわ」

　アリスはサルに近寄り、その場にしゃがみこんだ。

　サルは、放心状態で浅く息を吐き出している。

「ごめんなさい。乱暴な真似をして。これで、引き分けにしましょう」

　差し伸べた手を、息も絶え絶えに震える掌が振り払った。

「やめろ……人間は、どうせ裏切る。初代魔王様を知っているだろう……あの御方が、どれほど偉大で慈悲深き心を持っていたか。それを最初に裏切ったのは、お前たち人間だ！」

　細い声で叫ぶサルの悲鳴は、大切な人を失った深い悲しみに染まっている。

「信じられるわけがない。お前だってそうだろう？　アリス、お前は本当に信じられるのか！　魔王を！　いや、魔族を！」

　責め立てる瞳の色は、未だ戸惑いに揺れている。

　答えを問いたいのは、彼女になのか、それとも自分自身になのか、アリスにはわからない。

　ただ、目の前の魔族の男が、抜け出せない孤独の沼の底にいることを知った今、自分にできることはたったひとつだけだった。

「魔族のことは、よくわかりません」

　放った言葉にサルは、再び敵意を浮かべる。

「けれど、カミュは私を信じてくれました」

　どうして、忘れていたのだろう。

　あの時、初めて出会ったあの場所で、魔王はアリスの目を真っ直ぐに見つめていた。

『民の平和を願うなら、民が諦めていないのに王が諦めを口にしないで！』

　感情に任せて言葉を放ったアリスを、あの時カミュは抱きしめたのだ。

　潰れそうな声で、彼は耳元でこう言った。

『諦めたくない』

　あの時、泣き出しそうな声で、カミュはそう言ってくれた。

　その声を聞いた時、アリスの目からなぜか涙が溢れた。

　相手は魔王、封じなければならない相手だ。

　けれど、抱きしめる腕があまりにも優しくて、その言葉が自分の胸にあるものとまったく同じ色をしているのだと思えた。

『もう一度だけ、俺に立ち上がる勇気をくれ。英雄』

　顔を上げたカミュは、目を真っ赤にして笑ってくれた。

　だから探そうと思ったのだ。この戦の終わりを、どうすれば人々が平和に暮らせるかを。

　必死に考えて掴んだ今日があることを、アリスは誇りを持って言える。

「私も、もう迷わない」

　はっきりとした決意に、サルは唇を薄く開いている。

「攻撃をして、ごめんなさい。まだ、痛む？」

　気遣うアリスの言葉に、サルはふるふると首を横に振った。

「力には力で対抗するしかなくなる瞬間が、必ず訪れる。けれど、そんな世界を終わらせたいと私と魔王様は願った。あなたは、まだ戦いたい？」

　もう一度、サルは首を横に振る。

　見上げたサルの目に宿った光を見て、ようやく彼が真っ直ぐ自分を見てくれたとアリスは思った。

「魔族が……。あなたが私を認められないというのなら、認められるまで頑張ります。カミュを思う気持ちは、私だってもう誰にも負けません」

「アリス……、あなたは……」

　驚くサルの手を取り、アリスは立ち上がらせた。

「歩んで来た道は違えど、私たちはこれからもこの世界で共に生きる同志です。私に、あなたのことを教えて下さい。あなたにも、私のことを知って欲しい。例えこの先の道が違えるとしても、お互いの背中を押し合えるような。そんな未来を、私は作りたいと思っています」

　サルはアリスの目を真っ直ぐ見つめ、そして後ろのカミュに視線を移す。

　しっかりと頷いた魔王に、サルは膝をつきアリスの手を取ると、掌に自らの額を近づけた。

　忠誠を示すサルに、アリスは言葉をかけることなく頷く。

　それが、彼ができる精一杯の謝罪であることを、理解していた。

「……帰るぞ、アリス。俺たちの城へ」

　カミュがぱちりと指を鳴らし、アリスはその場で目を閉じた。

　風が体を包み込み、数秒ほどの浮遊感の後に静寂が戻って来る。

　再び目を開くと、そこは見慣れた魔王城のアリスの部屋の中だった。

　窓の外に、大きな月が浮かんでいる。

　ようやく帰って来たのだとほっと胸を撫で下ろしたアリスは、そんな自分の変化に少しだけ笑ってしまう。

　ここが、家なのだ。世界で一番安心する場所なのだと、体が先に覚えてしまっていることが、おかしかった。

「よく、抵抗しなかったね」

　冗談めかして言うアリスの言うほんの数分前の出来事に、カミュは真面目な顔で向き合った。

「信じていたからな。お前は、俺のために自ら縄を切るだろうと」

　一歩、また一歩とカミュの体が迫り、アリスの体を強く抱きしめた。

「無事で、よかった」

　その腕の強さに、彼が心の底からアリスを思ってくれていたのだとわかる。

　もう心配をかけたくないと、アリスもまたその背中を強く抱きしめた。

「カミュ、聞いてもいい？」

「なんだ？」

「最初に私を抱いた時、どうして告白させてくれなかったの？」

　初めての夜。この胸にわいた感情を、彼は口にしてはいけないとやんわりと拒んだ。

　あれが、ずっと怖かった。言ってはいけないと言われているようで、膨らんでいく思いをどこに吐き出せばいいのかわからなくなっていた。

　最初から、こうすれば良かったのだ。素直に聞けば、彼ならばきっと答えてくれるはずだから。

「熱に浮かされた言葉に、したくなかった」

　カミュは親指で、そっとアリスの唇を撫でる。

「この唇から、その意思で、心からの言葉が聞きたかった」

　アリスは、口元に寄せられたカミュの手をそっと両手で包み込んだ。

　冷たい手の甲をあたためるように、祈りのように目を閉じる。

「国のことも、世界のことも、たくさん考えた。どうしたって私は、英雄で、国王の娘で、そういうものをすべて忘れて自分の気持ちのことだけを考えることは難しい」

　わからなかった。どうして、魔王という強大な力を持つ男が、これほどまでに自分を求めるのか。何か、裏があるんじゃないかと、勘ぐったこともある。

　今ならわかる。魔王は、カミュは、あの時決めていたのだ。アリスに、残りの人生を賭けてみようと。世界の平和を、もう一度だけ夢をみてみようと。

「好きです。カミュのことが……大好き」

　目を開くと、瞳の縁を真っ赤にした魔王と目が合った。

「やはり、お前しかいない。これから先、長い人生を共に歩み、この国を、世界を愛するためにはアリスが必要だ。お前に俺の、唯一で永遠の愛を誓う。俺の、家族になって欲しい」

　カミュの柔らかな微笑みが、月明かりの下で明るく輝いた。

「それは、私のセリフだよ。あなたを、この国を、そしてこの地に住まうすべての民が幸せに暮らせるように協力して欲しい。私の家族に、なって下さい」

　額に額をつけたカミュが、ほっとしたように肩を下げた。

　魔王も緊張することを、アリスはもう知っている。

　目を閉じると、唇が下りてきた。

「ん……っ」

　くぐもった声を漏らすと、腰元を抱き寄せる掌に熱が下りて来る。

　差し込まれた舌先が甘く絡んで、夜が始まる空気に顔を上げた。

「待っ、て……」

　不服そうに離れた唇の前で、カミュがそれでも待てをしていることが嬉しかった。

「もうひとつだけ、確かめたいことがあるの」

「それは、キスよりも大切なことなんだな？」

　甘えたような視線に、しっかりと頷いたアリスの前でカミュは唇を引き結んだ。

「あの塔には、何が隠されているの？」

　それは、アリスが最も確かめたい最後の謎だった。

　問いかける言葉に、カミュはにやりと笑みを浮かべる。

　彼の口から語られたのは、驚くべき真実だった。
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　美しい薄紫に晴れ渡る魔界の空の下には、大勢の魔族たちが集まっている。

　あちこちに青いバラのシャワーが降り注ぎ、歓声が上がって地面が震えていた。

　窓ガラス越しに、国民の声を聞きながらアリスは深く息を吸い込む。

　胸元を彩る美しい漆黒の布が、緊張と共に上下に揺れている。

「緊張しているのか？」

　黒のタキシードに黒いシャツを合わせたカミュは、背筋を正してアリスの隣に立つ。

　きっちりと髪をセットした彼の姿は、凛々しく尊敬される国の代表に見える。

「当たり前よ。こんな盛大にお披露目をするなんて、一体誰のアイデアなのかしら」

「……似合っているぞ、塔のドレス」

　棘をさらりとかわしながら、カミュはにこにこと嬉しそうな顔でこちらを見て来る。

　夜をぴたりとアリスの体に合わせたような美しい黒のウェディングドレスは、カミュが特注で作らせた世界にたったひとつの特別なドレスだ。

　アリスの紋章を見せつけるように大きく背の開いたドレスは、軽やかでありながら彼女の気高さと美しさを引き立てている。

　これは、カミュが職人を集め作ってくれた一着。そう、これこそがあの塔の秘密の正体だった。

「特注ドレスを塔の中で作っているなら、最初からそう言えば良かったのよ。あんな思わせぶりな嘘までつくなんて」

「嘘をついたことは謝る。ただ、驚かせたかったんだ。アリスの、驚く顔が見たかった」

　いたずらっ子のように笑うカミュに、不安だった気持ちが押し流されていく。

　この人を信じて良かった。ただ、そう思う。

「アリス様！　アリス様！」

　ばたばたと駆け寄って来たマルは、息を切らせて肩を揺らしている。

「何事です」

　驚くケイビの前で、マルはぱっと顔を輝かせた。

「アリス様、間に合いました！」

「間に合った？」

　マルの言葉に、思い当たる節がひとつも浮かばない。

　しかし、マルの後ろから歩み寄るその影を前に、アリスの瞳からは涙が溢れた。

「お父、様……」

「アリス！」

　駆け寄って来た男は、アリスをしっかりと両腕に抱きしめた。

　高い背丈に、がっしりとした体躯。若い頃は騎士団に所属していたこともあり、戦う王として名をはせたこともある。

　この世でたったひとりの、愛する父を前にアリスは喜びの涙を流していた。

「お父様……お会いしたかった。どうして、ここへ……？」

「愛しいアリスの結婚式に、出席しないわけがないだろう？」

「でも距離が……」

　確かに魔界での結婚式が決まった時、父には手紙を出した。

　しかし、魔界までの道のりは遠く、父の体への負担を考えても結婚式への列席は難しいと判断された。

　カミュは、魔界と人間界両方での結婚式を計画してくれた。

　一度目は魔界で、魔族の皆に大々的にお披露目をする式。そして、父や城の人間を招待し、人間界の国民にアリスの結婚を見せるための式。

　二度も結婚式をするなんてと渋るアリスだったが、アリスのドレスをもうひとつ見たいとカミュがねだったのだ。次は人間界で、白のドレスを用意させると。

　ではなぜここに、魔界の結婚式に父がいるのか。

「アリス様が考案した橋の設計を元に、魔王様がひと晩限りの橋をかけて下さったんです」

　マルの説明に、アリスは振り返る。

「本当なの？」

　カミュはにやりと口元を歪めると、人差し指をすいとこちらに向けた。

「本物は、アリスが完成させろ。お父様の送迎だけは、俺が担当する。お前のパートナーとして、責任を持ってな」

「……ありがとう、カミュ」

　今日は、笑顔だけが溢れる一日だ。

　だが、平和というわけではないらしいことを、アリスは遠くから迫る叫び声で理解した。

「お待ち下さい、アビルドラ様！」

　三人の執事たちに取り押さえられながら、見知った顔が駆け寄って来る。

　正装に身を包んだ男は、アリスを見るとぱあと顔を輝かせた。

「愛しいアリス様！　今日のこの良き日に、是非ともわたしから花を受け取って下さい！」

「……また来てたのか、あいつは」

　大きなため息を吐きながら、カミュは顔をしかめている。

「ここのところ、毎日だからね」

　アリスも、慣れた様子で苦笑いを浮かべている。

　サルは、あれから毎日魔王城へ足を運んでは、執事見習いにしてくれと頭を下げているらしい。

　アリスの従者になりたいと毎日城門の前でケイビに追い返されるのが、ここのところ魔王城の名物風景になってしまっている。

「あいつは、見逃されたという自覚がないようだな……やはりあの場で、俺がやっておくべきだったか」

「結婚式の日に、物騒なこと言わないで」

　執事たちに取り押さえられながら、サルはずるずると廊下を引きずられていく。

　アリスへの忠誠と愛を叫び遠ざかっていく貴族の姿を、父も不思議そうな顔で眺めている。

「こちらでも、お友達ができたのかい？」

「まあ……そう言えなくもないです」

　苦笑を浮かべている手を握ると、父は反対の手でアリスの涙をそっと拭ってくれた。

「さあ、アリス。行きなさい。新しい世界が、お前を待っている」

「はい、お父様！」

　父の手から、カミュへとアリスの掌が移される。

　男たちは視線を交わし、そしてしっかりと頷いた。

「行くぞ、アリス」

　ケイビとマルが、バルコニーへ続く大きな窓を開いた。

　歓声がまたひとつ大きくなって、アリスは圧倒的な人々の歓喜に息が詰まりそうになった。

　頬にびりびりとぶつかる大勢の感情を前に、足が竦みそうになる。

「アリス」

　カミュの腕が、腰に回される。

　背筋が真っ直ぐ伸びて、吸い込む空気に色がついたような気がした。

「大丈夫。ありがとう、カミュ」

　真っ直ぐに瞳を見つめるアリスに、カミュは自信たっぷりに笑みを浮かべた。

　バルコニーへ進み出たふたりの姿に、魔界中が声を上げているような気がする。

　ふたりの、今日が始まる。

　それは、新たな世界の幕開けだった。






　　＊＊＊






　コロコロと転がるような笑い声を零しながら、アリスはカミュの両肩に手を伸ばした。

　抱き寄せられる瞬間にヒールで床を蹴り上げると、タイミングを合わせたようにカミュが両手で腰元を抱き上げてくれる。

　浮いてしまった体を器用に抱き上げながら、カミュはくるくると回りアリスの背を壁に押し付けた。

「ん、っ……、ン……」

　見下ろす形で唇を重ねるアリスを、カミュのキスはいつだって優しく受け止めてくれる。

　互いの息を奪い合いひとつの隙間もなくしたいと求め合う唇は、いつもより甘くとろけている。

「ま、って……下ろし……て？」

　ふわふわと不安定に足を揺らすと、カミュは低く笑って歩き始めた。

　舞うように進むカミュのステップに、先ほどまでホールでふたりで踊っていた記憶が蘇ってなんだかくすぐったくなる。

　国民への挨拶と魔界での婚礼の儀を終えたふたりを待っていたのは、昼夜続く宴だった。

　おいしいお酒、シェフ自慢の料理、終わりのないダンスに人々の笑顔は耐えない。

　優雅で幸福な長い夜が明ける頃、それでも終わらないパーティーをふたりで抜け出して来た午前四時。

　まだ、目覚め切らぬ夜が朝に向かってほのかな薄紫色の空を連れて来る。

　静かな部屋の中には、ふたつの熱がこもっていた。

　美しいドレスが少しずつ解かれ、下げられた胸元に唇が寄せられる。

　ふわりと浮いた体が大きすぎるベッドの上に沈められ、何度も何度もキスの雨が降り注ぐ。

　こんな風に、ベッドの上で笑って過ごすことになるなんて、この城に来た時には想像もできなかった。

「あ……、ン、待って……」

「もう十分待った」

「ん……っ、ぅ……、ッ……」

　首元を寛げたカミュが、唇を奪いながら肌の上を撫でていく。

　その性急な指先に、アリスもこの時を待っていたのだと気付かされた。

「カミュ……名前を、呼んで……」

　ねだる声に、カミュの唇が鎖骨の辺りに下りて来て、骨に直接響かせるように声が触れた。

「アリス」

「ン……」

　世界に一着の特別なドレスの中に手を差し込み、カミュの指先が敏感な神経を探っていく。

　柔らかな肌の感触を味わうように、ゆっくりと体が開かれた。

「綺麗だ。世界で一番、素敵な俺の花嫁」

「なら、あなたは世界で一番素敵な魔王様ね」

「魔王が何人もいてたまるか」

「ひ、ぁ……ッ、ん……、んん……、っ……！」

　粘膜を直接嬲りながら、カミュは何度も唇をつけて来る。

　幾度となく重ねた唇なのに、今日は特別甘く優しく、熱を運んで来るような気がした。

　近づいた指先から、キスから、カミュが自分を求めてくれているのが伝わって腰元に熱が溜まっていく。

「カミュ……」

「お、っと……」

　抱きついた体を反転させて、アリスはカミュを見下ろした。

「英雄に見下されるのは、なかなかいいものだな」

「魔王を見下ろすのも、いいものよ」

　揺れた腰元を支えながら、カミュはそっと指先をアリスの中に沈めていく。

「あ、ん……、っ……！」

　前を探りながら同時に中を刺激され、とろけるような甘やかな刺激に背中が揺れた。

「そうやって、強気が溶けていく顔を見るのが、一番好きだ」

「見ない、で……」

「やだ」

　低い声で子供のように囁くカミュは、柔らかく解ける粘膜を焦らすように奪っていく。

　脚の内側を震わせながら膝で立つアリスの唇から吐息が溢れ、彼の肩に手を置き上体を支える。

　しかし、力を入れれば入れるほど、下腹部に走る熱に敏感になっていくような気がする。

「だ、め……っ、そんな……に、した……ら……っ」

「したら？　なんだ？」

「い、……く、から……ぁ、やめ……っ、んっ、……ッ！」

　抵抗を示すアリスに、カミュは指先の動きを抗議に反して強くしていく。

　擦り上げられる刺激に合わせて、胸元に唇を寄せ次の刺激をぶつけられる。

　敏感なところをすべて嬲られる強すぎる感覚に、アリスは顔を伏せて唇を噛むことしかできない。

「唇、噛むな」

「ん……ぅ、……ッ」

　そんな些細な抵抗も、胸元で遊ぶ唇は許してはくれない。

　崩れそうな脚を必死に支えながら、せり上がる快楽の波に飲み込まれていく。

「は、ぁ……ッ、あ……、ん……んんっ……、んんん……っ！」

　がくがくと震える体の中心に、熱が駆け抜けていく。

　電気が支配していく様に、膝が崩れた。

「気持ち、良かったか？」

　抱きしめた体に、低い声が響いて来る。

　こくりと頷くことで精一杯で、体に力が入らない。

「まだ、まだ……よ」

　浅くなった呼吸を宥めるように、開いた背中が撫でられる。

　くしゃくしゃになったドレスの裾から手を引き抜き、カミュは満足そうに頬に唇を寄せた。

「次は、どうするんだ？」

　挑戦的な囁きに、アリスは力なく膝を立てた。

　カミュの脚の上で身を捩り、まだ甘く燻った体をゆっくりと沈めていく。

「は……っ、あ……、ッ……！」

　張り詰めた欲望が沈み、アリスの体を歓喜に導いていく。

「ん、……ん……っ、これ……で、おあいこ……、ね……？」

　ぎりぎりまで張り詰めた最後の理性を手繰り寄せ不敵に微笑むアリスに、カミュは腰元に熱が下りてくるような気がしていた。

「最高だ、アリス」

「は、ぁ……ッ、あ……ぁ……、っ……！」

　揺さぶられた体に、両腕を伸ばして口付けを交わす。

　甘い唇は、どこまでも夜の味がした。

「愛している、アリス。俺のすべては、お前のものだ」

　熱を帯びた言葉に、アリスは繋がったままの脚をそっと撫でた。

「愛しているわ。あなたのすべてを、私のものにする」

「上等だ」

　あるところに、魔族という恐ろしい種族がおりました。

　しかし、それは昔の話。

　世界を支配する魔王様は、ある日ひとりの人間に恋をしました。

　彼女のために、世界を変えたい。魔族も人も、平和に暮らせる世界を作りたい。

　魔王の愛が、ひとつの戦いを終わらせ、奇跡を起こしたのです。

　ふたりは結婚し、生涯幸せに暮らしました。

　めでたし、めでたし。
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（了）
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